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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夢が見たいと、そこに願った。

　試合会場の喧けん噪そうの中、煌こう々こうと輝く聖火の如ごとく燃える彼の背を見て、水みな上かみ悠ゆうは微笑ほほえむ。

　彼はその大きな身体からだを紺の胴どう着ぎと防具に包んで、左拳で力強く竹刀しないを握っている。

　上を見続け、ただ無言でその場に在り続けて。

　しかし背中が語る生き様は、何よりもこの場で雄弁だった。

　悠はその背に向かって、静かに右手を突き出した。

　強く激しく燃える炎熱を摑つかむように、拳を握る。そうして心臓に押し当てた。

　灯火を胸に、頭を下げて目を瞑つむる。剣を捧ささげた男に今、心も捧ささげるように。

「勝つぞ」

　悠は同じく肩を並べている、彼に剣を捧ささげた戦友に向かって語りかける。

　目を開いて見回すと、みんな頼もしく笑っていた。

「当然スよ。あいつら蹴散らして、さっさと部長と次に行こうぜ」

　八や代しろ操みさおが鼻を鳴らす。面の中で嚙かみつくように犬歯を尖とがらせて。

「仁じんサンにはわりーけど、オレらにとっちゃどうでもいい相手だしな！」

　城きの崎さき俊しゆん介すけが軽やかに跳ねる。籠こ手てを外して右の中指をしっかり立てて。

「早く終わらせちまって帰りてぇんだよなぁ。帰りはまた肉でも食うか？」

　黒くろ瀬せ誠まことが眼鏡を上げる。嘲るようににやりと笑って。

　ああ、もう自分はひとりじゃない。この幸せを、いつまでも終わらせてなるものか。

　四人で心をひとつに、主君が見上げる視線の先を同じく追う。

　旗が見える。秋しゆう水すい大付属が掲げる、傲ごう岸がん不ふ遜そんな黒旗が。

『常勝』

　ついに、江え坂さか仁じんが笑う。反逆の牙が後ろ姿から覗のぞいて、そうだ吠ほえろと心は叫ぶ。

「お前ら。今のうちにあれを見ておけ」

　研ぎ澄まされた刃やいばのような人差し指が、敵を指差す。

「もう二度と、掲げられなくなるからな」

　さあ、今こそ死し合あおう。その言葉、必ず本当にしてみせる。

　彼に捧ささげる、つるぎのかなた。

　そこに今、夢を見る──
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　何か、心地の良い夢を見ていたのだろう。

　充電が終わったように、すっきりと悠ゆうの目が覚めた。すぐに身体からだを起こし、カーテンをどけて窓を開いた。赤紫の朝焼け空と小鳥のさえずり、そして清涼な空気の中、両拳を作ってぐーんと伸びをする。

　乾快かい晴せいとの決戦から数えて、二日後の朝がやって来た。

　昨日は強制的に休みを言い渡されたが、おかげさまで体調は万全だ。身体からだに一片の淀よどみもない。早く動きたくてうずうずしていた。

　負けてしまった。だがそれは同時に、まだ自分は強くなれるということでもある。

　快晴との戦いはこれから一生続いていくだろうし、間近には団体戦だって控えている。

　今やれることと、やりたいことはただひとつ。稽古だ！

「よし。早いけどもう行くか！」

　すっかり着慣れた制服にすぐ着替え、母を起こさないように静かに登校準備する。

　部屋干ししてある胴どう着ぎを取りにリビングに入ると、ふと食卓の上に見覚えのないメモが置いてあるのを見つけた。

『朝ご飯は冷蔵庫におにぎりを作っておきました。いってらっしゃい　母』

「……いってきます。かーさん」

　今日は、いい一日になりそうだった。
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　梅雨つゆの六月でも早朝の空気はからっとして涼しく、自転車で駆け抜けると気持ちが良い。やはり田舎者の自分には、満員電車に乗るよりも十キロ超えの自転車通学が気性に合っていた。

　体育館横の駐輪場に自転車を停とめる。埋まり具合から見て、おそらく登校一番乗りだろう。

　悠は荷台から防具袋を下ろし、器用に肩と自転車にかけていた竹刀を手に持つ。そしてそのまま体育館の中へと駆けて、靴を脱いでいた途中だった。

　こぉん、と。

　廊下の奥の扉から、高く遠く、硬質に響く音が悠を誘いざなう。

　その音の正体を、実家でずっと鳴らしていたから覚えている。悠は荷物を背負い、剣道場へと直行した。道場扉の南なん京きん錠じようはやはり外れていて、扉を開く前、今度はより大きくなった高い音と共に床がずしんと振動した。

　誰がいるのか、すぐに分かった。

　この音は、高い打点から綺き麗れいな軌道で打たないと鳴らない。

　悠はそおっと扉を開いて中に入る。

　胴着姿の、大きな背中がそこにあった。

　力強く隆起した肩の筋肉は土台となり、両肘が描く美しい菱ひし形がたを支える。握るでも離すでもなく絶妙の加減で添えられた右手と、鉄芯が入ったように力強い軸手の左。全てが一体となって、上段構えは作られる。釣り糸人形のように、上へと伸びた重心が綺き麗れいだった。

　不思議とその構えを見て、悠は朽ちた遺跡でなお立ち続ける石像を想起した。

「ふっ！」

　打ち落とすような片手面が、面を着けた鉄製の打ち込み人形を捉える。鉱石が割れるような音がまたひとつ。そして再び、彼は頭上に竹刀を掲げた。

「もう四分の一歩、遠間からでも届きますよ。部長なら」

「……そうか」

　従い下がるが、構えは変わらず。そして江え坂さか仁じんは、また一本剣を振る。

　こぉん、と鳴った。

「……なんか、部長って」

　明日世界が滅びるとしても、ずっとここでそうしていそうだ。

「ん？　どうかしたか？」

「……や。なんでもないです。その一歩に気付けないから、俺に負けちゃうんですよ」

「ふ。それに気づけて、誰かに負けた奴やつに言われてもな」

　振り向かずにそう言い、構え続けて鼻を鳴らして笑う江坂に、悠は唇を真一文字に結ぶ。

　防具袋をその場に下ろし、竹刀袋を解いて取り出した竹刀に鍔つばと鍔つば止どめを着けて、靴下を脱いだ。遊びの準備は完了だ。

　アキレス腱けんを伸ばし、また一本打ち終わった江坂の背中にヤジを飛ばす。

「今のは右手抜きすぎ。早さ二割減。まだまだ甘いなー」

「なんだ、構って欲しいのか？　ならそう言え。面倒くさい彼女かお前は」

「いやー。自分より弱い奴やつは趣味じゃない、なっ！」

　伸ばした足を中段構えの歩幅に変えて、瞬時に摺すり足あしで距離を跳ぶ。夏服の袖が風を切り、髪が勢いで跳ね上がる。鋭く尖とがった眼めでその背を刺すと、待ちわびたぞと言うように、上段のまま江坂が振り返った。

　空からの踏み込みが二つ重なる。鋭い曲線で幾重にも残像を描いて江坂を惑わす。頭上の刀を揺るがせと。だがその幻惑を見破られ、瞬時に小手を諸もろ手てで打ち落とされるが──釣り餌だ。

　必殺の軌道が残忍な弧を描く。江坂が迫り来る逆ぎやく胴どうを防ぐべく、左腰を隠しに回った。

　ずどん、と地球が下がる。

「はい、死んだ」

　右手首上の紙一重。ぴたりと、悠の竹刀が止まっていた。

「……ふ。かわいくない後輩だ」

「どーも。でも快晴にはこれ、バレたからなあ」

　くるりと曲芸のように剣けん先せんを回して、悠は納刀の動作を行った。

「よし、ちょっとだけ満たされた。ていうか、気付いてたんなら声くらいかけてくださいよ」

「悪かった。声をかけられるまで、いつも通り立たち花ばなだと思っていたんだ」

「……纏まといさん？　いつも通り？」

「ああ。たまに朝から胴着で来ては、むかついたから殴らせろと言ってきてな」

　悠は心臓に突きを入れられたように右手で胸を押さえ、味わうように何度も首を振る。

「なんて健けな気げなジャイアンなんだ……。ていうか、何で気付かないんですか？」

「ん？　何がだ？」

「……教えません。どうせ分からないんだから、部長は剣道のことだけ考えててくださいよ」

「はは、うるさいぞ。お前は最近、俺に口が悪くなったな」

「え。そ、そうですか？　すいません！」

　びくっと身体からだが震えて、床に置いた防具袋から胴どう着ぎと胴垂れ一式を取り出す手を止める。正座したまま頭を下げると、江坂は首を傾かしげて笑っていた。

「どうして謝る？　嬉うれしいことだと思っているのに」

「……馬鹿で変態とは。救えませんね、部長も」

「こら。何でも言っていい訳じゃないぞ」

「すいません。噓うそつくの苦手なんで」

　笑って防具袋から全ての荷物を出し終わると、悠はうんと頷うなずいて制服を脱ぎ始める。そうすると、鏡の前で構えようとする江坂が眉をひそめて振り返ってきた。映っていたらしい。

「おいおい、ここで着替えるなよ。更衣室か部室に行け」

「えー、だって時間がもったいないじゃないですか。男同士だし、別にいいでしょ？」

「…………ふ。そうか。……くく、そうだな」

　江坂はツボにはまったように笑ってから、鏡の前で再び上段構えを作り出す。

「……何が、そんなに面白かったんだ？」

　胴着に着替え、胴と垂れを正座して着けながら考えてみるが分からない。よくよく考えてみれば、江坂との付き合いはまだ三ヶ月ほどしかない。

　彼については、結構分からないことが多いのだ。

　もう部活に入って、三年くらいは経たったような気さえするのに。

　今は、二年生の六月。

　江坂たち三年生と一緒に居られるのは、あと二週間もない──。

「……いや。全国に行くから、まだまだ」

　悠は胴の腰こし紐ひもをしっかりと結び終わり、大きく息を吐く。準備万端だ。

　立ち上がり、鏡に向かって構え続けている江坂を見た。

　広く分厚い鋼のような男の背中が、変わらずそこに在る。

　鏡に向かう鋭い目線は、何かを一心に見つめているようにも見えた。

　美しい菱ひし形がたを描いて掲げる、燃えるような構えの彼方かなた。それが、蜃しん気き楼ろうのように揺らめく。

「……ん」

　悠が、思わず目をこする。

　鏡の向こうに何かを幻視した気がした。しかし、きっと気のせいだろうと頷うなずく。

　悠は頰を両手でぱちんと叩たたいて、決意新たに江坂のもとへ歩き出した。

「よし、やるぞ！」

　団体戦に向けた、新しい日々が始まる──。

「あ、水みな上かみ。ひとつ連絡があるんだが」

「……はい？」

「今日、放課後の練習は休みだからな」
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「はぁあ──────っ!?　練習休み!?　なんでやねんっ！」

　リアルでなんでやねんって聞けるとちょっと興奮する。悠はにやけて、お昼休みの自席でコンビニおにぎりを高速で食べ続ける。

　空いた手で、前の席で後ろ向きに座る千ち紘ひろのショートヘアを撫なでようとするが、ばしんと叩たたき落おとされる。本場の突っ込みっぽくてちょっと好きだった。

「なんで……なんでやの！　団体までもう二週間ないんやで!?　サボってる暇ないやろ！」

　ぷんすか怒っている。自分とまったく同じ反応なのが微笑ほほえましくてまた頭に手を伸ばすが、やっぱりばちんとはたかれた。「もおっ！　なんやのさっきから！」

「だってちっひがいい奴やつだから。かわいくて」

「かわいないわアホ！」

「かわいい」

「かわいくない！」

「本当にかわいい、千紘」

「……んうぅう！　だまれ！　あほ！」

　よし今日も勝った。紅あかくなって身体からだをばしばし叩たたいてくるのを甘受し、悠は理由を話す。

「朝練してたときに部長に聞いたんだ。今日、佐さ々さ木き先生が急用で学校休みなんだよ。副顧問の先生も出張でいないし。監督者がいないと、練習はできないんだってさ」

「……そうなん。せやったら、しゃあないか。……ほんまや、ＬＩＮＥ入ってるわ。放課後一瞬だけミーティングやるって書いてるで」

「あ。ほうなの。ひょれはひらなはっは」

　もぐもぐラストスパートをかけながら話すと、千ち紘ひろが仕返しだというように笑う。

「何言うてるか分からんで。ゆーくんの方がかわいいなあ！」

「でひょ。ひょくひわれる」

「……全然照れへん。めっちゃ腹立つわ、なんやねんこれ……」

　またもにょもにょして、千ち紘ひろがぶすっと俯うつむき始める。「……ていうか、朝練もやっとったんや。言うてくれたら、うちかって早起きくらい──」

「よし！　ごちそうさま！」

　何を言っているのか全然聞き取れなかったので、ぱちんと両手を合わせてシャットアウトした。猫だましを食らったように、千ち紘ひろの目が丸くなっている。

「え、えっ？　もう食べ終わったん？」

「うん！　行ってきます！」

　放課後が使えないなら、せめて昼練だ。悠はダッシュで教室を出て剣道場へ向かう。

　朝、江坂と練習できたのは僥ぎよう倖こうだったが、やっぱり大きな試合が終わった後はひとりで考えたいことも多い。

　すぐに道場の南なん京きん錠じようを開けて入って、モップを軽くかけて、靴下を脱いで竹刀を取った。

　しばらく鏡の前で竹刀を振る。うんと頷うなずき、今度は防具を着た打ち込み人形をがらがら押して、道場の真ん中に持ってきた。

　間合いを取って、構えを取って目を瞑つむる。脳裏に描くのは、一昨日破れてしまった最強の男。

　深く息を吸い、時間が滞留。心は明鏡止水──今！

「はあァッ！」

　堰せきを切られた時が、洪水の如ごとく流れ出す。斬撃の嵐は機銃じみて相手を襲い、四つの急所を幾度も正確に捉えきる。残像を引き連れ最後に接近、引き胴に跳んで一足一刀。

　鋭く尖とがった眼めを向けて、彼方かなたに想起するのはあの日の最後の相あい面めん──。

「めェええ─────────────────ンっしゃあぁあッ！」

　重い疾風が一直線、衝撃を伴って人形の横を走り抜ける。焦げ付くような摩擦の音と共に、風を纏まとって悠が振り返った。道場の額縁や神棚が、台風一過の如ごとく揺れている。

　しばし、静せい謐ひつな残心。そして──。

「……ぬぐ。駄目だっ！」

　顔をしかめて、悠は竹刀を持ったままばたっと大の字に倒れた。目を瞑つむる。

　想像の中で、また紙一重で負けてしまった。

　速さや力、これは快かい晴せいのほうが確実に強い。しかしそんなものは読みや技術や閃ひらめきでどうにでも捌さばける。そんなに差し迫った問題ではない。

　体力差はどうか。これが最後の相面で負けた主な要因だろう。ブランクがあるので仕方がないものの、復帰してから毎朝欠かさず行っているランニングや乱暴な稽古漬けで、徐々にその差は埋められてきている。よって、これも大丈夫。

「ただ問題は、あのやばすぎる眼めなんだよな……」

　もはやトチ狂っているとしか言い様がない、変態的な動体視力と反射神経。

　それが地上最強の男、乾いぬい快晴の最大の強みだ。多少裏を搔かいたり読み切ったりしたところで、後出しじゃんけんのように手を変えたりひょいひょい避けたりしてくる。悪夢だ。

　しかし天才なので、簡単に攻略方法を思いついた。

　分かってても避けられないくらいの速さと力で、快晴の打突に合わせて打ち込めばいい！

「……アホか」

　悠は大きなため息と共に左手から竹刀を手放し、目を閉じる。思えば朝も早かったため、すぐにうとうとしてくる。そんなときだった。

「なーにこんなとこで昼寝してんのよ。この変態」

　むぎゅっ、と何かで顔を踏まれる。

　両目を開くと、純白の靴下の彼方かなたに、トレードマークの派手髪が見えた。

「纏まといさん、顔は酷ひどくない……？」

「負けた罰よ。甘んじて受け止めなさい」

　ぐにぐにされる。全然力が入っていなくてにやけてしまった。「もっとぉ……」

「ご褒ほう美びになっちゃ意味ねーでしょ……。まあ欲望に忠実な子は好きだけど」

「ありがたい。もうちょっとでスカートの中も見えそうなんです」

「あぁ？　短パン穿はいてるに決まってんでしょ。馬鹿なの？」

　ひょいっとスカートを摘まんでチラ見せされる。

　激怒のあまり、悠は床を叩たたいて身体からだを起こした。

「どうして見せるんだ現実を！　ここに夢がなかったら俺たちはどうしたらいいんだ！」

「知らないわよ……。ていうか、別に下着だったところでねえ。たかだか布きれ一枚で、あんたら男はガタガタ言いすぎ」

　はんと鼻で笑われる。腕を組んで一いつ蹴しゆうする彼女がなんとも豪気だった。

「纏まといさんはもうちょい恥じらい持とうよ……。今の短パン、結構アウトですよ？」

「今更これくらいで何言ってんのよ。昔なんて、ここで胴着に着替えたことだっ……」

　しまった、という顔をしている。隙は逃せなかった。

「ちょっとよく分かんない。何ですかその痴女発言は。どういう状況？」

「……あ、頭に血が上って。部室に行くのが、面倒くさくて……」

　極限まで冷めた目で、纏まといを見つめる。ばつが悪そうに目を逸そらす、生徒会長様を。

「変態会長だ」

「やめて。言うな！　あんときはあたしも若かったのよ！」

「部長に言ってやろうかな」

「……言えばいいじゃない。どーせ笑うだけよ、あいつは」

　疲れたように笑う纏まといに、悠は目を丸くする。てっきり「それだけはやめなさい」と暴れるかと思っていたのに、それ以上何も言わずに靴下を脱ぎ、転がっている竹刀を手に取った。

「あんたがあがいてるんじゃ、あたしもやんないわけにはいかないわね。……つってもまず、作戦をまとめたいとこなんだけど。あんた、頭貸してくんない？」

「ん？　作戦？　何の？」

「金曜の出稽古よ。昨日決まったじゃない」

「……ああ」

　ようやく、理解が追いついてくる。昨日の夜、口を開けてぼーっと過ごしていたら、部内ＬＩＮＥに激震が走ったことを思い出した。今週末の金曜日、出稽古をするぞと江坂が流して。

　相手はどこだと聞いたら、なんと相手は、彼の宿敵である秋しゆう水すい大付属だという。

　最初は男子のみ出稽古の予定だったが、その後纏まといからまた連絡が流れてきて、女子も桐とう桜おう学院へと行くことが決まった。

　つまり男女共に、金曜日は決戦なのだ。

「あの、纏まといさん。あれって流れ通り、男子の秋水から出稽古が決まったんですか？」

「ええ、そうよ。あたしらは後出し。男子抜きで学校の練習やるくらいなら、前の借りちらつかせて桐とう桜おうに潜り込んだ方が効率いいでしょ。その方がクセとか探れるし、勝率も上がるわ」

　悠が頷うなずく。纏まといがそういう風に考えるのは、とても納得がいく。

　藤ふじの宮みやの女め狐ぎつねは本当にクレバーだ。判断に感情を交えるということを、まずやらない。

　そういうらしさを考えたとき、彼女の隣に立つ男の判断が分からなかった。

「……じゃあ部長が、秋水に自分から率先して、出稽古を頼んだんですか？」

「ふふ。ええ、傑作だったわよー。あのあいつがねえ、滅め茶ちや苦く茶ちや嫌そうな顔して、立花ぁー、頭下げたくなーい頭下げたくなーいってギリギリまで愚痴ってたんだから」

　口元を押さえて、纏まといは面白くて仕方がないというように笑う。悠は首を傾かしげるばかりだった。

「……部長らしくないな。敵にまで、頭を下げる人じゃないと思うんだけど」

　秋水に勝ちたい、みんなで勝ちたいと彼がずっと言い続けていることは知っている。

　だが、こんなやり方を彼が選ぶとは到底信じがたかった。

　男なら、正々堂々と試合でぶつかればいい。探りのやり取りなど不要だ。最後まで己を高める道を選ぶべきだ。それで負けたなら、もう仕方がないだろう？

　自分の思い描く江坂なら、きっとそう言うはずなのに。

　分からない。腕を組んで考えていると、纏まといがくすりと笑った。

「結局、頭は下げなかったんだけどね。渋々持ちかけたら、むしろ向こうのほうからお願いしますって言ってきたのよ」

「えっ、あの強豪私立が!?　団体前のこの時期に!?　俺たちみたいな普通の公立に!?」

「そうよ。まあ、何かあるんでしょうね。正直私にもわけ分かんないけど」

「えええ……。纏まといさんにも分からないの？　どうなってるんだ？」

　頭を抱えていると、纏まといは穏やかに笑って竹刀を返してくる。つい反射で柄つかを握り返すと、そのままがら空きになった頭をぽんと触られた。

「他人のことなんて、全部分からなくて当たり前よ。あんまり深く考えないこと」

「……纏まといさんは、気にならないの？」

「なるわよ。でも、ほっとかれたいことだってきっとあるわ。あたしにも、あるしね」

　纏まといは空いた手でその派手な髪色の毛先を触り、くすりと微笑ほほえむ。

　それから首を傾けて、きちんと目を見て言ってきた。

「ねえ。ずるいこと、頼んでいいかしら？」

「……言われなくても、金曜日は色々しゃぶりつくしてきますよ」

　頭に乗せられた手を、優しく摑つかんでどける。にやにやしながら言った。

「旦那さんのためですもんねー。ごめんね、居たのが部長じゃなくて。間違えたんでしょ」

「……あんたってほんと、かわいくない後輩」

　頰を真っ赤にしてぺちんと張ってくるのを、頰を差し出して甘んじて受けた。さっき躊ちゆう躇ちよなくスカートをめくった女性と同じ人間とは思えず、愛いとしい。

　やっぱりまだまだこの人たちと一緒にいたいなと、悠は笑った。

「じゃ、作戦会議しますか。俺も纏まといさんの頭を借りたい」

「ええ。……とりあえずこういうときは、まず現状の整理からよ」
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「団体予選は、男女共に再来週の日曜開催だ。もう二週間もないな。組み合わせの抽選結果は個人戦と同時発表された通りだ。改めて見たかったり、自分用に持って帰りたかったりしたら、道場の連絡板に貼ってあるから外してコピーしてくれ」

　放課後、道場の中で部員全員で円になってミーティングをする。悠は円まど香かと史し織おりに挟まれた場所に立って、ちょうど真正面に立つ江坂の話を聞いていた。

　昼間同じことを話したからちょっと退屈だ。纏まといもあくびをし、毛先をくるくる回している。

「あたしがこの後、写真撮ってＬＩＮＥに上げとくわよ。コピーはいいんじゃない？」

「ああ、そうしてくれると助かる。……他に話すことは、もうないよな？」

　纏まといに問いかける江坂を見て、悠がにやりと笑う。まだだ。まだ話すことはある。

　一番大事なことを再認識してもらわないと。メガホンを模して、悠は頰に片手を当てた。

「部長ー。俺馬鹿なんでオーダー忘れちゃいました。もっかいここで教えてくださいよ！」

「……んん？」

　何を言っているんだこいつは、という顔をされるが別にいい。にやにや笑い続けながら、確信を持って他の男子陣の顔を見回してみる。

　八や代しろも黒くろ瀬せも城きの崎さきも、やはりみんな同じ顔で笑っていた。

「……全く、馬鹿しかおらんのか」

　やがて諦めたようにそう言って、江坂は覚悟を決めたように両腕を組んだ。

「部内戦の後、全員で決めた通りだ。先せん鋒ぽうは八代、次じ鋒ほうは城崎、中堅は黒瀬。それから」

　言葉の途中の江坂と、目が合う。

　誰でもかかってこいと言うように、彼は不敵に笑ってみせた。

「副将は水上。大将は、俺だ！」

　城きの崎さきが鳴らした指笛を皮切りに、男子陣は拍手喝采する。しかし女子陣は無音で冷たい視線を浴びせてくるだけで、何か納得がいかなかった。
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「最後の調整期間だ。各おの々おの後悔のないように、勝つためには何をすればいいのか考えて時間を過ごしてくれ。……組み合わせの鬼門はもう知っての通りだ。公開されているトーナメント表通り、女子は順当に行けば二回戦の桐とう桜おう学院。そして男子は、三回戦──」

　道場の雰囲気が、ぴりりとひりつく。江坂の瞳が燃えて、宿敵の名を口にした。

「常勝、秋水大付属。……勝つぞ。女子もだ。今度こそ絶対に、みんなで勝つ！」

　今度は全員の「はい！」という返事が道場に響き渡る。それでは解散、と江坂が締めると、一気にみんなががやがやし始めた。

　ふうと息を吐くと、吸うときにふわっと柔らかくていい匂いが漂ってきて思わず隣を向く。絶対円まど香かだと思ったらやっぱり円まど香かだった。我らが女子副部長はいつも五感で癒してくれる。

　彼女が両手でちまちまと携帯をいじっているところを、斜め上から見下ろすようにちらっと見た。このいい匂いは頭皮からなのか、それともふわっとしたセミロングの髪からか。

　真相究明をしていたはずなのに、いつのまにか大きな胸の誘惑に逆らえずにじっと見ていた。

「あー。水上くん、今、見てたでしょう？」

　すると両手で携帯を倒すように胸に抱いて、円まど香かがじとっとした目をして振り返ってくる。どきっとして、つい視線を逸そらすのが遅れた。「みみみ見てませんよ？」

「あっ、噓うそついちゃうんだ。じゃあ、わたしとのあの約束もやっぱり噓うそだったのかなー？」

「そっ、それは違います！」

　慌てて円まど香かをきっと見つめて、強く言い切る。

「絶対、守ります。噓うそじゃないです」

「……えへへ。よろしい」

　ようやく現れた円まど香かのにこっとした笑みに救われたが、それも束つかの間ま。すぐに腹黒い笑顔に切り替わって、じりじりと詰め寄ってくる。

「でもやっぱり、見てたよねえ？」

「…………ごめんなさぃ」

「もー。男の子ってほんとにおばかさんだよね。どうしていつもいつもバレてないって思ってるのかなあ？　これは断罪だね。おーい、史織ちゃ」

「駄目駄目駄目!?　ストップ！　めんどくさいからあいつには言わないでくださいっ！」

　けらけらと笑う円まど香かを制止するが間に合わず、地獄耳と眼鏡を光らせて後輩はやってくる。いつもじろじろと見られるのは慣れっこだったが、今日は一段とその目が冷たい。

「どうも、こんにちは。めんどくさい女ですが？」

「あっ、水上くん。『そういう反応がめんどくさいんだよなあ』の顔してるー」

「なんで分かるんですか!?」

「なんで分かるんですかじゃないですよっ！　悪かったですね、めんどくさくて！」

　まずい。拗すね始めた。

　また円まど香かに余計な燃料を投下される前に、なんとか鎮火しておきたかった。

「あ、あの、史織さん。団体前で何か、分かんないこととかないですか？　もしあったら、今のうちに僕が何でも教えますよ！」

　頑張って笑顔を作って、下から下から機嫌を取りにいく。史織はつきっきりで剣道を教えた後はなぜか簡単に上機嫌になるのだ。

「ありませーん。私天才なので、分かんないこととかないでーす」

「……あ、そう。さすがっすね」

　ただそれ以上に、一回拗すねるとめんどくさい。

　考えてみれば、そもそも機嫌を取る必要があるのだろうか。途端にアホらしくなってきた。

「じゃ、俺もう帰るわ。やることないし」

「……えっ。ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　あります！　聞きたいことあります！」

　背を向けると、猫のように夏服の襟を摑つかまれる。本当に本当に本当にめんどくさい。

　しかし若干泣きそうになっていたのに免じて、かわいい後輩の戯たわむれとして許してやることにした。ぺいっと史織の手を払って、何だよと振り返る。

「さっき、何であんなにオーダーで盛り上がってたんですか？　あんなの仮でしょう？　相手によってやり方は変わるじゃないですか」

「いや、仮じゃないぞ？　確定だよ。剣道の団体戦はポジションの変更ができないんだ」

「えっ、そうなんですか!?　でも練成会では毎回変えてたじゃないですか」

「あれは練習試合だから。まあ、俺も部活で団体に出るのは初めてだからあんまり詳しいってわけじゃないんだけど」

「ですよねー！　先輩に仲間なんているはずが痛い痛い痛いぃぃ──っ!?　こめかみがぁ!?」

「御剣アイアンクローのご感想は？」

　右手で眼鏡を取り上げてからぶち込む親切設計でお届けする。自分の頭の上に乗せた。

「あぁああああ!?　こわれるこわれるこわれる、壊れますぅ───っ!?」

「そう言うなよ、握力だけが友達なんだもっと自慢させてくれよコラこのクソ生意気眼鏡が」

「いだいぃ──っ!?　か、返して！　眼鏡返して！　眼鏡がないと力が出ないんですっ！」

「濡ぬれたアンパン野郎かお前は」

　しぶしぶ解放して眼鏡を返すと、半泣きになった史織を円まど香かがよしよしと抱きしめる。年上というより、もはやお母さんの雰囲気がある。

　そういえば彼女は三年生で、公式戦の経験は自分よりも多いのだった。

「えっとね、史織ちゃん。団体戦も、基本的なルールは個人戦と一緒だよ。違うところは、団体戦だと『引き分け』があるってことかな。個人戦は決着がつくまで延長して戦うでしょう？　団体戦はチームの勝ち数が多い方、次に取った本数が多い方で勝敗を決めるから、引き分けがあっても大丈夫なの」

「あ、はい。その辺は大丈夫です。『両方同数だった場合は、誰かひとりをチームから出して決着が着くまで代表戦』、ですよね。……あの、じゃあ公式戦は、途中で試合が終わったりするんですか？　たとえば先せん鋒ぽうから中堅まで三連敗した場合とか」

「ああ、それはない。チームの勝敗が決まっても、試合は最後まで続く。……たとえば、もし。前三人が負けちゃったとしても、俺と部長は試合をする」

　ふと、目が城きの崎さきと黒瀬の姿を捉える。何かを真剣そうな表情で話していた。

　江坂の言葉が脳裏に蘇よみがえる。勝つために必要なことは何か、考えて最後の時間を過ごせ。

　しかし本当はもう、考えるまでもない。答えはもう頭の中に出ている。

　──秋水に勝つために必要なこと。それは、まず。

「ちょっと、先輩！　聞いてますか？」

「え、あ、悪い！　ぼーっとしてた」

　深く沈みかけた思考を、膨れてまた不機嫌になった史織に遮られる。

　ちゃんと目を見てあげると、その頰はぷしゅるると萎しぼんでいった。「……あの、先輩」

「ん？　どうした？」

「秋水のオーダーって、確か……」

　頷うなずき、再認識する。女子の史織でも知っている公然の事実だ。

　秋水大付属の公式戦オーダー、中堅副将大将の流れはここ一年ずっと変わらない。

　中堅に瀧たき本もと、副将に橋はし倉くら、そして大将に快晴。この絶対の流れは、今回も不動だろう。

「お前が考えてる通りだよ。今回俺は、快晴とはやれない。ポジションが違うからな」

「……あの。……どうして、先輩が」

　史織の言葉が止まる。言いたいことは分かるから、代わりに継いでやる。

「俺は、副将でいいんだよ。……大将をやる奴やつってのは、決まっててさ。それは──」

　理由を教えてやろうとした瞬間、ズボンのポケットの中でぶるぶると携帯が震えた。

　取り出すと、液晶に映る名前は藍あい原はら瞳ひとみ。駄目姉ちゃん。思わず目が細くなる。

　絶対ろくなことを話さないだろうから、みんなに話を聞かれたくなかった。

「ごめん、電話」

　史織たちから距離を取り、道場の奥でそおっと受話器のボタンをタッチした。

「……もしもし」

『やっほー。姉ちゃんだよー！　ねえ寂しかった？　あのね悠坊、今日も晩ご飯食べに──』

　電話越しに流れてくる虚無に、ついつい目が死んでしまう。聞き流して史織たちの方を眺めていると、江坂と纏まといも話に混じっていた。自分の代わりに。

「あれっ、円まど香か先輩これ昔の写真ですか!?　髪短っ！」

「えへへ、そーだよ。これはね、一年生のちょうど今頃だったかなあ。団体戦が終わってから、みんなでラーメン食べに行ったの。江坂くんもまだ細いよねー」

「そっ、そんなことより……纏まとい先輩、黒髪！　あはははは！　やばい！　いい人みたい！」

「あっ、コラ円まど香かぁ！　あんたまた人の黒歴史を！　いい加減消しなさいよそれ！」

「おお、立花がまだ真人間だ。それにしても三人とも、すっかり変わってしまったな……」

　よく聞き取れないが、なんだか楽しそう。早くあっちに戻りたい。

『悠坊。もう、悠坊ー！　ちゃんと聞いてるの？』

「聞いてないです。じゃ、お疲れ様でした藍原先生。忙しいから切りますね」

『あっ、こら！　切らないの！　噓うそつかないの！　悠坊、今日稽古なくて暇なんでしょ？』

　なぜ知っている、と天井を仰いだ。思わず制服をあらためる。ひょっとしたら盗聴器か何か着いているんじゃないかと疑ってしまう。

「だから何だよ。言っとくけど、メシは作らないからな！」

『わ、分かったよう。……じゃなくて悠坊、今から桐とう桜おうに遊びにこない？』

「……え？」

『防具持っておいでよー。今日は姉ちゃんも、防具つけるから』

　稽古。

　その単語を聞いた瞬間、身体からだがぶるぶると震え出した。

『お願い、悠。あたしもまた、本気になりたいの。……上段、使うから。駄目？』

　世界が輝き出し、ガッツポーズを作るように強く携帯を握りしめて叫んだ。

「行く！　すぐ行くっ！　姉ちゃんありがとう！　待ってて！」

　写真のこととかみんなに聞こえるとか諸もろ々もろ全部忘れて、悠はすぐに防具と竹刀をまとめて出立の準備を始める。最後の声こわ音ねはぞくぞくした。だったらきっと、今日の瞳は本気のはずだ。

「遊んできます。行ってきます！」

　初めて見学に来たときのように、悠は道場を出る前に反射で頭を下げる。すぐに走り去ろうとした。「ああ待て、水上」

　背を叩たたく江坂の声に振り返ると、女性陣の中で江坂が左手を顔の前に上げて振っていた。

「また、明日な」

「……はい。また明日」

　笑って手を振り、道場を出る。稽古に向かう前はいつも自分のことしか浮かばないのに、今日だけは違っていた。頭の中で言葉は回る。勝つために、考えなければならないこと。

「……聞くだけ聞いてみるか。来るかな」

　桐とう桜おう学院へと向かう道すがら、携帯を開いてその男の連絡先をタッチした。

「部長があいつに勝つには……。本当に、どうしたらいいんだ？」
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　桐とう桜おう学院剣道場連続殺人事件、犯人は依然闘争中だった。

　吹雪ふぶきはへろへろになって構えながら、喘あえぐように面めん金がねの中で呼吸をする。

　とうとう、生き残りが自分だけになってしまった。ちょっと涙目で後ろを振り返る。

　同級生の愛あい莉りと林りん檎ごは×マークのように互いに折り重なって倒れており、主将の由ゆ季きは壁にもたれかかって真っ白な灰になっていた。副主将の桜さくら子この姿はない。遺品のように面だけがあった。多分、洗面所で散っている。他の部員たちもみんな漏れなく死んでいた。

「ほらー、乾さん。何よそ見してるのー？　先生まだまだ眠たいよー？」

　けたけたと、目の前で紺を纏まとった魔女が嗤わらう。

　彼女の藍染めの胴着肩には、血で綴つづったような紅あかく禍まが々まがしい『御み剣つるぎ』の文字。風格漂う綿袴はかまをふわりと揺らして、彼女は妖あやしく中段に構えた。

　それから諸もろ手てが、緩やかに上へと上がっていく。上段構えへと。不退転の火の位へと──。

「いやああッ、しゃあぁ───────やッ！」

　最後の力を振り絞って、吹雪はその前に打ちかかる。上段を作らせてはいけない。あまりにも手が着けられなさすぎる。本気の藍原はこんなにも遠かったのかと今までの見識の甘さを恥じて、何とか鍔つば迫ぜり合あいに持ち込んだ。しかし。

「はあッ！」

　動作を極限まで省略した引き面を打って、藍原が間合いを切って下がっていく。まずい、逃がすな遠間を作られたらまた死んじゃう──吹雪は急いで引き面の残心を追いかける。

　右足前で打って両手を上げる引き面の残心は、左足前の上段構えとは足が逆だ。上段の強みは右足で蹴って左手左足を前に出せることで、つまり届く間合いの遠さが中段とは段違いだ。吹雪にとっての二足一刀でも、相手は届く。そんな状況を作らせない。

　作らせない、ためだったのに。「えっ」

　追尾の途中なのに間抜けな声が出る。世界がスローモーションになった。

　いつの間に、左足前に入れ替わっ──

「メぇええ──────────────んっしゃあァァあ、やあッ！」

　ずごーん！　という衝撃が頭を潰す。星が散った。

「……きゅう」

　抜けていく藍原を追えず、吹雪は目をバッテンにして片膝をつく。

　ぐわんぐわんと世界が歪ゆがんで朦もう朧ろうとしていると、目の前に桐とう桜おうにはない紺色の籠手が差し出された。「吹雪」

　どんなときでも肌身に沁しみる、彼の優しい声。

「悠くん……！」

　吹雪はうるうるとしながら、その手を摑つかむ。

「もういいよな？　そろそろどいて？　俺がやるから」

　ぐしゃっ、と胸の潰れる音がした。

　ひどい。つらい。ああでも、こういう剣道以外見えない悠くんもかっこいい──

　ずるずると襟元を摑つかんで悠に引きずられるも、しかし幸せだった。

「えっと、林りん檎ごちゃん。愛あい莉りちゃん。大丈夫？　立てる？」

「はっ、えっ！　う、うん！　り、林りん檎ご氏は！　……本当に、生きているのだろうか……？」

「愛あい莉りさんも、死んでるのに気付いてない説濃厚～……」

「大丈夫生きてる生きてる。じゃあ、吹雪持って行ってくれる？　集中して遊べないんで」

　ぽいっ、と愛あい莉りに向かって捨てられる。ひしっと抱きしめてくれた。

「さすがに可哀かわい想そうすぎな～。ひでーぞ水上くん」

「ふ、吹雪大丈夫かッ。傷は深い、り、林りん檎ご氏にできることは……」

「………………き。……っと……」

　そう言うと。右往左往する林りん檎ごが停止する。愛あい莉りが両肩を持って距離を離した。

「吹雪、今なんてった？」「うん。林りん檎ご氏も耳が逝いったのかもしれない」

「すき……。もっとぉ……！　もっと、ゴミみたいに扱ってぇ……！」

　あの目が素敵。悔しい。最高。もっと。屈辱で胸がかきむしられて、でも病みつきでやめられない。面の中で涎よだれを啜すすっていると、愛あい莉りが飛とび退のいた。

「へっ、ＨＥＮＴＡＩだーッ」

「何だろう。林りん檎ご氏は今、ひとり息子が上京していった母親の気持ちである。さみしい」

「戻してよアップルサポート～！　吹雪を元通りにさ～！」

「愛あい莉り。人間の成長はＷｉｎｄｏｗｓアップデートのようなもの。更新は不可逆である」

「それ他社じゃんよ……。ってああ、吹雪！　行くなってば～！」

「いや！　いやぁ！　悠くん！　悠くぅ───ん！」

　暴れるが、林りん檎ごと愛あい莉りにまるで捕獲された宇宙人のように道場の隅に運ばれる。三人でその場にへたりこんで、ぎらぎらと笑う二人の様子を見守るしかなかった。

「あは。よーし悠坊、せっかくだから久々にアレやろうよ！　一本、五千円♪」

「おっ、いいぞ！　社会人だから貯金あるんだよな？　手加減しないぞ！」

「……アルヨー？　う、うんうん。ア、アルヨー！　もうたんまり！」

「……タイム。ちょっと、貯金額言ってみろ。うちにほぼ毎日メシ食いに来てるからには、そりゃあ当然、たっくさん貯たまってるんだよな？」

　悠が詰め寄り、藍原に豊かな胸があることも無遠慮で胸ぐらを摑つかむ。彼女は摑つかまれたまま挙動不審に左右を二度見渡してから、何事かをぼそっと言った。

　悠が、手を離してその場にへたり込む。目頭を押えるように籠手で面金を押えていた。

「……今、おいくつでしたっけ。藍原先生」

「に、二十四歳だよー！　四捨五入したらハタチだよ！　ていうか先生はやめてよー!?」

「車のローンもあるって言ってたのに……。ほんっと、いい加減にしろよ！」

　憤いきどおりと共に、悠が竹刀を抜いて立ち上がる。黒い闘気で道場が震えた。

「御剣ルール。払えなかったら、一週間奴隷だからな！」

「……あは。姉ちゃん、困っちゃうなあ。どっちになっても、イイもんねえ……♪　で、も」

　やっぱり奴隷にしよう、とけたけた笑うと、今度はみんなの身体からだが震えた。

「更生させてやるぅ─────────ッ！」

「一緒に堕おちちゃえェ────────っ！」

　大乱闘御剣ブラザーズの開幕を見せつけられて。吹雪の目に、じんわり涙が溜たまった。

「ほ、他の女とっ……！　あんなに、たのしそうにっ！」

「大丈夫吹雪。いつかクセになる。林りん檎ご氏が保証する」

「あんたも性癖大概な～？　……あっ、突き入った。はっや！　水上くんすげ～！」

「うむ。突かれて息苦しそうな鬼畜氏、大変えっちだ」

「えっちとかどうでもいいの！　なん……なんで！　わたしが、悠くんとやりたかったのに！」

　ぷんすか怒るが、その隙にまた悠が藍原から小手を奪っていた。

　桐とう桜おう部員たちの黄色い悲鳴が起きると共に、洗面所で死体になっていた桜子と壁で灰になっていた由季が戻ってきて、吹雪たちの隣に座る。

　桜子は目がハートになっていて、いつもの小さなアネゴ感は見る影もなかった。

「きゃ────────っ！　水上くん、もっとぉ────！　殺やれぇ───っ！」

「桜子先輩、完全なる乙女で林りん檎ご氏は若干引いている。でも気持ちは分かる」

「水上くん顔ジャニ系だしな～。さくちゃん先輩は好きだよな～」

「だっ、だめっ！　悠くんはわたしのっ！」

「貴女あなたのものでもないでしょう、吹雪」

　桜子以外が、ぞくっと冷たい由季の声に振り返る。いつも穏やかな浅窓の令嬢は、やられる藍原を見て黒い愉悦に顔を歪ゆがませていた。籠手をはめた両手で拍手をしている。

「コングラッチュレイション……。シェフを呼べ」

「由季ちゃん先輩……。ゆ、由季ちゃん先輩っ!?　これが!?」

「駄目だ愛あい莉り。鬼畜氏に脳をやられているッ」

「行きなさい水上くん！　積年の汚辱を今こそ濯そそぐのです！　私のために！」

「だっ、だからっ！　悠くんは！　わたしの──」

「きゃああああ───っ！　また入ったぁ────！　抱いてぇ───っ！」

「ふ、ふふ……。やれ……っ！　やっておしまいなさい！」

　吹雪は三年生ふたりの袖を引くが、もう野生に還ってしまって言葉が通じない。

　涙目になって愛あい莉りと林りん檎ごのほうを向いて助けを求めるが、ふるふると首を揃そろって振っていた。

「もう手遅れじゃん？　ほっときなって。……つーか水上くん、マジ強すぎな～」

「ただ鬼畜氏二号であることも忘れてはいけない。ほら、コケた鬼畜氏に胴打った」

「でもアレ入ってんな～。これさあ、藍原先生奴隷確定じゃね？」

「むむ、女教師愛奴隷か。はかどる。そうなると流石さすがの水上氏といえども、あの身体からだに……」

「そっ、そんなのだめ！　絶対だめっ！」

　ばんっ、と床を叩たたいて吹雪は立ち上がる。まずい。それだけはまずい。絶対まずい！

「だ、誰か、止めてっ……！　あのふたりを止めて！」

　きょろきょろと道場を見回して救世主を探すが、死体しかない。嗚あ呼あ、終わった──。




「こんにちはー。……ってうわ!?　どうしたのこれ!?　ひ、人が死んでるっ!?」




　そんなとき、奴やつは胴着姿でやって来た。吹雪はそいつのもとへ走り、叫ぶ。

「おにぃいちゃぁ──────ん！　やだあ──ッ！　止めてぇ───────！」

「うわっ!?　き、気持ち悪い！　こっちに来るなぁ─────────────!?」

　もう憎いとか何だとか知ったこっちゃなかった。助けて、マイブラザー。





×　×　×






「僕は本当に、どうして乾いぬいの快晴なんだろう……」

「ん？　快晴、何言ってんだ？　意味分かんないぞ」

「大丈夫、僕にも分かんない」

　深呼吸代わりに、快晴はため息をつく。練習も休みで錬れん心しん館かんも休みで一体どうしたらいいんだと悩んでいたら悠から電話があって、またふたりでみっちり遊べるなあと、そこまでは最高だったのに。

　なぜ今自分は体操もアップもそこそこに面を着けて、妹のわがままを聞いているのだろう。アキレス腱けんを伸ばしていると、入れ替わりで竹刀を納めた悠が少しだけ話しかけてくる。

「それじゃ、お手並み拝見させてもらおうかな」

「……やりにくいなあ。せっかくだからその間、吹雪でも見ておいてよ」

　少し、奴やつを上機嫌にさせて身を守っておきたい。家でまた八つ当たりされるのは勘弁だった。

「えー。嫌だ」

「えええ……。何で？」

「今は快晴倒すことしか興味ないから」

　悠は右籠手の親指を立てて下向きにひっくり返し、にやりと笑った。

「団体を楽しみにしてろ。どんな手を使ってでも貴様は潰す」

「……それは、楽しみだなあ」

　本心でそう言って、釣られて笑った。穏やかな気持ちで天を見上げる。

　ずっと見えなかった青空が、今でもそこに広がっているような気がした。

「よーし。じゃあ、遊んでこようかな！」

「瞳とやったことは？」

「ない！　……愉たのしみだなあ、本当に」

「おーい、乾いぬいくーん。準備もういい？　……それじゃあ、ヤろっか」

　向こう側で、紺色の魔女が妖しく微笑ほほえむ。ぬるい殺気がすうっと背筋を撫なでて。

「お願いします」

　それを境に、己の眼めもまた、凍った。





×　×　×






　小さく頭を下げて三歩、快晴が蹲そん踞きよして藍原と向かい合う。竹刀を触れ合わせた、その瞬間。

　ぐにゃり、と。まるで剣先が触手に捕らわれ、溶けていくような錯覚に襲われた。

「殺ャああァ───────────────アアああッ！」

　声一つで、邪魔だとその幻惑を斬り捨てる。すると、そうでなくてはと、対面の彼女は妖婦のような唇から舌を覗のぞかせた。一歩を後ろにふわりと跳ねて、二足一刀。彼女の間合い。

　そこから忍び寄るように、藍原が逆足を前へと出した。

「きィアああ亜亜ぁァ───────────しゃアぁッ！」

　緩やかに、彼女の諸もろ手てが上がる。

　決して高くはないはずの藍原の上背が、影を落として道場を包み込むよう。

　ごくりと、快晴は唾を吞のんだ。そうしなければ、垂涎を抑えることができそうになかった。

　火の位、上段構え──しかも、変則だ。左手が低い。

　本来頭上に来るはずの竹刀が、もはや顔の前にある。間合いだって恐ろしく遠かった。どんな連達の技がそこから降り落ちてくるのか、予想もつかない。

　快晴が対策として、剣先を右斜め上へと傾けようと、「小ッ手ぇ──────殺ァあああ！」したところに殺とりにきたのでひょいっと右手を外して避ける。

「らァッ！　手ぇ、どぉ─────タあァッ！」

　左手一本三連撃。あの決勝を経たからか、信じられないくらい良く動く。また一つ高みに登った快晴のその技を、しかし藍原も片手で捌さばく。片手技を外してからの瞬時のリカバリ。常人離れした膂りよ力りよくと身体からだのこなしがそれを可能にしているのだと、快晴の眼めは瞬時に見抜いた。

　空から振ぶらせてまともにどうこうできる相手ではないか。快晴は鍔つば競ぜり合あいから牽けん制せいの引き小手を放ち、間合いを切った。改めて対策の平ひら青せい眼がんの構えを取り、声を放って仕切り直す。

　だだん、と二つ空を踏み、剣先で喉元に圧迫をかける。しかし上段構えは微み塵じんも揺らがない。達人だ。それだけで思い知らされる。

　上段は、びびったら負けだ。構えを崩した瞬間に隙だらけになって死ぬ。そう頭で理解していても維持が本当に難しく、大抵の奴やつは竹刀で払いに来たり引いたりするのでそこを殺やる。

　が、藍原には通じない。さて、どうするか──そう考えた刹那だった。

「ッ！」

　本能が鳴らす警鐘に従って、快晴は裏避けを作りながらただ足を動かした。止まれば死ぬ。一体、何が起こっている!?

「キっ、ああぁや───────────亜ッ！」

　蜃しん気き楼ろうを生むかの如ごとく幻惑の足あし捌さばきが、快晴の間合いの感覚を狂わせる。そのうえ冗談のように疾い。右に左に前へとブレずに揺れる彼女の身体からだは、摑つかみに行けば間違いなく手が落ちる。

　だが──守るな攻めろ、そこだ！　次に藍原の残像が生まれる場所を見切って、空の踏み込みを鳴らす。すると彼女は引いて、またふわりと後ろに跳ねて。

　にやりと、嗤わらう。

　快晴の汗が引く。温度を失う。間に合え──小手が、




「めェえ─────────────────ええんッ、ヤ亜ああッ！」




　その一瞬、記憶が飛んだ。だが、確かに叩たたき込こまれたのだろう。ちかちかと散る視界の星とぐらぐら揺れる三半規管が、その証明となる。しばし、足に力が入らなかった。

「はーい、一本。……あれー？　こんなに簡単でいいのー？」

　藍原が、首を傾かしげて挑発する。本来なら一本を決めるために、前へと抜けて残心を取るところ。それをあえてせず、一撃必倒の片手面を誇るように、打った場所で剣を下げて静止した。

「こんなので悠坊に勝てたなんて笑っちゃう。もしかして、眠たいの？」

　けたけた笑って、藍原はまた間合いを取る。さあ、次は何を獲とって遊ぼう──。

　緩慢に、彼女は再び上段の構えを取った。はずだった。




「突ッきィ───────────────殺ャああああッ、たァッ！」




　時間ごと押し飛ばされたのかもしれない、と藍原は思う。気付けば立っている場所が違うのだ。呼吸も忘れていたのか息が苦しい。尻餅をつかないように立っているのが精一杯だった。

「確か、一本五千円でしたっけ。僕も賭けておけばよかったな」

　重く無慈悲な諸もろ手て突き。その残心をあえて取らずに、最強の男は眼めを凍らせる。

「おはようございます。さっきは寝てました」

「……あは。気にしなくていいよ。あたしも今、起きたとこだから」

　ばちりと視線が交錯し、両者は牙を尖とがらせる。そして、もっと満足させろと愉たのしく吠ほえた。

「……へえ。……快晴って、もしかして──」

　その二に虎こ競きよう食しよくを遠くから見てにたりと嗤わらう、もう一匹の獣の存在に気付かずに。





×　×　×






　正座をする悠の前で、藍原が土下座している。

「ゆ、悠坊、あのね？　ね、姉ちゃん、今お金ないから、お給料日まで待ってぇ……？」

「いや、いいよ。お金はいらない。……晩飯、何がいい？　好きなの作ってあげるぞ」

「えっ、いいの!?　やったー！　悠坊、大好きー♪」

　いつもならこんな風に抱きついてきたら鬱うつ陶とうしいと払うが、今日は好きにさせてやる。

　笑みを堪こらえて、隣で防具を外す快晴の平和な横顔を盗み見る。ぼそりと呟つぶやいた。

「金曜日が勝負、だな」

　そして頰にキスしようとした藍原をついに蹴飛ばし、波乱の一日が終わった。
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　水曜日の放課後、練習前。史し織おりが道場に来てみたら、なんと悠ゆうしかいなかった。

　ふたりきり。なんてしあわせ。

　ちょっとだけでも話せたら、あわよくば甘々な雰囲気に発展すれば、なんて。そんな淡い期待を抱きつつ、ちらちらと悠のほうを見ながら正座して胴と垂れを着けていた。

　話しかけてよ。話しかけてくれても。話しかけてくれれば。話しかけて、くれないの……？

　胴どう紐ひもを結び終わる頃には、しゅんとなって下を向いてしまう。すると。「史織ー」

「なっ、なんですかっ？」

　跳ねる声を懸命に抑えて、落ち着きなく両手で髪を触って顔を逸そらす。

　そうしたら、わざわざ顔を逃がしたほうに回り込んで悠がにこにこ笑っていた。

　めちゃくちゃ上機嫌だ。こんなの見たことない。一体昨日、桐とう桜おうで何があったんだろう？

　そんなことを考えていると、違和感を覚えた。悠が胴と垂れに加えて、籠こ手ても着けている。

「史織も籠手着けろよ。ちょっとゲームしないか？」

「……ゲーム？」

「面と突きはなし。籠手と胴だけで勝負しよう。俺に一本入れたら五万円やるぞ！」

　あっ舐なめられてる、とちょっとむっとして。コンタクトレンズ越しにじとっと睨にらんだ。

「ふーんだ。もし払えなかったら、悠先輩は私に何してくれるんですか？」

「おっ、いいぞ。お前のそういうとこ好きだなあ」

　──あの先輩、五万円払うんでもう一回言ってくれませんか？

「ふぅうう……ッ！」

「な、何を歯ぁ食いしばって堪えてんの……？」

「乙女のプライド的な何かですよ……っ！　舐なめないでください！」

　危なかった。屈するところだった。不屈の意志で睨にらむと、これまた心底楽しそうだった。

「払えなかったら何でも好きにしていいぞ。一年くらい奴隷でもいい」

「……ど、奴隷」

　決して。決してやましい気持ちなどないが？　それは多分、あんなことやこんなことも、合法的にお願いできるということで──気付けば籠手を着けて竹刀しないを持って立ち上がり、一足一刀に構えていた。「よしっ、やりましょう！　奴隷先輩！」

「はは、身の程知らずめ。それじゃ、三秒後に開始だ」

　いち、にー、……さん！

「メぇんッ！」「えっ、わっ!?」

　そんな面は反則じゃ──!?　と慌てて反射的に顔を隠しに行ったら「うっそぴょ──んッ！」ずっどーん！　と史織の右籠手に爆発が起きていた。「はぁい、小手ありー」

「ちょっ……ずるいッ！」

「引っかかるほうが悪いんだよ。ほら、突きっ！」「わあっ!?」「噓うそですまた小手ー♪」

　ぼごーん！　と信じられない音が鳴る。さすがに癪しやくで、残心を取って悠が構え直した瞬間を狙って小手を打つ。「えいっ！」

　全く不思議なものである。なぜ今右小手に振り下ろしたのに手が逆方向に跳ね上げられ──

「胴ぉッたぁ───────ヤあッ！」

　愛の鞭むちがしなって右胴へ。びりっと痺しびれて……ちょっと上手うますぎて、キモチいい。

　感じてはいけない快感をかみ殺していると、悠が引き胴の残心を取りながら嗤わらっていた。

「くく。愉たのしいなあこれ……」

　ぞくり、と背筋を氷が流れ落ちる。そうだったこの人マンツーの稽古だといっつもドＳ──！

「逃がさないぞ、史織♪　……簡単に壊れんなよ。つまんねえから」

「う、うわあああ────っ!?」

　このあと、ひたすら蹂じゆう躙りんタイム。もう何十本取られたかも覚えていない。

　城きの崎さき黒くろ瀬せの両先輩がやって来たから、ようやくそこで打ち切りになったのだ。

「……悠ー。深ふか瀬せに何したんだよ？　隅っこで膝抱えてんじゃん……目も虚うつろだし……」

「ちょっと気になること色々試してただけだよ。そういうの大事だろ？　なあクロ？」

「あぁ？　何でおれに聞くんだよ。知らねぇけど好きにしろよ、二位」

「うるっせぇ───！　二位って言うなっ！」

　隅っこで拗すねていても、もう男三人で遊びだしたら全然構ってくれない。……寂しい。

　そうこうしているうちに他の部員たちまで道場に現れ始め、もうすぐ江え坂さかの号令で練習が始まるという状況になった。しゅんと下を向く。「史織」

　そうしたらまた、悠が話しかけてくれた。今日は一体どうなっているんだろう？

「ありがとな。今日はもう中段やんない予定だから、いい練習になったよ」

「……中段をやらない？」

「うん。俺今日、全部上段でやるから」

　目を丸くして、固まる。ついついかけていない眼鏡をエアで触ろうとしてしまった。

「で、できるんですか？　強いんですか？」

「まあ、そこそこ？　昔実家で教えてもらってたことあるし」

　あっ、絶対上手うまい。なんか部活に入るときも同じような感じだった気がするなと、史織はたじろぐ。しかし、分からないことがひとつある。

「何で……上段なんかするんですか？　遊びたいんですか？」

「まさか。もうそんな時間は残ってないよ」

　先程の上機嫌が噓うそのように、張り詰めた表情でその問いかけを斬り捨てる。そのまま悠は、こちらではなく号令をかけに上かみ手てへと歩いて行く江坂の背を見つめていた。

「……初めてかもな。人のために稽古するのって」

「えっ？」




「整列！　体操！」




　江坂の号令にはいと応えて、悠は竹刀を持って前へと駆け出していく。

　不思議とその背中が、史織にはいつもより大きく見えた。





×　×　×






「集合！」「はい！」

　三階の教官室から道場に降りてきた佐々木のもとに、制服に着替えた部員たちが集まる。全員が揃そろったことを確認すると、彼はにこりと笑んで、その熊のような巨体を恭うやうやしく折った。

「昨日は、迷惑をかけました。団体戦前の大事な時期に本当に申し訳ありません。もう心配は無用ですのでご安心ください。……さて、本日は金曜日のことについて、改めてご連絡させて頂きたい」

　ぴくり、と悠が反応する。下がっていた目線が、佐さ々さ木きのほうを向く。

「事前に連絡していた通り、金曜日は放課後、出稽古に伺わせて頂きます。男子の行き先は秋しゆう水すい、女子は桐とう桜おう学院です。男子の引率は私と江坂くん、女子の引率は副顧問である九く条じよう先生と立たち花ばなさんです。……どちらの学校にも、大事な時期にわがままを通して貰もらいました。お互い無二の時間になるように、礼をもって、素晴らしい稽古にしてください」

　秋水。その単語を意識したとき、今や浮かぶものは快かい晴せいの顔ではなく、みんなの顔だった。

　まず、佐々木の目をしっかりと見ている八代の横顔を見る。

　今日稽古したときの感覚だと調子もいい。伸び盛りだ。問題は伸びる速度が早くて、感覚が追いついていないような印象を受けることか。これは微調整で何とかなるだろう。だが。

「……難しい、な」

　張り詰めている城きの崎さきと黒瀬の顔を見て、ついその小さな声が漏れた。

　二人が悪いわけじゃない。むしろ、懸命に稽古に励んでいることはひしひしと伝わってくる。

　だがやる気だけで、日々ただ頑張るだけで、簡単に強くなれたら世話はない。

　──まだ、金曜がある。結論を出すのは早い。

　そんなことを、言い訳するみたいに拳を握って心中で繰り返す。

　最後に、宿敵の本拠に乗り込むときが近づいて、同じく燃えているであろう江坂の横顔を見る。……しかし。

　その表情は、まるで眠れる獅し子しのように穏やかだった。

　分からない。

　どうしてそんな顔をしているのだろう。秋水にこだわっていたのでは？　毎日『みんなで勝ちたい』と呪じゆ詛そのように唱えるほど、秋水が憎いはずではなかったのか？　……何より。

　今のままで秋水に勝てるだなんて、本気で思っているのだろうか。江坂は。

「では、解散！」

「ありがとうございました！」

　みんなの大きな声ではっとする。慌てて遅れて頭を下げた。

　集合が終わり、江坂に声をかけようかと歩み寄ったが、ちょうど彼は円まど香かに話しかけられてどこかへ行ってしまう。とことん間が悪く、悠は肩を落とす。そうしていると尻を蹴られた。

「なーに男の横顔じろじろ見てしょぼくれてんのよ。恋する乙女か、あんたは」

「そうなの。彼、奥さんがいて……」

「……あんたねぇ、たまには女子に興味持ちなさいよ。こっちは大変なことになってんのよ？」

「へっ？　何が？　何で？」

　きょとん、と首を傾かしげたら、纏まといは指し定てい鞄かばんを肩にかけ直してなぜか笑った。その笑みが、誰かに向けているものと少し似ていた。

「まぁいいわ。ところであんた、お腹なか空いてない？」

「めっちゃ空いてる。今日はかーさん遅くて、晩飯どうしようかなあって」

「そう。じゃあ、ちょっと付き合いなさいよ。綺き麗れいなお姉さんとラーメン食べたくない？」

「えっ、食べたい食べたいっ！　行く！」

　よろしい、と歯を見せて笑う纏まといと一旦分かれて、自転車を取りに行き校門で合流する。

　学校から十分ほど歩いた所に、そのラーメン屋はあった。ボロい引き戸を開く前に、店の屋根にかかった、黒い木に金色の文字の看板を見上げる。武人家、とあった。

　ぼろい引き戸を開く纏まといについていって、店内の券売機で食券を買う。

　漂う豚骨のかぐわしい香りは暴力的で、稽古後の身体からだはすぐに素直になってお腹なかを鳴らした。麵の固さや油の量などを独特の作法で伝え、食券を渡す。二人で店の奥の席に並んで座った。

「纏まといさん、ここにはよく来るの？」

「まあ、一年の頃からたまにね。江坂と円まど香かともよく来たわ。……懐なつかしいわね」

　その言葉に、再認識させられる。

　纏まといが、三年生であること。江坂たちと同じ二年間を過ごしてきたということ。そしてその時間に、自分はいなかったということを。

　自分はまだ、たった三ヶ月しか、みんなと歴史を作れていないのだ。

「纏まといさんに、聞いてみたい。……なんか、本人には今まで上手うまく聞けなくて」

「あら、何？」

「部長は、どうしてあんなに秋水にこだわるんですか？」

　教えてくれないかも知れない、と思う。正々堂々自分で聞きなさいよ。纏まといならそう言いそうだ。しかし彼女は、予想に反して優しく笑った。頰ほお杖づえをついて、こちらを見てくる。

「ねえ、水みな上かみ。あんたって今までに団体戦出たことある？」

「……まあ、蒼そう天てん旗きなら。公式戦って意味ならないです。この前の個人戦以外だと、部活で試合に出たのは中一の個人戦だけなんで」

「そう。じゃあ、ついでにもうひとつ教えなさいよ」

　じっ、と。何か、探し物をするような纏まといの目が問うてくる。




「あんたって、試合で負けて泣いたこと……ある？」




　ただ、固まる。そんなことを問われるとは思わなかった。上手うまく繕う言葉を、必死で探す。

「ないのね？」

「……っ」

　しかしその沈黙は、どんな言葉よりも雄弁らしかった。なのに纏まといは、嫌味だなんて言うこともなく笑ってくれる。

「責めてるんじゃないわよ。……あたしもね。自分が負けて泣いたこと、ないの」

　ぽつりと、纏まといはそう言う。手元のプラスチックのコップに冷水を二つ分入れて、そのうち一つを渡してくれる。受け取るそのとき、不意に手と手が触れ合った。

「でもね。あいつは、泣いたわ」

　その手に、なぜか力を感じない。纏まといは冷水を呷あおり、ぽつりとこぼした。

「二年前の団体戦、男子は秋水に負けたの。勝負は大将戦までもつれ込んだのに、あいつはそこで負けちゃった。……二本負けだったわ。秋水のことを言うのは、それから」

「……そっ、か」

「そういえば、上段を取り始めたのもあれからね。あんたも今日やってたけど。中々上手うまかったじゃない？」

「……まあ、付け焼き刃ですけどね。一瞬だけ使う分には、まだ錆さび──」

　言葉を遮るように、ごとりと二人の前にラーメンが置かれる。「へいお待ち！」

　スープが、地獄のように茶色く濃かった。アクセントに置かれたほうれん草の緑が、不思議と輝いて見えるほど。ごくりと唾つばを飲み、悠は一口目をスープと共に啜すすった。

「うっま。食える不健康だ」

「でしょ。今日の練習の消費カロリー、全部ぶっ飛ばしてもお釣りが来るわよ」

　しばし、夢中でラーメンを食べる。纏まといも食べているのだが、その間、時折こちらを見て笑っているのがいやに気になる。

「纏まといさん、何ですか？　さっきから」

「……ふふ。ねえ、あんたって分身とかもできる？」

「……すぐそうやって化物扱いする。できないに決まってるだろ」

「そうよねえ。あんたただ、鬼のように強いだけよね」

　豚骨臭い息を吐いて、悠は箸を止める。渋じゆう面めんは濁ったスープには映らなかった。

「できたら良かったんだけどなあ、分身。……俺が五人いたら、どこにも負けないのに」

　ああ、嫌なことを言ってしまった。馬鹿だ。早くごまかせ。

　冗談ですよ、の笑顔を作っている途中だった。

「本当に、そう思う？」

　声に振り向く。こんな場所なのに、なぜか夜のバーに座って微笑ほほえむ大人の女性を想起した。

「あんた、勝てたら何でもいいの？」

「……いや」

「そもそも、あんたどうして勝ちたいの？　それって考えたことある？」

　何を問われているのか、よく分からなかった。

　勝ちたいなんて当たり前のことで、そのためにやれることは全部やるのが当然で。考えるまでもないことだと、そう思っていた。

　ふと脳裏に、夕焼け空の中、円まど香かと交わした約束が浮かぶ。恥ずかしいが、仕方ない。

「……絶対勝つって、言っちゃったから。幸ゆき村むら先輩に」

「駄目ね、不正解」

「ちょっと、何で!?　俺、自分のこと答えてるんですけど！」

「それじゃ、あんたの頭が悪いのよ。……自分で気付いてないのね。とことん、似てるわ」

　くすくす笑って、纏まといは箸を顔に向かって突きつけてくる。

「宿題よ、天才。自分で考えておくこと。いいわね？」

「……はぁい」

「よろしい。ほら、伸びるわよ。早く食べなさい」

　それ以来言葉はなく、二人並んで夢中で食べた。なんなら学生無料の無限ライスとやらも食べまくって、店を出る頃には妊婦もかくやという出いで立たちになっていた。

　曇り始めた空を見上げて、悠は呟つぶやく。

「二度と来ねえ。もう一年はラーメンいらない」

「はっは。あたしも来るたびそう言ってるわ」

　自転車を押して、悠は纏まといを送るために駅まで歩く。こんなことをしていたら、江坂に怒られないだろうかと邪推する。というか、怒ってきてほしい。鎹かすがいにならいつでもなるのに。

「さっきから何よ、その目は」

「べっつにー」

　じとっと見つめてくる纏まといの顔を見て、参りましたと頭を下げた。

「纏まといさんの対上段、ほんとに強かった。……久々にぼこぼこにされたよ」

　まがい物の付け焼き刃とはいえ、自分の剣だ。しかし強く美しく練り上げられた纏まといの平ひら青せい眼がんを前にして、ついに一ひと太刀たちも入れられなかった。口だけではなく、間違いなく彼女は天才だ。

　対上段に限れば、吹雪ふぶきなんて目じゃないほどの。何だか愛に負けた気分で微笑ほほえましかった。

「ありがと。ちょっと嬉うれしいわ。……でもね」

　纏まといはぴしっと、でこぴんで額を打ってくる。

「あれはあんたが下手なだけ。あいつの方が、あんたの五千倍上手うまいわよ」

「……全くだ」

　思わず曇りなく笑ってしまうほど、嬉うれしかった。

　自分より何かを極めた人間が、この世界に、そして同じ学校にいてくれた。

「さすが、俺たちの大将だ」

「……ほんと、馬鹿なオーダー組んだもんよね。あんたら頭悪いの？」

「あっ、バレましたか。でもいいんですよ。俺は、副将でいいんです」

　しょうがないわねと笑う纏まといに、決意を秘めた笑顔を返す。

　秋水に辿たどり着つく。そこで必ず勝つ。

　悠は快晴の代わりに、きっと自分を待ち受けているであろう男の姿を脳裏に描いた。

　白い肌に焦げ茶の髪。そしておそらく憎ぞう悪おで濁った、灰の瞳。

「橋倉くん、か」

　紙かみ屑くずとしか思えぬ奴やつらを斬り伏せ続けたその場所で、唯一忘れなかった名前。

　星も月明かりも見えない鈍にび色いろの空の向こうに、遠い昔のことを思い浮かべていた。





×　×　×






　悪夢が、そこに立っている。

　鈍く禍まが々まがしい切っ先は、お前など紙かみ屑くずに過ぎないと、矮わい小しような臓ぞう腑ふを握り潰してくるようで。

　橋倉は逆流する胃液を吐き出さぬよう堪えながら、震える手で己の剣にしがみつく。

　届かない。見えない。刃が立たない。こんなことがありえるものか。

　登った。確かに摑つかんだ。

　この蜘蛛くもの糸を摑つかむために、一体どれほどのものが両手からこぼれ落ちた？

　綺麗に終わりに来たのだ。こんな悪夢が最期だなんて、何が何でも認めない！

『いやだ…………。嫌だ！　ぜったい、まけねぇ……っ。いや、だ……っ！』

　譫うわ言ごとのように悲鳴は漏れた。

　嫌だ。俺おれだ。俺おれが一番だ。全員必ず見下してやると、必死にここまで登って来たのだ。

　だから何があっても摑つかんだこの手、離してなどやるものか！

『うわあああ────────────ッ！』

　つるぎのかなたが涙で滲にじむ。身体からだは震えて呼吸は忘れた。

　死にたくない。こんなところで、死にたくない──。

　人が数年かけて積み上げた、たった一つの尊い想おもい。壊さないでと願うもの。

『……ちっ』

　それを鬼は、石ころでも蹴飛ばすように、簡単に払った。




『どオォォッしゃああああ───────────────ッ！』




　地面に叩たたき付つけられたような衝撃で、視界が白んで消えていく。必死に握っていた刀が、今、とうとう、その手から落ちて。『ああ、あ………………』

『胴あり！』

　蜘蛛くもの糸は、死刑宣告と共に、鋭く断たれていた。

『優勝は、冥めい峰ほう中学校一年生、御み剣つるぎ　悠ゆう選手に決定致しました』

[image: ]

　涙と嗚お咽えつの中、向こうを睨にらむ。誰だ。お前は誰だ。その顔早く見せてみろ！

　果たして般はん若にやが、仮面を取る。その中に、待っていたモノ。

『……ふざ、けんな………………』

　化物はただ、可笑おかしくて仕方がないと言うように。

　にたりと、人のこの身を嗤わらっているように見えた。

『……ぶっ殺してやる』

　許さない。何があっても許さない。たとえこの身を、再び地獄に浸しても。

『次は必ずぶっ殺してやる、剣けん鬼きぃッ！』





×　×　×






「橋はし倉くら。……おう、橋倉。もう止やめぇや」

「……あー？　なんだよ？　もうあいつら来たのかよ」

　道場の蛍光灯の光を照り返す瀧たき本もとのスキンヘッドを振り返り、橋倉崇たか仁ひとは灰色の目を細める。秋水大付属の剣道場は広く、外に通じる引き戸が道場内に二つある。そのうちの一つを開いてあぐらを組み、橋倉は外を向いて竹刀を削っていた。

「いや、まだじゃ。それより削りすぎじゃろ、それは」

　言われて、改めて竹刀の物打ちを見る。確かに、抉えぐりすぎて全く使い物にならなくなっていた。まるで、人でも殺せそうなくらいに。橋倉は渋面を作り、焦げ茶の髪を搔かいた。

「……逆にささくれ立ってちゃ世話ねーな」

「ん？　昔に比べたら、アホみたいに丸うなったやろ。お前は」

「俺っちは丸くなってねえ！　竹刀の話だ！　……っとにこのハゲは。たまに訳分かんねえこと言いやがる」

　とぼけて腕を組んでいる瀧たき本もとを、橋倉は座ったままじろりと睨にらむ。

「なあ。本当に受けて良かったのかよ。……今日の、藤ふじの宮みやとの稽古はよ」

　こんな一日が、団体戦の前の時期に待っているとは思わなかった。

　二人して悪あつ鬼き羅ら刹せつの顧問から呼び出されたときのことを思い出す。

　本来ならはねのけるところだが、選べ、と奴やつは言った。佐々木との繫つながりか、それとも、稽古を申し出てきた江坂の名前に、今更何か思うところがあったのか。

　分からないがそれは、僥ぎよう倖こうではあった。

　細めた目を戻すと、瀧たき本もとの背後の道場壁に、試合の時に応援席から吊つるす高校の段幕が見えた。黒地に白を抜いた筆の書体で、そこにはただ一言、『常勝』とある。

「おめーは、断れって言うと思ってたぞ。……キャプテン」

　思えば、この男との付き合いも長い。

　言い出しそうなことくらい、口にしなくても分かっているつもりだった。

　──断れ。どんな相手にも油断するな。手を晒さらすな。格下に、万が一でも勝機を与えるな。

　瀧たき本もとがそう言うのなら、黙って従うつもりだった。それが武士の情けだと思った。

「……せやの。理屈で考えたらな」

　けれども瀧たき本もとは、自分よりも早く、臆面もなくあの顧問に頭を下げた。

　お願いします、と。部員たちからどんな誹そしりも受けていい。だから、頼むと。

「どうしても鬼にはなりきれんかった。……俺は、弱いわ」

　その言葉で、ようやく思い出した。この男も主将である前に、ひとりの人間だった。

　どうしても捨てきれないものが、やはりあったのだろう。

「今更何分かりきったこと言ってんだよ、クソザコメンタル。おめー、昔だって一週間くらい稽古から逃げたことあったろ」

「……相変わらずねちっこいのう、お前は。昔のことをいつまでもいつまでも」

「これはもう治んねーよ。諦めな。おめーの分も、諦めてやるからよ」

　小さく笑って立ち上がる。時計を見ると、予定開始時刻までもう少しだった。その割には、道場に人が少ない。橋倉は首を傾かしげた。

「快晴、いなくねーか？　あいついつも一番に来て大木刀振ってんだろ」

「もう着替えて門の前じゃ。御剣を待っとる」

「……敵の、しかも野郎相手に犬かよあいつ。気持ちわりーな」

「はっは、まあそう言うなや。ずっと曇ってた頃のあいつより全然ええじゃろ」

　答えず、使えなくなった竹刀を持って靴を履き、ひとりで離れの用具庫に向かう。

　たとえ死んだって、奴やつらを迎えに行ってなどやらない。暗い用具庫で電気も点つけず、自分の竹刀袋を探り当てた。布の紐ひもを解き、そこから一本、買ったばかりの竹刀を抜く。

　真新しい刀は、輝くように美しい。殺気に濁った己の瞳が映るような気がする。この刀ならば、綺き麗れいさっぱり断てるだろうか。

　悠はるか頂きへの、この未練を。

「……へ。本当に、ねちっこい奴やつだ。いい加減死ねよ」

　暗くじめじめとしたほこり臭い部屋に、自嘲が響く。

　きっと御剣悠とは、もう試合では戦えない。分かりきっている話だった。

　奴やつは大将だろう。うちと三回戦で当たることを考えて、江坂率いる藤宮は絶対に奴やつを快晴と戦える場所に据えてくるはずだ。

　一番強い奴やつを斬れるその場所に、奴やつを置かない論理はないからだ。

「負けちまったんだ。文句は、ねーけどな」

　何より、一度よそ見した。

　快晴のように、ひとつだけを追って待つことはしなかった。

　業ごう腹はらだが、純度が違った。神は二兎を追うことを許さなかった。そういうことだろう。

　だが、せめて。今日の地稽古ぐらいは。

「……綺き麗れいさっぱり死なせてくれよな、剣鬼」

　竹刀を持って、臭くて薄暗いその場所から出た。光が差す心地良い居場所を求めるように、橋倉は空を見上げる。

　今にも雨が降り出しそうなくらい、重く、鈍く、曇っていた。
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　藤宮高校の最寄り駅から電車一本で四十分。そして駅から坂道を上がって十数分の場所に、県下一のスポーツ名門校、秋水大学付属高校はある。

　悠は藤宮高校男子の先頭に立ち、レンガ造りの校門に向かって坂を上がる。その先に、胴着に胴垂れ姿の男たちが二人待ち受けていた。そのうちのひとりは、もはや言うまでもない。

　そこに向かって悠はひとり、駆けた。

「こんにちは、ようこそ秋水へ。……って悠に改まるのも、何だか変だね」

「いや、そこはちゃんとしよう。今日はよろしくな、快晴」

　その場に防具袋と竹刀袋を置いて礼をする。ふとそのとき、頭の辺りに舐なめるような視線を感じた。急いで頭を上げる。

　視線の元は、快晴の隣に立つ男から。レンズの下部がむき出しになった銀縁の眼鏡をかけて、糸目の男は清涼に笑んでいた。線が細く、身長は快晴ほどではないが悠よりは高い。

　腰に巻いた垂れのネームには、『紺こん野の』の名前が刻まれていた。

「へえ。制服だとなんだか雰囲気が違いますね、水上くん」

「うん、よく言われる。……紺野くんか。よろしく。何年生？」

「オレは乾いぬいと同級です。特待が二枠あるんですが、それで一緒に入りました」

　特待、の言葉が出てきた瞬間、悠の後ろから江坂が出てきた。ようやく他の藤宮男子たちも追いついてきたようだ。

「出迎えてくれてすまない、乾いぬい。藤宮主将の江坂だ。今日はよろしく頼む」

「はい、よろしくお願いします。……あの、すみません、江坂さん。本当は、瀧たき本もと先輩と橋倉先輩がここに来るべきなんですけど」

　快晴が、よく分からないという顔をして髪を搔かく。

「『知らない場所じゃないんだから自分で来い。お前のことなんか迎えてやるか』って」

「……くく、あいつらの言いそうなことだな。分かった。だがとりあえず、村むら瀬せ先生のところには案内してくれないか？」

「分かりました。佐々木先生もこちらへ。紺野、他の人をお願いしていい？」

「了解です。では皆さん、地獄はこちらになります」

　まあどんなに脅されたところで御剣の稽古に比べたら鼻で笑えるんだよなと思いつつ、悠は紺野に着いていく。ふと後ろを振り返ると、みんな嫌そうな顔をしていた。あの八や代しろでさえも。尖とがった髪が、まるでうなだれているようだ。

「どうした、やしろん先輩。もしかして出稽古嫌いか？」

「……むしろ、好きな奴やついんのかよ」

　出稽古は、基本的に辛つらい。

　練習試合だけならいいものの、それが稽古となると最悪だ。

　物理的に稽古がキツくなるという辛つらさもあるが、それ以上に精神的なものが大きい。知らない場所で知らない先生に指示され知らない相手と組むのはとにかく消耗する。そのうえ、それらを練習メニューの全容が見えないまま行わなければならない。

　終わりの見えないマラソンほど辛つらいものはない。けれど悠は、微笑ほほえんだ。

「俺も大っ嫌いだよ、出稽古。でも、今日はいつもより頑張らないとな」

「……あんた、どうした？　んなこと言ってんの気持ち悪ぃぞ」

「もう、なりふり構ってらんないんだよ。ふたつも約束しちゃったからな」

　纏まといの出した宿題の答えは、未いまだ分からないままだ。

　だが、これから自分がやるべきことだけは決して揺るがない。明瞭だ。

　勝つためには、何だってする。

「今日を大事にしろ。今のままじゃ、百万回やっても秋水には勝てないぞ」

　だからお前もついてこいと、八代に耳打ちした。

　目を丸くする八代を放って、悠は笑顔を作る。先頭を歩く紺野の肩を叩たたいた。

「なあなあ紺野くん、レギュラーなんだろ？」

「一応ね。練成会にもいましたよ。まあ君も乾いぬいみたいに、他人には興味ないようでしたが」

「……そんなことないよ。最近は頑張ってるんだ」

　興味は津しん々しんだ。噓うそじゃない。知りたくて知りたくてたまらない。

「君、ポジションどこだ？　先せん鋒ぽう？」

　三つは固定だから残り二つのどちらかのはずだ。その表情はどちらに揺らぐ？　僅かな綻びも決して見逃さないと、投げかけた石の波紋を問う。

「ええ。オレは大将ですよ。君もそうなんでしょう？」

　微み塵じんも揺らがず、紺野はクールに笑っていた。

　知性を感じさせる銀縁眼鏡をくいっと上げて。

「いや、実は次じ鋒ほうなんだ。錬成会の日に問題行動して、大将はクビになってさ」

「ああ、うちと同じ感じですね。乾いぬいもバカやったせいで今回は副将なんですよ」

　──駄目だな。こいつからは情報が出てこない。下手したら全部引き出される。

「悪い、靴くつ紐ひもほどけてきた。結ぶからみんなと先行っといてくれる？」

「であれば。……ああ、水上くん。そういえば」

　わざと踏んで解いた靴くつ紐ひもを結ぶためにかがむと、紺野も一瞬立ち止まる。

「オレは強すぎる君が怖いので。今日の地稽古は、受けませんからね」

　探らせない、と言い渡すような笑顔。ただ手て強ごわさを感じて嫌だった。

　靴くつ紐ひもを結び終わって、全員が通り過ぎていったあとに立ち上がる。目の前には大きな大きな剣道場が見えた。立派さで言えばどの六大道場にも劣っていない。

　きっと、さぞやお金がかかっているのだろう。

「……常勝、秋水大学付属高校、か」

　一時はただの記号だったその名前が、今はただこの身に重かった。
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　案内された更衣室ですぐに着替え、悠は藤宮男子一番乗りで秋水の道場に入る。杉の木の良い匂いがした。

　礼をした瞬間、ざわめくように視線が集まってきたのが分かる。それを無視して道場の隅に正座し、面と竹刀袋を置いた。

「懐なつかしいな。……この感じ」

　昔、色んな道場を巡ったときもこんな目で見られた。決して好きではないが、快晴との勝負の代価ならば仕方がない。袋から竹刀を抜き、鍔つばと鍔つば止どめを付けていく。

「あの、水上センパイ！　お久しぶりっす！」

「……誰だっけ？」

「はぐうっ!?」

　元気な少年という言葉が似合う童顔の子が、突如胴の上から心臓を押さえだした。垂れネームには『影かげ下した』とある。全く記憶になかった。ちょっと涙目になっている瞳は茶色くて、こんな表情豊かな子がクラスにいたらきっと人気なんだろうなと悠は思う。

「練成会の日に試合したじゃないっすか……。ちょっと話したし！　突き喰くらったときに『大丈夫か』って」

「わ、悪い。あの日は荒れて色々打ちまくってて、最後の快晴以外覚えてなくて」

　大体「大丈夫か」なんてみんなに言っている。昔試合で打った後、勝手にくたばってろと放置したら、その後祖父にかかり稽古を一時間付けられて生死の境をさまよったのだ。

「改めて覚えるな、影下くん。水上悠です、よろしく。……まあ、忘れてもいいけど」

「それは無理じゃないっすかね？」

　ぱあっと輝く純粋な笑顔が眩まぶしい。影下は竹刀を横にして腰に当て、頰を搔かいた。

「個人決勝、最高でした。恨んでます。当分剣道やめられないすよ」

「……ご愁傷様」

　嫌だなあ、と思う。敵がかわいい奴やつだと困ってしまう。

「影下くんはポジション、どこだ？」

　けれど今日は、非情になる。問いかけると影下は竹刀を握ったまま、手をバッテンにして顔を隠し、苦笑した。

「すんません。オレ、瀧たき本もとキャプテンだけには迷惑かけたくないんすよ」

「……分かったよ。じゃあ地稽古だけにしとくか。お前は楽には死ねないぞ」

「おお、是非！　楽しみっす！」

　影下としばし談笑しながら、きょろきょろと広い道場の様子を見回す。

　まず、主将の瀧たき本もとを見つけた。あの巨体と頭は、何人もの部員に囲まれていてもすぐ分かる。

　一方で副主将の橋倉は、部員たちから離れた場所で、引き戸にもたれてひとりで立っていた。絞られ無駄のない筋肉がついた白い腕は組まれていて、左手は強く竹刀を握りしめている。

　灰の目を閉じ、焦げ茶のたてがみを下ろしたその姿は、眠っている狼おおかみのようにも見えた。

「殺気立ってるでしょ。練習前は話しかけない方がいいですよ。蹴られちゃいますから」

　しばし見ていると、影下が橋倉のポーズを真似まねして右に傾きだした。

「橋倉センパイはいっつもあんな感じなんすよ。ほんっとに、誰とも話さないんです」

「……そう、なのか？　でも、快晴とは話してなかったっけ」

「乾いぬいセンパイは例外です。あと瀧たき本もとキャプテンもかな。……なんでなんすかねー。あの人はずっと、一いつ匹ぴき狼おおかみって感じなんすよ。俺っちの居場所はここじゃねー、みたいな」

　それだけ言って、人ひと懐なつっこそうな後輩はにこっと笑った。

「まあ、だからちょっかいかけたくなるんすけどね！　最近あんまキック痛くないんですよ！」

「……君みたいな良い子は、殺すには惜しい」

　彼の頭を左手で上から思い切り摑つかむ。痛い痛いとはしゃぐ姿を見ていると、空気が和らぐ。

　しかしそんな道場の空気に、いきなり鋭い刃筋が立った。

「こんにちはッ！」

　軍隊のように統率の取られた雄々しい叫びが、剣道場の入り口に向かって放たれる。悠が、正座のまま視線を向ける。禍まが々まがしい何かが入ってきた。

「……おう」

　殺し屋がいる、と思った。

　そこにいるだけで空気がひりつく。グレーの色眼鏡に真っ黒なジャージを纏まとったその姿に、なぜか死神を幻視するようだ。

　男はズボンのポケットに両手を突っ込み、ぎょろりと開いた目で悠を見つけると、肩を揺らして歩いてくる。悠も立ち上がり、礼をした。

「お前が、幽ゆう玄げんさんの孫だな？」

「はい」

「石いす動るぎ剣けん友ゆう会かいの村瀬だ。あの人には世話になった」

　色眼鏡を外して、村瀬は悠を凝視する。値踏みするような目だった。

「だが、お前に世話になった訳じゃねえ。今日は死んでいけ」

「……よろしくお願いします」

　無言で頷うなずき、色眼鏡をかけ直す。瀧たき本もと、と彼が呼ぶと、百九十を超える身長の彼が俊敏に走ってくる。それなのに「遅え」と舌打ちし、瀧たき本もとの胴を横にした拳で思い切り押し飛ばした。

「早く始めろ。てめえらゴミが無駄にしてる時間がどこにある」

「ッ、はい！」

「今日は素振りを倍にしろ。基本が終わったら呼びに来い」

　散れ、と右手を振って、彼は道場から姿を消す。

　秋水部員たちが準備体操に向けて、慌ただしく動き出した。

「整列！　体操ッ！」

「はいっ！」

　雄々しい返事で空気がひりつく。礼と自主性を重んじる佐々木の教えとは真逆のやり方だ。

　あまり好きなやり方ではないが──今日に限っては、心など不要であるから丁度いい。

　息を吐くと、髪の毛先まで気が充実していくのが分かった。

「……さて。始めるか」

　力強く左手の竹刀を握って、鋭く目を尖とがらせた。

　──逃がさない。全員見抜いて、試合で殺す。
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「休憩！　三十分から地稽古！」「はいッ！」

　座例をし、悠は深呼吸してから立ち上がる。これで基本稽古が終了だ。

「大体、分かった」

　偵察の成果は上々だ。次は、秋水部員たちと直接の手合わせをする地稽古が待っている。

　ここが、正念場になる。悠は手拭いで軽く汗を拭き、休憩中だけ道場隅に置かれる大きな扇風機の前で佇ちよ立りつした。火ほ照てった身体からだに、風力最大の風が気持ちいい。

「あああ」と声を出して涼んでいると、後ろからぬっと大きな影が這はい出て来て振り返る。

　その巨体を、なぜだか一瞬、江坂と勘違いした。

「余裕じゃのう、御剣。可愛かわいいないわ。他の奴やつらはみんな死んどるのに」

「みんな、って訳じゃないでしょ。部長はこれくらいじゃ……あれ？　どこだ？」

「冷水じゃろ。まあ教えんでも分かるわな」

　悠から見上げるその強面こわもてが、少し緩む。江坂とはまた違う顔つきなのに、やはりどこか似て見えてしまうのが不思議だった。

　瀧たき本もとは腕を組み、こちらを見ないまま言葉を続ける。

「さっきから何やら、コソコソ嗅ぎ回っとるようじゃのう」

「……何がですか？　稽古についてくのに必死で、そんなこと」

「……くく。お前、剣道以外はほんま拙つたないのう。今、目ぇ逃がしたやろ」

　稽古で貰もらったどの突き技よりも深く、その言葉は悠に突き刺さる。

　ぶすっと拗すねて、首振り設定の扇風機を自分の前で固定にした。瀧たき本もとに風を渡さない。

「子どもか」

「うるさいです。人が気にしてること言ったら駄目なんですよ」

「弱点を攻めることの何が悪いんじゃ？　お前が今日を使って、やろうとしとることや」

　本当に、嫌になるほどよく見ている。片目を瞑つぶって、瀧たき本もとの肩書きを思い出した。

「やっぱりキャプテンの位置からは、色々見えちゃうもんなんですかね」

　剣道の練習は基本的に一セットが終わると、反時計回りにぐるぐる相手を交代していくが、主将だけは道場上手の最さい奥おうで固定になる。そこから号令を出し、練習の指揮を執とるからだ。

　その位置に立ったことは、悠はない。

「目は口ほどにと言うからのう。殺気立っとるよ。面と猫は同時に被かぶれんか？」

「……どうにも、そういうの下手なんですよね。部長譲りで」

「……のう、御剣。俺にもちょっと聞かせろや」

　瀧たき本もとが、こちらを向く。声こわ音ねにどこか険が取れたような、不可思議な優しさがあった。

「お前から見て、江坂はどんな奴やつじゃ？」

「不器用な人」

　即答する。それ以外に評しようがなく、笑みがこぼれた。きっと瀧たき本もとみたいに目線の機微が分かる日なんて、地球の自転が止まるまで待っても来ないだろう。

「だから、俺みたいなのがなんとかしないといけないんです」

「……そうか。お前は、怖い奴やつじゃな。戦ってくれるのが橋倉で助かったわ」

　息が止まる。一体、どこから漏れた──。

　そう睨にらんだ時点で、駄目だった。

「なるほどな。お前は副将か」

「……きたねえ！」

「アホ、お前が弱いんが悪いんじゃ。……くく、先生呼んでくるわ」

　瀧たき本もとはからからと笑い、足早に道場を去って行く。

　完全に相手が一枚上手だった。悠は唇を嚙かみ締しめて、一度強く床を踏む。あっけなく隙を晒さらした自分がただ憎かった。その情報だけは、渡してはいけなかったのに。

「……目は、口ほどにか」

　身に沁しみて分かっていることだった。稽古が始まってからずっと、この身は針のように鋭い一つの視線に刺され続けている。悠は扇風機を止め、その眼めを尖とがらせ睨にらみ返した。

　逆立った髪を揺らすのは、残った風だけだとは思えない。

「……恨むなら、恨めばいいさ」

　灰の眼めをした孤独な狼おおかみのような男との間に、静かな火花が弾はじけた。
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　ああ、やっぱりすげえなと影下彰あきらは竹刀を納めて深く礼をする。

　地稽古で入り乱れる部員の間をぬって、上かみ手てで頭を下げた悠のもとへ全力で駆ける。掛け声と竹刀の音にかき消されないように、大きく元気に叫んで頭を下げた。

「あの、ありがとうございました！　どうでしたか!?」

「うん、最高だ。直すところないよ。じゃあ、これからも頑張って」

　意味が分からなさすぎて、思わず竹刀の柄つかで悠の面めん金がねをこつんと叩たたいてしまった。怒られるかと思ったが、苦笑しているだけなので言ってしまう。

「なーんでそんな噓うそつくんですか？　こんだけ遊んどいて」

　練成会で戦ったときのように、ぼこぼこにするという感じじゃない。完全に遊ばれているだけだった。煙けむに巻まいて綺き麗れいに勝って、あの凶暴な本性を隠し通すような。それでも圧倒的に強くて為なす術すべがなかったのだが、少し寂しい。

　しかし悠の表情は、それ以上に寂しそうだった。

「今は、お前を強くしたくないんだ。分かってくれ」

「……水上センパイ、が？」

　首を傾かしげると、肩との間で面垂れが曲がった。どうしてこんなに強い人が、自分なんかを恐れるのかが分からない。真まっ直すぐ問いかけるように見つめると、悠の腕がこちらに伸びてきて、右腰をぐいっと押される。

　抗あらがえず一緒に立ち位置がズレると、「おらァッ！」隣で引き技を相手に打った八代が、風のようにその場所を通り過ぎていった。悠はもう、こちらを見ずに八代の残心を見届けている。

「悪いな。……俺たちは、負けたくないんだ」

　面の中で、精一杯作ったことが分かる下手くそな彼の笑顔に、ようやく得とく心しんする。

　この人はもう、変わったのだ。憎むようにこちらだけを見ていたあの頃から。

「水上センパイは、乾いぬいセンパイとは全然違うんですね」

「……っ。ああ」

　ひとつだけを追っているあの人と違う。この人はもう、自分の強さだけを見ていない。

　これだけ強くて勝ててなお、更に難しい勝ちを追い始めたのだろう。

「分かりました。ありがとうございました」

　深く頭を下げて、次の相手を探して道場を駆ける。誰に頭を下げるかはもう決まっていた。

「乾いぬいセンパイ。よろしくお願いします」

「……僕？　どうして？　せっかく出稽古に来てくれてるんだから、藤宮の人とやれば？」

「へへ。別にそんなの関係なくないっすか？」

　そもそも何のために秋水に来たのか、改めて思い出した。

「だってつまんねえんすもん。やっぱ強い人と遊ばなきゃ」

　あんなに強い人が頑張っているのだ。ここで弱い自分が頑張らないのは、噓うそだと思った。

「……うーん。あんなつまようじで打つみたいな打突しといて、それを言われても……」

　そして噓うそでもいいから、ちょっとは後輩に優しくしてほしいと思った。

「つっ、つまようじって！　そこまで言わなくてもいいじゃないですかっ！」

「だって事実だし……鍔迫りもねえ……。僕多分、影下なら寝てても引き技入れられるよ？」

　最近こんな風に笑うようになったが、性格のほうは相変わらず容赦がない。

　悪意は一切ないが、弱いということをとことん許さない人なのだ。

「まあいいや。上かみ手てに行きなよ。……言っておくけど、僕は悠ほど優しくないからね？」

「……いひひ。団体まであと一週間、みっちりお願いします！」

　だから、信頼できる。

　ぺこりと頭を下げて、影下はふたりを追いかけるため、楽しく剣を抜き始めた。
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　ありがとうございました、と橋倉は深く頭を下げる。

　いつもは軽く済ませてしまう儀礼だが、今回だけは深く心から下げていたように思う。橋倉が数秒下げたのち頭を上げると、相手も深くそうしていたようだ。

　江坂の巨体が真まっ直すぐに伸び、上かみ手てのこちらに歩み寄ろうとしてくる。それを伸ばした右手で差し止め、手の甲で払った。

　鋭く睨にらみ付つけると、奴やつもそうしてくれる。互いに無言で頷うなずき合って、そのまま別れた。

　強かった。後は試合で戦えたら良い。悠でなくともせめて、最後がこの男なら満足だ。

　橋倉は竹刀を携え、次の相手を探すために道場下しも手てへと下りながら、辺りを見回した。

「おらッたァ────────────やァッ！」「っ！」

　八代という男が、綺き麗れいに抜き胴をさらって抜けていく。上手うまい。秋水でレギュラーを張っていても、何も違和感がないレベルの男だ。実力的に影下と同等、あるいは力と速さでは既に凌りよう駕がしているか。なぜ藤宮を選んだのかは分からないが、好ましい奴やつだとは思う。

「……他は、やっぱそんなもんだよな」

　足を止め、下手の方で紺野のなすがままにやられている城きの崎さきという男を見て、少し呆あきれる。

「くっ……」「らぁ─────しゃあッ！」

　また出小手を取られている。素養は悪くないが、あまりにも脳がない。連続で打つときにパターンがある。本人は無自覚なのだろうが、藤宮の部員は誰も気付かないのか。

「……ありがとうございました」「おう。ありがとう」

　そしてその隣で、瀧たき本もととの稽古を終えた黒瀬という男は全くその逆だ。頭に身体からだがついていってないのだろう。瞬発力がない。連打に落とし込んでしまえば、後は簡単に殺せる。

　敏びん捷しように乏しい瀧たき本もとではあるが、それは秋水基準での話。黒瀬と比すれば問題にもならない。

　加えて、この男は線が細いのも致命的だ。強敵に引かない気迫があるだけ良いのだろうが。

　結論付けると、悪くはないが、ふたりとも公立校に毛が生えた程度のレベルに過ぎない。

　果たして藤宮が、三回戦まで上がって来れるのかどうか。

「……へ。関係ねーか、もう」

　橋倉が鼻を鳴らす。もう、公式戦の場に自分が求めるものはないのだ。

　だからこそ今日、この場にそれを求めようと歩き出そうとしたときだった。

　二つの巨体が、その道を塞いで会話している。

「やろうや、江坂」

「……ああ。そのために、ここへ来た」

「橋倉とは？」

「もう、済んだ」

「そうか。ならもう、ええわな」

　死合おう、と簡素な言葉を残して、二人は別れて剣を抜く。

　しばし、全てを忘れてその戦いに見み惚とれた。そうしなければ一生後悔すると身体からだが言っていた。高く吠ほえ、剛力で刀を撓たわませ嚙かみ合あう二頭の獣が命を散らす。互いに一進一退、一本も許さぬその姿に、不思議と心は打たれて肌は粟あわ立だった。

「ぬうッ！」

　上段構えに虚の突きを幾度もちらつかせ、ついに鋭く左小手へと跳んだ瀧たき本もとの一刀を江坂は叩たたき落おとす。そのまま諸もろ手て面──「オぉッらああア！」鈍く大気を震わす一振りを、首を捻ひねって瀧たき本もとは前へと回避。二対の巨大な剛力が、轟ごう音おんと共に鍔つば迫ぜり合あいの場で激突する。

「雄ォおおおおおお──────────らアッ！」

「破ァあああああっしゃ─────いやあアあッ！」

　歪ゆがむ空間の波動がびりびり床を奔はしる。純然たる力と力のぶつかり合いが、果たして、揺らいで。体軸をズラしたのは江坂。ひらりと右へと逃がして、打ち下ろす！

「メェんしゃあああ────ッ！」

　激烈な引き面。しかし瀧たき本もとは不安定な体勢をその膂りよ力りよくで堪こらえ、諸もろ手てで持った竹刀でかろうじて打突を受け止める。足を整え、構えて振り向く先に残心を取った江坂の上段構え。

　二人の間合いが、両端を離したゴムのように瞬時に収束して──。

「突ッきィヤゃしゃあああ────たアッ！」

　勝敗は、そこで決した。

「めェええ────イやああああああぁぁァ、だアアゃあアッ！」

　突きを右拳で叩き落としての江坂の左片手面が、流星の如ごとく強く決まった。

　文句がない。蹲そん踞きよを行い、刀を納める二人に無音の拍手が降り注ぐようだった。

　──あんなに弱かった男が、

　藤宮なんかで、たった二年で、よくここまで。

　橋倉は目を閉じ、その火の位に捧ささげられた意志の強さと、鍛錬の歳月を想おもう。

　あの上段から打ち下ろす片手面の速さと破壊力は、この場にいる誰ものそれを超えている。その特化した一点においては、あの天才たちにさえ。

　郷愁にも似たよく分からない感情を覚えて、橋倉は口だけで笑う。

　そして頷うなずき、歩き出した。息を吸う。黒い気勢を身体からだに纏まとい、その背に手を伸ばした。

「待てよ、御剣」

「……橋倉、先輩」

「は。今更下んねー呼び方はやめな。敵だろうが」

　快晴のもとへ向かうつもりだったのだろう。全身全霊を賭けて戦うために。

　きっと奴やつは一旦抜くと、時間を忘れ、他のものが見えなくなるだろう。

　だからまだ、こいつが刀を抜いていない、今のうちに。

「お願いします」

　深々と、頭を下げる。

　恥も外聞もなく全てを捨て、たったひとつのものを願った。

　──死に場所をくれ、剣鬼。

　ただひとりの弱い人間として希こいねがい、目を閉じて情けを待つ。




「……ごめん。俺は、橋倉の頼みは受けない」




　しかし奴やつは、鬼は、そんな情などくだらないと、またしても願いをはねのけた。

「はぁ？　……おめー、逃げんのか？」

　怒りと屈辱で、持ち上げた身体からだが震える。石を投げつけるように罵声を浴びせた。

「また逃げんのか、って聞いてんだッ！」

　涙さえ滲にじみそうになる目を血走らせ、面めん金がねの中の顔を睨にらむ。

　奴やつは目と唇を強く、強く結んだ後、ゆっくりと開いて確かに言った。

「ああ。俺は、逃げる」

　殴ることも蹴ることも、剣を振ることも。そして泣いて罵ることもできなかった。

「そんなに、快晴にしか興味がねーか？　……二番以下の俺っちは、どうでもいいってか？」

　ただ、渇いた笑いしか出てこない。蹴られた犬のように、情けない声が出た。

「おめーには情けとかそういうの、ねーのかよ。……それでも、人間か？」

　縋すがるように奴やつを見ていると、ふと、そのとき気付いた。

　奴やつの唇から、血が流れていることに。

「好きに呼べよ。俺は、鬼でもなんでもいい。……あんたにだけは、絶対に油断しない。快晴と延長まで戦えるような奴やつに、手を晒さらせるわけがない。団体戦には引き分けだってあるんだ」

　良く、分からないことを奴やつは言う。そんな警戒は論理が通らない。

「待てよ。……何言ってやがる。おめーは、俺っちと試合なんか──」

「俺は副将だ。あんたと殺し合うところにいるよ」

　もう隠せなくなった、と奴やつは自分を嘲あざ笑わらう。だがそんなことはどうでも良かった。

　鼓動が、黒く高鳴る。髪が逆立つようにざわめいた。

「四年ぶりだな、橋倉。……思い出させてやる。あんたが、誰に負けたのか」

「……そうか。おめーだったな」

　剝むいた牙から、垂涎が漏れる。己の灰の瞳が爛らん々らんと輝いていくのが分かった。

「俺っちの相手はおめーだったなァ、御剣ィッ！」

　奴やつは言葉を返さず嗤わらい、背を向けて快晴のところに歩いて行く。今まさに江坂と戦おうとしているなんて事情に構うことなく、奴やつは獲物に食らいついた。

「快晴。やろうぜ」

「あ、悠。……ごめん、後でいい？　僕は先に、江坂さんと」

「逃げんのか？　一位」

　どの口が言うと聞いているこちらは思ったが、地上最強の後輩にはそうではなかった。

「……逃げないよ、二位」

　待っていたぞと化物のように嗤わらい、江坂を放置して上かみ手てへと登っていく。残された江坂に、悠が何かを囁ささやいていた。謝罪か。それとも他の何かか。分からないが、どうでもいい。

　──晒さらしやがれ。この場で、全部。

　血走った灰の瞳が、今ひとたび、ひとつに定まった獲物を追いかけ始めた。
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「お願いします」「お願いします」

　二つの躍る声が、道場の中心で交差する。一歩、二歩、三歩──剣を抜き合い触れ合わせ、蛇だ蝎かつ磨ま羯かつの笑みは鏡のように立ち上がる。

「我ァ──────────アアアッしャらァァやあああああッ！」

「殺ャ──────────あああっオらぁぁアアアアアアアっ！」

　一つの瞬き、四方向に視線の牽けん制せい。空気が弾はじけそれらは相そう殺さい。その後、快晴は間合いを切ることを選んだ。悠は追わない。返し胴を張られている。息を止め、声の残響が消えた瞬間を狙って地を二つ鳴らす。空撃。隙は──生まれないかやはり！

　舌を打つ悠の構えの向こう、揺らがぬ氷の眼めが光り出す。下らないな悠──君にしては！

　砕くように進む快晴の足が悠の間合いを侵す。風を伴った圧力が首を刺す。力強い直線軌道がその刹那、小さく左に落ちる曲線を描いて籠手へ──

「おぉッ、しゃ───────やあッ！」

　落ちない。手首を暴力的に止めて、裏拳のように快晴は斜め上から変則軌道の面を叩たたき込こむ。

　かっ、と音がする。竹刀の音が。悠が歯を食いしばる。張っていたのはこちらも同じだ！

「ッ……たああ──────────らああッ！」

　右胴へと吸い込まれていく悠の竹刀。しかし快晴は、それを受けずに跳び続けた。

　──打たせるんだ。一本じゃない！

　ずがん、と振動が走る。揺れが鈍い。元打ちだ。快晴の速さに悠の竹刀は間に合わない。

「ッ──」

　悠の脚が風になる。左手を抜いて右片手一本で竹刀を前に、快晴の隣を抜き去り逃げる。

　背中を晒さらして片手一本、返し胴と抜き胴は外せば即死級の隙になる。しかし悠の鍛えた摺り足が、常人に追いすがることを許さない。

　悠が右手一本で竹刀を斜めに、籠手を隠しながら面を防御。左周りに独楽こまのように回転した。

　焦げ付く床の摩擦音が、二つ。快晴は既に必殺の間合いに悠を捉えてそこにいた。

　そこを守ると思ったんだ──くたばれ！

「ッきぃぃ─────やああッ！」

　右片手一本の残心防御を読み切って、無防備のはずの首を諸もろ手てで今だと刺しに行く。その竹刀が、がくんと落ちた。世界が遅くなる。現れる悠の半身。面金の中で鬼が嗤わらった。

　振り向きざま、相手を見もせず間かん隙げき無く、右片手一本の悠の打突が突きをはたき落とした。

　そこを攻めると思ったんだ──死ね！

「めェ───────んしゃあああアアアッ！」

　完全に裏をかききって、戻した左手と共に乾けん坤こん一いつ擲てきの飛び込み面。

　ひらりと、当然のように見切って快晴は首を捻ひねり回避する。




　──どうして今のを避けるんだ、この変態が！

　──どうして今のが分かるんだ、この天才め！




　剣の磁力が、今、嗤わらう二人を強く鍔つば迫ぜり合あいへと誘った。

　密着距離。そこは快晴がいかなる相手でも、絶対的に支配するはずの間合い。

「っ……」「はァァ────しゃあッ！」

　その支配が、悠には全く効をなさない。彼の天才的な足捌さばきが視線を誤らせ、盲点に滑り込み、そしてこちらの呼吸に応じて力を散らす。まるで、残像が踊っているようだ。

　快晴はたまらず小さく頷うなずき、急いで鍔つば迫ぜり合あいから間合いを切った。

　──眼めがおかしくなる。一体、あの動きはどうなっているんだ。

　歯をぎりっと嚙かみ締しめ、脳は自動的に対策を構じ出す。その僅かな隙を、悠は見逃さない。

　一番の切り札を今だと叩たたき付つける。触れ合う竹刀は命の竜巻、絡からめ取るように生み出して。

　──そう何度も、巻かれてたまるか！

　腕の支配を無理矢理奪うその技に、快晴はあえて抗あらがわない。ぐん、と竹刀が吸い込まれていくその一瞬、右片手を僅かに離した。左手から魂がもぎ取られる。彼方かなたへと刀が吹き飛ばされていくその一瞬──快晴は離した右手で、強く竹刀を握り直す！

　──破った！

　片手一本で魂を摑つかみきったその瞬間、それがまるで消えていくように、背筋が凍った。

　彼の最凶の軌道は既に、頂点を通過して弧を描いている。切り札は、もう一枚の──！

「どォォ────────ヤぁぁぁあアアっ、っしゃぁぁアアアぁ──ッ！」

　悠が、全てを賭けて叫ぶ。軌道、タイミング、手首の返し──文句なし最高の一本。

　がつん。

　真剣なら間違いなく刀ごと身体からだを断ったであろうその一刀がしかし、何かに当たる。

　骨ごと断ち切る引きの残心を取らず、悠は鍔つば迫ぜり合あいに逃げ込んだ。背筋が総毛立つ。

　──信じらんねえ。こいつ、ほんとに人間か？

　悠が瞠どう目もくする。刀身での受けも避けも間に合わないと見切った刹那、快晴が取った行動。

　竹刀の柄で腰を隠し、逆胴を受けきった。右片手持ちだからこそ、空いた空間を利用して。

　そして快晴は、肝を冷やしながら左手を戻す。二度同じことをやれと言われても絶対にできない。できるはずがない。ただのまぐれだ。だが、動揺したな狩り時だ──！

「たアァっしゃ───────ヤあッ！」

　得意の引き面を惜しげも無く繰り出す。しかし同時に悠も引き面を選ぶ。力では勝てたが軌道がずらされる。重なる二つの打突音は鈍く非対称、しかし下がりの残心は共に対称、雌雄を決するため、二人は再び収束し剣の嵐となる。

「我ァ──────────アアアッしャらァァやあああああッ！」

「殺ャ──────────あああっオらぁぁアアアアアアアっ！」

　五秒が弾はじける。鏡映しに。面、引き胴小手面引き面、一つ踏んで悠は片手突き、払って快晴が面を返すと首を捻ひねって悠は潜り込む。手を戻す。最後に互い違いの引き胴、間合いは二足一刀。二人の構えが今、元の中段に戻っていく、その瞬間。

　──ここだ！

　悠の眼めが鋭くつり上がる。火を点つけるように擦って左足を前に。右みぎ踵かかとをぐっと上げる。

　力強く掲げた火の位が今、天を衝つく！

　──上段!?　なぜ!?

　間合いを詰める快晴の足が驚きよう愕がくで止まる。瞠どう目もくしている間もなく、悠の力強い構えが完成。

　篝かがり火びが今、ゆらりと二度揺らぎ──。

「小ッ手ぇえええ───────────ッしャぁぁあああッ！」

　斜め上からのその一刀が、本来の悠の間合いを無視して凶悪に伸びて落ちてくる。右足で跳び、左手を振り下ろすからこその距離の延長。快晴は悟る。駄目だ、届く──！

「ぐっ………………こっ、のォ──────！」

　固まる神経を引き剝がすように無理矢理動かし、快晴はその小手を擦すり上げた。

「しゃあああっ、めェェエ─────えええんやああぁぁああああァッ！」

　終止符が今、轟ごう音おんと共に悠の面に落ちる。快晴は力強くその傍そばを通り抜け、残心を取った。

　悠は、追ってこない。天を仰ぐこともなく、その場に立ち尽くし。

　にやり、と笑っていた。竹刀を下げたまま、言葉を紡つむぐ。

「今の一本は貸しといてやる。最後に、勝てばいいからな」

「あっ、二位がなんか言ってる。それがどうしたの？」

「……暫定一位。剣道のルール教えてやろうか？　時間切れまでに二本取ればいいんだ」

「うん。だから今から僕がもう一本取って終わりだよ？」

　にっこり、と笑顔が二つ向かい合う。そのまま仲良く一足一刀に構えた。

「死ねこらァあああああ──────────ッ！」

「くたばれぇエエエエエ──────────っ！」

　その後二人は地稽古の終わり時間まで不毛な戦いを演じ、両先生に引き剝がされるまでそれは続いた。しっかりと約束されたしごきも受けて。

　主将である江坂と瀧たき本もとが最後にボロ雑巾のようになった死体を引き取り、出稽古は終わった。
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　江坂はひとり、誰も居なくなった秋水の剣道場に佇たたずむ。

　六月上旬で日が長くなったとはいえ、十九時半を回れば道場の窓から見える空は真っ黒だ。蛍光灯の光が強く際きわ立だち、覗のぞき込こむ窓ガラスに自分の顔が映し出される。

　三年前とは、随分変わった。顔には人生が出るというが、果たしてどうか。考えていると二つ足音が聞こえたので振り返る。瀧本と橋倉も、やはり昔とは顔つきが変わったように思う。

「世話になったな、今日は」

「ああ、ええよ。……最後やしの。俺も、我わが儘ままを言わせてもろうた」

　部活に入って三年間、いつも遠目に見てきた憎き敵国の主将、瀧たき本もとの岩のような顔が緩む。そこには少し、昔の面影を感じて可笑おかしい。つい、こちらも表情が緩んだ。

　中堅に居座るこの男とは、もう試合で剣を合わせることはない。

　だからどうしても、最後に剣を合わせる場を持ちたかった。今日の我儘は全てそのため。

　さんざ憎んだ敵方にこんな感情を抱く日がくるとは、人生とは分からないものだと思う。

　感傷に浸っていると、橋倉が辺りを見回し口を開いた。

「おい江坂、御剣とか他の奴やつはどこ行ったよ？」

「着替えて外で待っている。……まあ、水上はまだ更衣室で死んでいるだろうが」

「はー？　この程度でか？　あいつ、やっぱ体力ねーんだよな。だから快晴に負けんだろ」

　上機嫌に憎まれ口を叩たたいて、橋倉は靴下のまま竹刀入れの方に歩いて行く。

　自分の竹刀を取って、すぐさま打ち込み人形に綺き麗れいな打突を入れ込んでいった。

　口笛を吹きながら、心底愉しそうに。奴の前髪の紅いメッシュが、竹刀と共に揺れている。

「元気だな、あいつは。……水上も馬鹿をやったとはいえ、いつもは元気なはずなんだが」

「アホ、どっちも今日が特別なんじゃ。お前はやっぱり、鈍いのう」

　くつくつと喉を鳴らして、敵将は笑う。

　けれどその声音に、咎とがめるような響きはなかった。

「御剣は今日、ずっと目ぇ光らせとったぞ。お前ら全員見抜いて殺したるいうように。あんだけ張り詰めたあと乾いぬいと先生とやったら、そりゃくたばるやろ」

「……あいつが、か？」

「全部、来週のためやろ。……あいつは、怖いのう。乾いぬいの数倍、恐ろしい奴やつじゃ」

　言葉がない。そんなことを。いつも稽古のときは、目の前のことに夢中なのだ。ただ目を丸くしていると、瀧たき本もとは右手で軽く拳を作った。

「けどのう。そんな奴やつが、お前の名前が出てきた瞬間、アホみたいに緩みよったぞ」

　どん、と胸を押される。

　力が籠もっていないのに、どこか重みがあった。

「しっかりせえ。お前、キャプテンやろ。自分より先に、見るもん見たれや」

「……ああ。そうだな」

「おう。もう、ここには来んな」

　こくりと頷うなずくと、道場の入り口辺りで音がする。

「……ぶ、部長～。帰りましょう。もう、歩けます……」

　防具袋をかつぎ、よろよろと入ってくる悠だった。自力では立てないようで、竹刀袋を杖つえ代わりにしている。

　それを見つけるなり橋倉は、遠くから竹刀を片手で向けて吠ほえた。

「おい御剣、竹刀で床突いてんじゃねーよ。行儀わりーだろ！　殺すぞ！」

「……その言葉遣いは行儀悪くないの？」

「あぁ？　おめーも大概口わりーだろ。さっき俺っちに何言ったのか忘れたのか？」

「……何言ったっけ。今日のことは全部忘れたよ」

　絶対噓うそだという分かりやすい顔をして、悠はそっぽを向いている。

　全くどうしてか顔だけは上手うまくない。その不器用さに親近感が湧いたのは自分だけではなく、橋倉もだったのか。

　奴やつは竹刀を肩に当てたままこちらに歩いてきて、挑戦的に笑った。

「忘れてたり覚えてたり、都合のいい頭しやがってよ。……おい」

「なんだよ」

「登ってこいよ。うちに当たる前に消えちまうクッソ下らねえオチはなしにしろ」

　数えるほどしか話さなかった橋倉だが、こんなに楽しそうな表情は初めて見る。それから、面を外しているのにここまで不機嫌な悠も。

「言われるまでもないよ。うるさいな。……部長、帰りましょう。あ、それと橋倉」

「あん？」

「くたばれ。俺はもうあんたのことなんてどうでもいいんだ！」

　べっと舌を出して悠が中指を立てる。橋倉も舌を打ち竹刀で床を叩たたいた。

　馬鹿が揃そろって青筋立てて、柄が悪すぎる。瀧本と冷めた目線を浴びせたが効かないようだ。

「おめー練成会のときに言ったことまだ根に持ってやがったのか！　しつけーな！」

「あんたに言われたくないんだよこの快晴以下が！」

「おめーだって負けただろうが！　やんのか！」

「おい瀧たき本もと、そっちの馬鹿を頼む」

「おう、そっちのアホは持って帰れや」

　江坂は悠をずるずる引きずって秋水の道場の扉から出る。腕の中で悠はじたばたもがいていたが全く力がなく、今日の稽古で全てを出し切ったのだろうと静かに笑う。

「はな、離してくださいよ！　く、くそっ、力が出ない……」

「水上」

「何ですかっ！　言っときますけど、いつもの俺ならあいつなんか二秒で──」

「世話をかけていたようだな、今日は。……済まない」

　外に出て手を離し、振り返り頭を下げる。

　すると悠は、目を丸くしてから唇を尖とがらせた。

「部長に気付かれるなんて、俺も落ちたな。引退だ引退」

「はは、一年早いわ。……カンニングをさせてもらったんだ。落第は見るに堪えんらしい」

　頭を搔かいていると、悠は微笑ほほえんでから後ろを向く。靴を履いて竹刀袋を肩にかけて、全く晴れそうにもない曇天を見上げていた。

「そんなことだろうと思った。……まあ、いいですよ。お父さんとお母さんのためですからね」

　なぜここで両親の単語が出てくるのかは分からないが、振り返ってきた悠は、片目を瞑つぶってしょうがないなというように笑っていた。

「ちゃんと見ましたね？　俺が快晴に、何をやったか」

「ああ。しっかりと」

「よろしい。全く、馬鹿なんですから。今から部長が快晴に手ぇ晒さらして勝てるわけないでしょ。ほんっとナイスセーブだったわ。焼き肉奢おごってくれたっていいんですよ？」

　思わぬ提案に、おっと反応する。きっと冗談で言ったのだろうが、名案だと思った。

　思えば今日は、金曜日。団体戦まであと大体一週間。

　今日一日の部員へのねぎらいと、決起集会を兼ねて。

「よし、いいだろう。……全員集めるか。肉を食いに行くぞ」

[image: ]







[image: 三合目：雨夜の品定め]




「乾杯！」

　五つの声と同時に、香ばしい煙がくゆる鉄網の上でグラスがごぎんと重なった。

　黒くろ瀬せ誠まことは、キンキンに冷えたレモンソーダをごくごくと一気に飲み干す。

　温度差で一気に眼鏡が曇るも、気にせずそのままいった。

「うめぇ……。これなんだよなぁ……」

　地獄の練習が終わってから何も口にしていなかったため、炭酸が五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染しみ渡わたる。

　震えていると、通路側に背を向けた城きの崎さき黒瀬八や代しろ席の端っこで、城きの崎さきが笑った。

「リーマンのおっさんかよー。メシ食うときと家帰るときだけ嬉うれしそうだよな、クロは」

「寿す司しと焼き肉と寝る以外は人生に必要ねぇんだよなぁ。あとはゲームか」

「おい先輩方、喋しやべってないでそっちも焼いてくださいよ！　部長が働いてんだろ！」

「ああ、いい八代。今日は俺がやる。お前らは好きなだけ食え」

　日曜日の父親みたいな穏やかな顔をして、壁側最さい奥おうの城崎の正面席で江え坂さかは肉を炎にくべていく。薄ピンクの豚トロが網に接し、じゅうと悪魔的な音を立てる。

　理性が溶けていくのが分かった。

「はぁぁ───！　コーラうめぇー！　もう飲まなきゃやってらんねえ！　何が剣道だよ馬鹿じゃねえの？　やっぱ人生は酒と女とギャンブルだよなぁ！　やしろん！」

　しかしいくらなんでも、悠ゆうは溶けすぎ。江坂の隣、八代の正面に座る奴は、完全に目がイッていた。

「おい水みな上かみ先輩それ俺が育てた肉ッ！」

「所詮この世は焼肉定食……弱ければ食われ……強ければ食う……」

「意味分かんねえよ!?　おい、だから盗とるんじゃねぇ！」

　完全にトチ狂った悠を見て、江坂も珍しくげらげら笑っている。元を取るためにとりあえず肉を口に運びながら、隣の城きの崎さきに耳打ちした。

「あいつ、何で酔ってんだ？　つーか炭酸大嫌いじゃなかったか」

「んー、疲れてたから回ったんじゃね？　とりあえずおもしれーからヨシ！」

「……だな。じゃ、今後いじるために動画撮っとくか」

　鬼畜かよの言葉は聞こえない。ネット現代では隙を晒さらすほうが悪いのだ。制服のポケットから携帯を取り出すが、その瞬間通知が入ったので先にチェックする。

　剣道部関連は基本通知を切っているが、出てくるということは二年チャットだ。五人で遊びに行ったときのアイコンをタッチして開くと、千ち紘ひろが写真を投稿している。

　女性陣は五人とも甘い物を囲み、きゃあきゃあ楽しそうだった。





［千紘］練習おわったー！　女子はみんなでスイパラやで！　うらやましいやろ！

［黒瀬］野郎は五人で汗臭く肉を焼いてんぞ。地獄か？

［葉月］地獄、こっちの稽古のこと。そっちも地獄だった？

［黒瀬］……まあそれは想定通りだが、ちょっと意味分かんねぇ想定外が起きてる

［千紘］なにが？

［シュンスケ］悠が酔ってやさぐれて暴れてんだよー。クロが今撮ってくれてる






　城きの崎さきがインカメで男子陣の様子を撮っているうちに、携帯の画面をスライドして動画機能へ。赤く丸いボタンをタッチした。狙うは江坂と悠のツーショットだ。

「もう二度と秋しゆう水すいなんか行きたくないですよ。なんですかあそこ？　アズカバンか？」

「確かに練習は酷ひどいな。なんだあの前時代的な指導は？　村瀬は一度死ね」

「え。部長が『死ね』……？　いや、稽古の話じゃなくて！　秋水には女子がいないでしょ！　女子が！」

「……一応共学になったぞ？　俺が入学する年の時点ではまだだったが」

「違いますよ、道場に女子がいないってことです！　あー女子、女子はどこ？　お転てん婆ばかわいいちっひは？　悪戯いたずらキュートなはーちゃんは？　あと俺が一番会いたい幸ゆき村むら先輩は？」

「おっ、なんだお前はあいつがいいのか？　まあ、確かにかわいいけどな」

「いや幸ゆき村むら先輩はほんとにかわいい！　俺たまにすげードキドキするもん……」

「まあ剣道部に珍しく貞淑なところもあるしな。強いが。立花にも見習って欲しいな」

「史織もですよ。あいつは俺のこと舐なめすぎ。ちょろい剣道マシーンとしか思われてないんだろうなあ……」

　黒瀬は味わうように首を振り、撮影停止ボタンを押す。なんて完璧な撮れ高なんだろう。こんなものが万一女子に渡れば、甘い楽園は一気に崩壊してしまうだろう。そんな恐ろしいことはとてもできない。とてもできないが、手が滑った。

「ままならねぇよな、肉体」

「……クロー、これはさぁ。いやまあでも、ちっひーたちがバラさなきゃオッケーか」

　八代に肉を焼かせ、城きの崎さきと二人粛々と肉を食う。

　ややあってまた携帯が震えたのでチェックすると、個人宛だった。





［ゆきむらまどか］この罪は重い






　どんなに壮絶な練習でも、こんなに身体からだが震えたことはなかった。追撃が無慈悲に下る。





［ゆきむらまどか］でも面白いからもっとやろっか

［ゆきむらまどか］水上くんに吹雪ちゃんと史織ちゃんのことをきいてください♪

［黒瀬］それはパンドラの箱では……？

［ゆきむらまどか］あけて






　女王陛下の命に頷うなずいて、城きの崎さきにも画面を見せる。揃そろって潔いさぎよく尖せん兵ぺいとなった。

「なぁ、水上。乾いぬいに会って思いだしたんだが、お前、最近あの子とどうなんだ？」

「あの子？」

「吹雪ふぶきちゃんだよー。悠、デートしてたじゃん。狙ってんだろ？」

「ああ、そういえばしていたな。付き合わんのか？」

「剣道強え奴やつってのが、いかにも先輩らしいスよね」

　いいぞ、四対一だ。加えて今日は悠のテンションも高い。まあないとは思うが、実は付き合っているくらいの情報がぽろっと出てきてもおかしくない。ないとは思うが。

　このイケメンの皮だけ被かぶったコミュ障剣道星人に限って、そんなことは──。

「は？　あれはただのお詫わびだぞ？　誤解してやるなよ。可哀かわい想そうだろ」

「ありがとうな。流石さすがおれたちの水上悠さんだ……」

「えー、でも二人きりで出かけようでＯＫだったんだから、脈はあるんじゃねー？」

「いや……。吹雪はかわいいし、優しいし、めちゃくちゃ良い子だと思うけど」

　けど？　と四人の声が重なる。

「吹雪は、快晴の妹、だろ？」

「終戦なんだよなぁ……」

「お前、それはどうなんだ本当に。……おい城きの崎さき、コゲたものを俺のところに置くな」

「仁じんサンは一回苦み嚙かみ締しめたほうがいい！　マジで！」

「つーか先輩は、深ふか瀬せと良いい感じなんじゃねえの？　理解できねぇけど……」

「……え？　いやいやいや、史し織おりとはそういうんじゃないって。何それやしろん、どこ情報？」

　思いがけずナイスアシストを入れてくれたので、このタイミングで円まど香かをコールする。

『あっ、もしもしー？　戦犯黒瀬くん、ちゃんと仕事してるのかな？』

「粛しゆく々しゆくと。幸村陛下、深瀬います？」

『………………はい、黒瀬先輩？　どうしました？　私に？』

「よう、水上保守チームです。障害起こしてわりぃな。詫わび石やんよ」

『はい？』

「あいつ例の桐とう桜おうの女、ただの乾いぬいの妹としか思ってないってよ」

『よっしゃおらぁ───っ！　よくやった！』

　その反応はどうなんだと目を細める。しかし初心者なのに出稽古を頑張ったのだから、もう少しだけサービスしてやってもいい。「しばらく黙ってろ。マイクで中継すっから」

　城きの崎さきの肩を人差し指でとんとん叩たたいてから、夏服の胸ポケットに入れた携帯をとんとん叩たたく。それだけで頷うなずいて親指をぐっと立ててくれた。さすが付き合いが長いだけあって、理解が早い。

「でも悠って眼鏡っ子好きなんだよな！　オレちっひーから聞いたぞ！」

「ん？　うん。めっちゃ好き。でも俺が好きなのは授業──」

「お前深瀬と仲いいよな！　特別だよな！　下で呼んでるもんなぁ！」

「お、おおお被かぶせるな？　なんだ急に？　……俺はそう思ってるんだけどなあ。向こうはどうかなあ。さっきも言った通り剣道──」

「オーケーもういい。お疲れさん」

　会話を打ち切って、悠から隠れて電話に出る。「……こんなもんでどうだよ？」

『私、今、宇宙が開かい闢びやくして良かったなって思ってます。これが愛でしょうか？』

「ビッグバン級に喜んでんな……」

『も、もっと！　もっと続きを！』

「いや、これ以上はやめとけ。決して開けてはなりませんってやつだ」

『あけて！　あけて！　そんなこと言われたら余計気になっちゃうじゃないですかぁ！』

　そういえば、こういう女だった。

「お前ほんとめんどくせぇな。だからめんどくせぇ奴やつ好きになんのか？」

『はっ、はあ!?　べっ、別に先輩とか好きじゃないですし！　ただの知的好奇心ですし！』

　また素直になれない小学生が出た。黒瀬はため息をつき、ちゃっと眼鏡を上げて光らせる。

「おいカリギュラ眼鏡。パンドラの箱って知ってっか？」

『馬鹿にしないでください、知ってますよ。なんか開けたらいっぱい絶望とか出てきたけど、最後に希望が残るんですよね！』

「あれな。一番タチ悪い絶望は、最後に残った希望だったって説があってな」

『えっ』

「お疲れさん」

　にこっと笑って、城きの崎さきを肘で突く。

　城きの崎さきも笑顔で頷うなずいてもう一度親指を立てた。下向きに。

「わりわり悠、さっきの眼鏡の件なんだったっけ？」

「ああ、だから授業中だけかける眼鏡が好きって意味な。普段使いの子は別にかな」

「そういや、乾いぬいの妹も下で呼んでるよな。あいつも特別っちゃ特別だよな、お前」

「ん。……ちょっと恥ずかしいけど、そうかな。吹雪には本当に助けてもらったからな」

「よくそう言っているな。というかそもそも、お前は部員のみんなに優しいか」

「や、やめてくださいよ部長。改まって。ていうかそんなの当たり前でしょ！　みんな平等に大事に決まってますよ！」

「……じゃあ水上先輩は、深瀬のこと特別に、付き合うとか……」

「はあ？　何言ってんだよ！　やしろんはもうちょい俺のこと信頼しても良くないか!?」

　あ、そろそろとどめかなと悟り、黒瀬は携帯をもっと悠の傍そばへと近づける。

「俺、弟子には絶っ対手ぇ出さないからな！　それパワハラってやつだろ？　ほんと良くないと思う、そういうの。もっと人の気持ち考えろよ！」

　お前が言うなよと思いつつ満足し、黒瀬は改めて携帯の画面を見る。

　まるで事切れるように、通話が切れていた。

　黒瀬が十字を切り、城きの崎さきがなむなむと両手を合わせる。八代は目頭を押さえていた。

「こんなの、あまりにひでぇっス……」

「お前、割と深瀬に優しいよな。おれには意外なんだが……」

「だって気の毒すぎるだろ！　もうなんか他人ひと事ごとって思えねえよ！」

「部長、やしろんは何で泣いてるんですか？」

「煙でも目が入ったんじゃないか？　ほら八代、食えば治るぞ」

「治んねえスよ！　つか野菜はいらねえ！」

　子どもかよ、と八代が総突っ込みを食らっているうちに、城きの崎さきがパネルを連打していた。

　嫌な予感がする。

「おい俊しゆん、お前ちゃんと分量考えて頼んでんだろうな……？」

「え？　だって食い放題だぜ？　とりあえず頼めるだけ頼もうぜ！」

「てめぇふざけんな！　ロットが乱れんだろうが！　おれの肉の方程式を崩すんじゃねぇ！」

「はー!?　食い放題に効率持ち込むって考えがそもそも間違いなんだよ！」

　取っ組み合っていると、店員がやってくる。明らかに肉じゃないものを持っていた。

「えー、海鮮盛り合わせ一人前とコーンバター一人前をご注文のお客様ー？」

「あっ、はい。俺です！」

　はーいと悠が手を上げる。場が静まりかえった。鉄網の音だけが大きい。

「……え、何？　み、みんなどうしたの？」

「いるんだよなぁ、自分の分しか頼まない奴やつ……」

「そういうとこだぞー、悠。ちゃんと周り見えてっか？」

「つーかこのタイミングで海鮮ってどうなんスかね？　まだ前半終わってねぇスよ」

「士道不覚悟だな。切腹しろ水上」

「いっ、いいでしょ別に!?　好きなもん食えば！　なんでみんなそこまで言うんだよ!?」

　悠を糾弾しつつ、携帯の時計を見る。

　百二十分の焼き肉戦役、前半戦が終了しようとしていた。
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　ハーフタイムに入る。

　八代が「腹減らしてきます」と言い残して外に歩きに行ったうちに、メニューを手に取って黒瀬は後半戦のプランを考える。

　制覇していないメニューの数、残り時間の総数、単位時間あたりの食う速度──それらを変数とし、肉の方程式を構築するのだ。黒瀬は、静かに燃える目でメニューを睨にらんでいた。

　すると、自分の方からは見えないと言って悠が席を移動してきた。二年三人で通路側に並び、顔を三つ並べてああだこうだと頼むものを決める。

　その途中だった。悠が携帯を見て何やら頷うなずくと、いきなり斬りかかった。

「あの部長。さっきから俺のことばっかり聞かれてましたけど、部長こそどうなんですか？」

「……ん？　俺が、どうかしたのか？」

「纏まといさんですよ纏まといさん。実際、どう思ってるんですか？」

　隣の城きの崎さきと顔を合わせて、両者目を細める。あぁそれ聞く？　聞いちゃう……。

「どうって……。まあ、大事な部活の仲間だ」

「いや、他にもあるでしょう？　まあ纏まといさんは口悪いし、暴力振るうし、色々ヤンキーだけど……熱くて、いい人じゃないですか。部長は絶対、好きじゃないかと思うんですけど」

　悠に問われて、江坂は静かに笑っている。

　それはさっきの父親のような笑顔とも似ているが、また違う。

　何か引き出しの奥にしまった宝の小箱を愛おしむような、そんな笑顔だった。

「お前は知らないかもしれないが、あいつは昔、あんな奴やつじゃなかったんだぞ。黒髪で暴言も吐かん。愛あい想そが良いから教師受けも良かった。それで生徒会長まで登り詰めたんだからな」

「……え？　……えっ、そうなん、ですか？」

　江坂が笑顔で首肯する。そこで語られる真実を、黒瀬も知っていた。

「あいつは、冷めた奴やつだったぞ。プライドが高くて、要領良く練習もサボってな。……正直、昔は嫌いで仕方がなかった」

　とても、親近感の湧く人だった。一年前にこの部活の門を叩たたいたのも、上手うまく生きていけるわよと笑って誘ったあの人がいたからこそだった。

　けれどあの人は、一年前の団体戦のあと、激烈に変わってしまったのだ。

「じゃあ、どうして今は……」

「それは俺にも分からない。……だが、今のあいつのことは、認めている」

　手を止めて、江坂は炎を見つめている。

　その瞳の中に、どんな気持ちが揺れているのかは分からなかった。

「色々あったからな。もう好きだの嫌いだの、よく分からん。……お互い、殴り殴られの仲なんだ。理屈抜きにして大事だと思う。もうそれだけでいいじゃないか」

「……部長、それは」

「すんません、戻りました。なんか外、雨降りそうな感じッスよ。涼しくて良かった」

　悠の言葉を、外から戻ってきた八代が遮る。すると今度は悠が席を立った。

「涼しいのか。いいな。じゃあ俺もちょっと腹減らしてこようかな」

「……待て、おれも行くわ。高ぇ金払ってんだから、意地でも元は取りてぇしな」

「相変わらずだな、黒瀬は。ふたりとも、あまり遅くなるなよ」

　無言でふたり連れ立ち、外に出る。

　曇天で月明かりも星明かりも見えないためか、駐車場の辺りを歩いていると、店の建物の周りに装飾として置かれた松明たいまつがやけに明るい。

　煌こう々こうと燃える炎が、誰かを連想させた。

「部長ってさあ」

「おう」

「鈍いよなあ。もどかしくて死にそうなんだけど」

「……言わんこっちゃねぇ。だからおれも俊しゆんも触ってねぇんだよ」

　苦笑して、制服の腰の辺りで眼鏡を拭く。ぬるい外気に息を漏らした。

「いるところにはいんだよなぁ。自分のことすら、気付けない奴やつ」

「奥さんが偲しのばれるよなあ。……だから、好きなんだろうけど」

　ぼやけた視界をクリアにするため、眼鏡を戻す。理解ができない人種だった。

　いつも、自分のことは見えすぎるくらい見えている。もうひとりの自分が、いつも冷たい目で自分を俯ふ瞰かんしているように。

「纏まといさんが何でああなったか、クロは知ってんの？」

「いや、知らねぇ。……なんとなく、予想はついてるけどな」

　冷たい己の目は、他人の気持ちだって関係図に落としてしまえる。誰がどんな動きをしたらなんのせいか、誰のせいか。その上で、信じていなかった。

　人が人を変える、だなんていうこと。

「クロは頭、いいもんな。……俺には、分かんないことばっかりだ」

　目の前で、天衣無縫の男が笑う。

　ありえないことだと思っていた。冷たい現実だけを好む自分にそれが起こるだなんて、絶対にないと思っていた。

　けれどあのとき、確かに自分は、この男のように強くなる夢が見たいと思った。

「まぁ、お前は頭が悪ぃからな。剣道やり過ぎで脳細胞死んだんじゃねぇの？」

　心と反対の悪態が、口を突く。それが自分らしくて好きだった。

「クロはいっつも酷ひどいよなあ。……いいよもう、どうせ俺は剣道しかできないよ」

　戻るか、といじけた悠が言ってきて、その背中についていく。その背がいつもぴしりと伸びたそれと違ってやけに猫背で、小さく見えた。

「勝たなきゃな、団体」

「……まぁ、迷惑かけねぇ範囲なら、協力してやるよ」

　剣道が、真実個人競技であればいいのにと思う。相手もいなくて、組む仲間もいなくて、数字だけが出る。それなら好き勝手やっていいし、負けても平気でいられるだろう。

　剣道をしていて、誰かに勝ちたいと思ったことはない。

　ただ、負けて迷惑をかけるのが嫌なだけだった。

「なぁ、水上」

「ん？」

　その背に、かけるべき言葉。正解はとうに見えている。

　──なあ、教えてくれ。おれはどうやったら、あの瀧たき本もとって奴やつに勝てるんだ？

「……食うぞ。この世から牛を死滅させるまで帰らねぇ」

「はあ？　日和ったこと言うなよクロ！　豚も鳥もまとめて消し飛ばすんだよ！」

　剣道という言い訳がなければ、この頭は、誰にも下がることがない。

「……ままならねぇよ、な」

　それでもこれでいいのだと、矜きよう持じをこじらせたもうひとりの自分が好きで、救えなかった。
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「食い過ぎた。苦しい……」

　江坂と並んで駅へと帰る道すがら、悠は産まれるのをなんとか阻止するために籠こ手て臭くさい手で口を押さえる。隣の江坂も、さすがに歩く速度が遅くなっていた。

「おかしい。最近同じ過あやまちをどっかで犯した気がするのに……」

　街灯が少なく、シャッターが降りた個人店舗がたくさんの狭い路地では、声がよく通った。

「だが、食い放題で腹八分とか言い出す奴やつに男を名乗る資格はないよな」

「わかってますけど！　ていうか俊しゆん介すけが悪い！　なんであのタイミングでまた肉頼むかな！」

　帰り道が分かれて江坂しかいないことをいいことに、ただ愚痴る。

　席を立っているうちに飲み物にタバスコを入れていたのは本当に殴ろうかと思った。あとは城きの崎さきではないが、動画投稿の件も許せない。

「クロの奴やつ……。どうしてくれるんだ。明日の稽古、女子にすっげー会い辛づらい……」

「……ふ。仲が良いな、お前らは。日曜の件は二年以下で行けばいいんじゃないのか？」

　隣を過ぎ去って行った車よりも早く、首をぶんぶん振る。

「ダメですよ。三年生は出席必須。部長たちが来ないと意味がないんです」

「だが、どうしてテーマパークなんだ……？　疲れを取るための最後の休みだぞ。逆に疲れないか？」

「……うるさいなあ。部長と纏まといさんは黙って、幸ゆき村むら先輩を連れてきてくれればいいんです」

　明日の稽古が終われば、日曜日は三年生が部活にいる最後の休みになる。だから、食事中に急きゆう遽きよ送られてきた女子陣からの遊びの誘いを、二つ返事で承諾した。

　全ては熟年未婚夫婦のため。みんなでチャンスをあげるから、決めきって欲しい。

「分かってるんですかほんとに？」

「ん、分かった分かった。それでお前たちのモチベーションが上がるなら安いものだ」

　その顔は、絶対何も分かっていませんの顔。心底がっかりのため息をついて、悠はのろのろと歩を進める。今日は色々とありすぎて、駅までたった数分の道のりが重い。

　置いていってくれても構わないのに、江坂の肩は並行で、同じ速度で揺れている。

　ずっと歩幅を合わせてくれていたことに、そのとき初めて気付いた。

「今日のお前は、楽しそうだったな」

「……え？」

「気が抜けない練習に、全力を出し切れる乾いぬいとの戦い。橋倉と何があったのかは知らんがあんな風に子どもの喧けん嘩かをして、さっきは同い年の仲間とずっとはしゃいでいた」

　江坂が立ち止まる。点滅する街灯に映し出されたその表情が、不思議と幼かった。

「少し。……羨ましかった」

　はっ、と息を吞のむ。足が止まって、再び歩み始めた江坂を追うことができなかった。

「……あの、部長」

「ん？」

　この人には、纏まといと円まど香か以外に同期の部員がいない。自分にとっての城きの崎さきや黒瀬のような、肩を並べて共に戦う仲間がいないのだ。これだけ強く、熱くあることができるのに。

　暗闇を背負ったひとりきりの背中が、自分と重なる。

「部長はどうして、藤宮に入ったんですか？」

　自分とは違う。

　この人ならきっと、他にも道を選べたはずなのに。

「纏まといさんだってそうだ。二人とも、上手うまいのに。それこそ、秋水や桐とう桜おうみたいな強豪校でキャプテン張っててもおかしくない。強い仲間が揃そろうところに行って、三年間を過ごして。……全国を、狙っても良かった」

「弱いうちでは、それが難しいから、か？」

　背中から返ってくる言葉に、何も打ち返す言葉を持たない。沈黙は何より雄弁だと学んでいて、そうせざるを得なかった。

　今日の稽古で改めて思い知った。

　今のままでは、間違いなく秋水に勝てないと。

　そんな結末をこの人には捧ささげたくないのに、戦うことしか知らない身体からだは正直で。

　立ち尽くしていると、同じ孤独を背負った人が振り返る。その表情に、笑顔をたたえて。

「そんな顔をするな。責めている訳じゃない」

「……同じような反応するなよ。似たもの夫婦が」

「ん？　何を言っているのかは分からんが……お前の言っていることは正しい。その通りだ。俺だって昔、同じことを考えたからな」

　歩みが追いつき、肩が並ぶ。駅の光まであと少し。

　そんなタイミングになって初めて、鈍くて愛すべき部長は言った。

「もう、時効か。……こんな一日だったんだ。世話になったお前には、話す義務があるな」

「……何を？」




「俺は昔、橋倉と秋水に入る予定だったんだ」




　隠し持っていた懐刀に、ずぶりと刺される。二の句を告げずにいると、ぽつりと何かが頰を打った。

「む」「……あ」

　立ちこめていた暗雲が、とうとう泣き出した。すぐに走って駅の中に入り、改札の前で立ち止まる。江坂とは電車の方面が逆だった。

「長引くかもしれんな。……明日は午後からだ。身体からだを休めて、風邪を引かんようにしろよ」

「……はい。あの」

「さっきの話は秘めておけ。橋倉と瀧たき本もと以外知らん話だ。それと、答えだが」

　防具袋を担かつぎ直して、江坂は左手で布の竹刀しない袋ぶくろを強く握る。

　そこに縫われた『藤宮高校剣道部』の刺し繡しゆうに、強烈に目を奪われた。

「俺は、馬鹿だった。……ただ、それだけの話だ」

　笑顔の裏で、遠雷が鳴る。

　続けて問いたいはずの言葉は、ざあざあ降り出した雨に流され、夜の闇へと溶けていった。
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『俺は昔、橋はし倉くらと秋しゆう水すいに入る予定だったんだ』

　たった一言が悠の頭からずっと離れず、昨夜はよく眠れなかった。

　ベッドで身体からだを起こし、カーテンをずらす。しとしとと降る雨の音と階下で揺れる水色のあじさいが、久々に雨季を感じさせた。今日は自転車で練習に行くのは無理だろう。

　悠ゆうは制服を持ってシャワーに直行し、不快な寝汗をさっと流す。着替えてポケットに携帯を入れてリビングに行くと、母が床ででろーんとしながらくたばっていた。顔を伏せながらノートパソコンをぱちぱち叩たたく姿は、さながらゾンビのようである。

「……何してんの？」

「しごとぉ……」

　点つけっぱになったテレビを見ないまま、母ゾンビは死んだ目でキーを打ち続ける。その指ゆび捌さばきがあまりに速すぎて、何がなんだか分からなかった。

「そ、それ適当に打ってないの？」

「これぐらいなら目を瞑つぶってもできるよ。全くあの馬鹿どもは使えないなぁ。どうして私は分身が使えないんだ？　……全く！　使えない！　単価ばかりかかって！　下等な人類が！」

　仕事星人が黒い。怖い。でも面白い。

　考えることが誰かさんとそっくりだからだ。

　悠は寝転がる母のところに歩いて行って、体重をかけないようにそっと背に乗った。

「ど、どうした？　お小遣いか？　お小遣いが欲しいのか？　なら脅さなくても」

「違うわ馬鹿。……肩、揉もんであげるよ。疲れてるんだろ？」

「え、ええ？　いいよ！　なんか親子みたいで恥ずかしいじゃないか！」

「……親子じゃないの？」

「……そうだった」

　ぱこんと後ろから頭を叩たたくと、母はおかしそうにくすくす笑った。釣られて笑う。さあ、剣道部の握力の見せ所だとぐーぱーしてから、肩を摑つかみに行く。衝撃が待っていた。

「か、かーさん……。肩、ないんだけど……？」

「ああ……。まあなくても仕事はできるし無問題だな」

「問題あるわ！　えっ何これ怖い怖い怖い、凝りすぎて摑つかめないんだけど！　肩けん甲こう骨こつどこ!?」

　とっかかりを見つけて、なんとか攻めていく。気持ちよさそうな母の声を聞くと、昨日心にため込んだ色々なもやもやが、少しだけ溶けていくようだった。

「動かなさすぎなんだよ。素振りする？　俺教えようか？」

「そんな暇があったら仕事する」

「……好きだなあ、仕事」

「好きじゃないよー。ただ辞めたくないし、辞められないだけだ」

　やっぱり親子だなと、苦笑しながら肩を揉もみ続ける。唸うなりながら、母は言った。

「今日なんだが、帰れないかもしれない。悪いが瞳でも呼んで、外で食べてくれないか？」

「いいよ、今更だろ。……仕事？」

「うん。ちょっと部下がミスをしてな。土曜だが、これから出ないと行けないんだ」

　もぞもぞ蠢うごめき、母が立ち上がる。さっきまでの死んだ目ではなく、澄んで凜りんとした大人の格好良い目だった。

「さあ行くか。ああ行きたくない。行きたくないぞー！」

　きっと行ったら行ったで、また時間を忘れてぼろぼろになるまでやるのだろう。そんな真実自分の分身である母に、聞いてみたかった。

「なあ、かーさん。その部下の人、怒る？」

「ん？　そんなことしないよ。ミスは誰にでもあるんだし、もう悠のおかげで怒ってない。……でもまあ、全部片付け終わった後、ちょっとだけ厳しいことを言うかもな」

「なんで？」

「嫌いじゃないから。あいつのこと。同じことを繰り返して泣いてほしくないなら、それは誰かが言うしかない」

　古くて押しつけがましい考え方だが、と母は笑う。肩に鞄かばんをかけて、小さな背中が言った。

「どうせ仕事しかできないポンコツなんだ。嫌われるなら、私がいいだろ？」

「……だな」

「そこは否定しろ、息子。……それじゃあ、行ってきます」

　左手を振って、その背を見送る。玄関の扉が閉じ終わると、ぎゅっと握った。

「そう、だよな。……やるなら、俺しかいないんだ」

　ずっと分かっていた。勝つために何が足りなくて、何をしなければいけないのか。

　それなのに、ずっとこの身体からだは動かないままで。そうしていたら、賢い人が宿題をくれた。

　どうして勝ちたいのか。ちゃんとそこを考えろと、優しく笑って。

　悠は答え合わせをするように、携帯を取り出す。ロック画面の時計の下には、昨日焼き肉のときに城きの崎さきが撮ってくれていた、みんなが笑っている写真があった。

　楽しかった。楽しくて楽しくて仕方がなかった。

　ずっとみんなといたいと、柄にもなくはしゃいでしまうほどに。

「……馬鹿だな、俺。人のこと、何も言えないじゃん」

　自分のことすら分からない奴やつが、ここにももうひとりいた。

　悠は右手に持った携帯の画面を、じっと見つめる。

　どんな暗闇の中でも、この顔を覚えていられるように。

「泣いてほしくない」

　笑って電源を切り、ポケットの中に入れた。

　悠は立ち上がり、手入れのためにリビングに置いてあった竹刀しない袋ぶくろを手に取る。

『藤宮高校剣道部』の刺し繡しゆうがある場所を、強く握って。

『あんた、勝てたら何でもいいの？』

　今一度問うてくる優しい人の声に、ゆっくりと首を振った。

　何でもいいわけがない。答えはもう、この手の中にある。

「俺だけ勝っても嬉うれしくない。……みんなで勝たなきゃ、意味がないんだ」

　強く剣を握って、リビングの窓から土砂降りになってきた外を睨にらむ。遠くの空で稲妻が光って、窓ガラスに一瞬、自分の顔が映し出された。鬼へと変わっていく、自分の貌かおが。

『俺は、馬鹿だった。……ただ、それだけの話だ』

「……絶対、撤回させてやる」

　全部、壊してしまうかもしれない。そう思うと、こんなに怖くて行きたくない練習はない。

　だが、信じるしかない。みんなを。

　その上でもしも、全部なくしてしまった、そのときは。

「……まずいメシ、作って貰もらうか」

　大切な家族がいるこの家で、格好悪く泣いて慰めてもらえばいいのだと思った。
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　素振りと基本打ちが終わり、地稽古前の休憩時間も半ばを過ぎた頃。

　八や代しろ操みさおは冷水を飲み終わり、剣道場の中に戻る。道場の窓を打つ雨を見ていると、ほっと息が出た。その息と呼応するように、ぴかっと世界が一瞬光る。

「ぎゃ───っ！　カミナリ、カミナリはあかんねんって！　やしろんなんとかしてや！」

「二にの宮みや先輩は俺を何だと思ってんスかね……」

　この分だと、明日のテーマパーク行きも中止になるだろう。本当に良かった。八代はざわめく部員の中、上機嫌に自分の面のところへ歩いて行く。

　ふと、二年列にひとり座すその男が気になった。あまりにも、静かすぎるからだ。

　ちょうどいい。秋水の稽古を通して見つけた課題もある。列を大回りして正面に立ち、正座している悠に声をかけることにした。

「水みな上かみ先輩。今日、最初にかかっていいスか。出小手の調子があんま良くねえ」

「……それは上手うまくなって、前より跳べるようになってきたからだ。一足のときはもう少し短めに跳ぶように調整しろ。すぐに入るようになるから。……なあ、八代」

[image: ]

　声こわ音ねが変わる。名前で呼ばれたのは、久しぶりだった。

「これから一週間、お前とは稽古できなくなる。ごめん」

「……はあ？」

　意味が分からない。間の抜けた声が口から漏れる。しかしそれを、悠は笑わなかった。

「誤解すんな。お前が嫌いなわけじゃない。……お前だから、頼むんだ」

　悠は、もどかしそうに左拳を握る。その顔が不本意であることが分かる程度には、この人のことを見てきたつもりだった。

「俺の身体からだは一つしかない。逆算したら、全員を見るのは無理だと思う。……誰かひとりには、自分で頑張ってもらうしかない」

　言葉を失う。どれだけわめいて刃向かっても触れることすらできない、この男が。

「頼む、八代。……ひとりで、強くなってくれ」

　年下で、生意気で、腕も遥はるかに劣る自分に頭を下げた。

「分かりました」

　ここで何かを言ったら、男じゃないと思った。

　無言で自分の面の前に戻り、全員が座って号令がかかるのを待つ。

「面着けッ！」

「おうッ！」

　今日だけは、誰にも一本を取らせてやるものかと、強く叫んだ。
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「俊しゆん介すけ」

　氷に触られたかと錯覚し、城崎は振り返る。面を着けたら別人に変わることは知っていて、それでも今目の前にいる男が違うモノに見えた。

「お前からだ。早く向こうに行け」

「お、おう……？　最初は佐さ々さ木き先生のところに並ぼうかと」

「向こう行け、って言ってんのが聞こえないのか？　お前に突っ立ってる時間がどこにある」

　かちん、と来た。親しき仲にも、最低限の礼儀があるはずだ。

　虫の居所が悪いのかなんだか知らないが、その言葉遣いは頂けない。素直に従うフリをして向こうに行き、荒く蹲そん踞きよをして立ち上がった。

「ヤぁああ────────────しゃあああああッ！」

　城きの崎さきの声が止やんだ瞬間、手首の重力が変わる。

　寒気がするほど美しい悠の残心が視界に現れるのと、破裂するような小手の音が鼓膜を襲うのは同時だった。痛みと共に城きの崎さきが舌を打ち、その残心に追いすがる。畜生逃がさねえ今のは油断しただけだ──！

「めェェんっしゃ───「小ォッ手ぇええ─────らアあっ！」

　追いすがる面をまたもや回避し、先刻と寸分違たがわぬ位置にずどんと出小手を決められる。ダメだ面は狙われてる、違う技に切り替えろ！

　今一度間合いを詰め込み踏み込み二回のフェイント。もう一度面を──見せかけて相小手面乗っちまえ！

「はぁっ、しゃああああらァッ！」

　愚直に繰り出した二刀が、浅かったと歯は嚙がみできたらいい。けれど不可能だった。小手は微細に軌道をずらすだけで回避され、面は首に突きつけられた悠の竹刀で届きもしない。歯は嚙がみし、首をずらして間合いを詰める。中ちゆう途と半はん端ぱな間合いで睨にらみ合あったら絶対に死ぬ。小刻みに足を使って左右に揺れて、ついに鍔つば迫ぜり合あいへと持ち込めた。

　はずなのに、悠はいなかった。がくんと、城きの崎さきの手首が下がる。

「ッ手ぇぇぇ───────────おらアアあッ！」

　もはや、竹刀を持つのをやめようと思った。それほどに重く強烈な引き小手がまた同じ場所に決まる。残心を追わずに、一度深呼吸して構え直したい。

「我ァあああ──────ああああぁぁっ殺ャアアあッ！」

　しかし、ひたひたと忍び寄る幽鬼は無慈悲で、そんな安息を絶対に赦ゆるしてはくれなかった。

「くっ、そおおおぉぉぉがアアアッ！」

　城きの崎さきは得意の連続打ちを幾度も繰り出す。手を変え品を変え、何本も。

　当然の如ごとく届かない。まるでこの手に握る竹刀が藁わら束たばになってしまったように。そして──。

「小手しャ──────ああアアぁ──たアアあらアッ！」

　びりびりと痺しびれてくる手首の上。冬でもないのに握力がなくなってくる。

　しかし寒さではなく、手は怒りで震えた。

　──もう分かってんだよ。てめえ、小手しか打たねえつもりだろ！

「こっの……舐なめんなぁ────────ッ！」
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　きっと次は自分の所に来るだろう、と分かっていた。竹刀を納め、道場の下しも手てで崩れ落ちる城きの崎さきを見て黒くろ瀬せは目を閉じる。その前の一瞬、介抱しに行く千ち紘ひろが見えた。

　酷ひどいものだった。技で縛るだけじゃない。壁にたたきつけたり転こかしたり、悠のしごきは凄惨を極めていた。それでも三十分の地稽古のうち、使った時間はきっかり十分に過ぎない。

　であれば自分に与えられた時間も、また同じなのだろう。

　果たして悠が、拳で肩を叩たたいてきた。言葉はない。ただ竹刀の柄つかで、向こうを指すだけだ。

　効率的で文句がない。要らぬ言葉は省けば良いと、常日頃思っている。

「あいつ、ほっといていいのかよ」

　それでも、唇は言葉を紡つむいだ。城きの崎さきに構う自分が、少し意外で。

「そんな時間はない。他人に構うなんて、随分余裕なんだな」

「……安心しろ。んなもんねぇよ。てめぇが向こうに行け」

　たとえどれだけ強かろうとも、同い年に舐なめられるのだけは絶対に我慢ならない自分が、どこまでも自分だと思った。

　舌打ちと共に蹲そん踞きよし立ち上がる。紅黒い焰ほのおが燃える悠の瞳をただ睨にらむ。

「我ァあああ──────殺ャアアあッ！」

　声を返さない。その挑発には絶対乗らずに我慢して、剣けん先せんの押し合いを譲らない。一足一刀の間合いが焼け付き、探査機代わりの右手が揺れる。悠の重さが、ふっと消え──小手だろ！

「ッ手ぇええ！」「はああッ！」

　読み切った末の小手返し面。剣先をくるりと回すが、その頃には疾風と化した悠は既に零距離だった。元打ちとなった黒瀬の竹刀ががぎんと面めん金がねを打つ。そのまま体当たりへと繫つなげるも空すかされて、悠のあえて決めきらない引き胴が間合いを蹴り飛ばす。

　歯を食いしばり振り向き面に跳ぶが、「めェェんッしゃ───────らアッ！」

　あまりに圧倒的に決まる悠の相面に黒瀬は声を発することもできない。身体からだを真っ二つに裂いていった風を、しかし追わずに考える。……何でだ。今のは、何が悪かっ──

「どぉぉ───────らああッ！」

　──なんでもう目の前にいやがる、こいつ！

　心臓をもぎ取り吸い込むような烈風が、目前でかつぎ胴を振りかぶる。振り回される大理石の柱のように強烈なそれをかろうじて叩たたき落おとすと、はたしてそれは三つに割れた。

「手ェ面どぉォォ─────────っしゃあッ」

　避けようともがくも、全て竹刀を躱かわして当てられる。そう、当てられただけ。全く決めきっていないのだ。「てッ……めええ─────！」

　引き胴で下がる悠に放った飛び込み面。確かに先に打ったはず。

「メぇええ────ンりゃぁあああああ──────っ！」

　なのに交差した剣は、またもや黒瀬を脳天から真っ二つにした。己が残心を取ることを止め、黒瀬は振り返った悠の思考を問うように、目を細めて睨にらむ。

　悠の眼めは隠すことなく挑発的に、頭頂部だけを見ていて。かっと腸はらわたが煮えくり返った。

　──やってみやがれ。全部相面で仕留めるってんならな！

「く…………ったばれ、クソがぁぁ─────────ッ！」
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　鬼神がいると、ただ思う。

　言葉なく無慈悲に人を屠ほふり、倒れたものを顧みることすらしない。寒気すら覚えるその姿に、しかしそう在れと昂たかぶる自分がいることもまた事実だった。

　江え坂さかは、左手に持った竹刀を強く握る。しかし刀を引きずり、目の前に現れた幽鬼は意外にも言葉を紡つむいだ。

「部長にだけは、最初に言っておきます」

「……何をだ？」

「快かい晴せいは、対上段に穴があるかもしれない。錬れん心しん館かんは真面目な剣風から中段以外が少ないし、秋水にはそもそもまともな上段がいない。何より、俺が勝てる瞳にかなり押されてた」

　ぴくり、と江坂の眉が動く。聞かないわけにはいかなかった。

「誤解しないでください。全部の数字が百万の奴やつに、たった一カ所九十九万のヒビがあるかもしれない。その程度の話です。……でも、もし奇跡が起きるとしたらそこしかない」

　悠の瞳が、蒼あおく凍っていく。その誰もが仰ぎ見る威圧感に見覚えがあった。

「付け焼き刃を打つ。死ぬ気でかかってこい」

　頷うなずき、分かれる。頂点に君臨するように、悠が道場上かみ手て、最さい奥おうで剣を抜いた。

「殺ァ─────────あああアアアアアアアアッ！」

　竹刀が斜めに起きる平ひら青せい眼がんの向こう、水上悠の背に乾いぬい快晴が見える。吐き出しそうな剣圧。それでも必ずその男を斬ってみせると、左足を前へと進めて炎を掲げた。

「雄ォ─────────らああアアアぁあっしゃアアアッ！」

　地を割るように力強く、必殺半径の円を広げる。この線を踏み越えたもの一切合切、二の太刀要らずの一刀で叩たたき斬る。常軌を逸した鍛錬を重ねた末に会え得とくした江坂の間合い。

　それをものともせず、床が抉えぐれるような速さの直線軌道で悠の足あし捌さばきは始まった。空間を直角に乱れ飛ぶが如ごとくその動きは自在で、遠間の支配がすぐに破られる。跳ばずとも相手が小手を捉えられる位置、そこで止まった悠に諸もろ手てで思い切り面を振り下ろした。「ぬうッ！」

　ばちりと鈍い音を立て、二つの竹刀が十時に交差。平ひら青せい眼がんからの表避け──しかし想定内！　鍔つば迫ぜり合あいから引き胴を、




「めェ─────ンしゃぁあああああゃァアああ、らあァアッ!!」




　いつ打たれたのか、まるで分からない。世界が沈んで呼吸は止まり、遅れて轟ごう音おんが耳じ朶だを打つ。鬼神が如き技量で悠が再現したもの──それはまさに、乾いぬい快晴の引き面そのものだ。

　跪ひざまずかせるような一刀で心ごと叩たたき折り、誰もに挑む気概を失なくさせる。

　しかしその技を受けてなお、江坂の膝は折れなかった。「ぬゥ────おおっしゃあッ！」

　一層激しく燃えさかるように、再度掲げた上段が力強い。凶悪な速さで後方へと去る悠の残心に、左足前の摺すり足あしは確かに追いついた。弛たゆまぬ鍛錬は、いかなる状況でも噓うそをつかない。

　それでも、届かないのが最強というものだった。

「ッ…………きィィィィ───────────らあああああああッ！」

　窓の外の雲が光り、最速の一刀が容赦なく喉に突き刺さる。追いすがっていた身体からだは逆方向の力を受けてむち打ちになり、後方へと矢のように吹き飛んだ。

　どがぁん！　と背中への衝撃で意識が飛びかける。道場の壁に叩たたき付つけられたのだ。ずり落ちるように力を失い、尻餅をつく。呼吸ができない。喉の違和感で、吐き出しそうだった。

「ぐ……ごほっ、がっ」

　肉体の反射で、視界が涙で滲にじむ。それでも伏せずに、意志だけで首を上げる。

「立て」

　捉えたものは般はん若にやの面。そこに、剣鬼が立っていた。




「立てぇッ！」




　竹刀を持ったままの両りよう籠こ手てで、倒れたまま胴着の胸きよう襟きんを摑つかまれる。面と面ががちりとぶつかり、牙を剝むく形ぎよう相そうが、まるで人ではないように見える。

「この程度で……この程度で、快晴に勝つとかほざいてんじゃねえ！　殺すぞ！」

　しかし鳴くようなその言葉に、江坂は確かに仮面を被かぶった人を見た。

「お前なんだぞ……。あいつとやるのは、俺じゃなくて、お前なんだ！」

　胸ぐらを摑つかむ悠の左手は、強く強く刀を放さない。その手が、震えていた。

「どけよ、そこ！　代われ！　お前を殺して俺が出てやったっていいんだッ！」

　この男の想おもいを、強さを、執念を。踏みつけた上で、そこに立たなければならないのだと。

　今、理解したからこそ、立ち上がりその拳をはね除のける。

「……まだだ」

　切れた口の中は鉄の味がする。それでもまだまだ甘いのだと、苦汁を飲み下した。

「まだだ！　来いッ！」

　呼応するように、雷鳴が轟とどろく。

「殺ァ─────────あああアアアアアアアアッ！」

「雄ォ─────────らあああァアァああアアッ！」

　光り砕ける暗雲よりも高く激しく、獣が二頭、吠ほえた。
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　雨音だけが、静かに心を打った。

　電気が消え、無人になった道場で悠は正座して防具袋に防具を詰めていく。心に何もないと、手が動くのも速い。最後は竹刀だけとなり、左横に置いたそれから鍔つばと鍔つば止どめを外す。その途中、道場の入り口辺りを振り返る。

　誰も、いなかった。

　目を瞑つむって数秒後、裸になった竹刀を竹刀袋に戻す。なぜか、血で汚れている気がした。

　片付けが全て終わった。後は制服に着替えるだけだ。

　それなのに、立ち上がれなかった。呆ぼう然ぜんと虚こ空くうを見つめる。

「水上」

　びくりと、悠は静かな声に震え上がる。その男にだけは、絶対に話しかけられることはないと思っていた。「……部長」

　制服に着替えた屈強な男が、道場に一礼してから目の前にやってくる。その歩みには沈むような重さがあった。きっとそれは、立場が背負うものがあるからなのだろう。

　何より彼は、こんなやり方を嫌う。人の尊厳を踏みにじるような指導をする村瀬に対し、口を汚して『死ね』と言い放つほど。それなのに奴やつと同じやり方を、自分は取った。

　斬られなければならない。

　人を踏みにじった鬼畜に、情けを求める資格はない。

　決して赦ゆるしを乞うて泣くものかと、唇を結ぶ。そして正座のまま、頰を張りやすいように、目を瞑つむって顎を上げた。

　風を感じる。振り下ろすような。

「今日は、ありがとう。……頼む、教えてくれ。あと俺には、何が足りない？」

　なのに目を開いたとき、そこに待っていたものは広がった手のひらではなく、折れ曲がった江坂の身体からだだったのだ。

「……どこまで、馬鹿なんですか。部長には、プライドとか、ないんですか？」

　唇を嚙かんで堪こらえる。そうしないと、涙が出てしまいそうだった。なのにそんなこっちの気持ちも知らずに、江坂は穏やかに笑った。

「あるさ。あるから、こんなことをしている」

「……意味が、分からない」

「一度、大きく転んだ。ならばあとは、どれほど泥にまみれようと変わらん」

　大きな左肩を右手で摑つかんで、江坂はぐるぐると回す。鋼のような強さを感じた。

「それに、頭を下げるのも悪いことばかりじゃない」

「……どこが？」

「お前が負けたときに教えてやるさ。そのときを楽しみにしていろ」

　きっと死んでも治らないくらい、この人は病気なんだろうと悠は思う。

「……安心してくださいよ。永久に来ませんから、そんなとき」

「言うじゃないか」

　だから嬉うれしくて、ただ笑った。

　もうこの病は、ひとりで抱えなくていいのだと、真実赦ゆるされた気がして。

「教えます。……快晴と戦うとき、考えないといけないこと」

　どれだけ伝わるかは分からない。だが悠は切々と、時間をかけてそれを説いた。

　まだ、あがけることは残っている。その一端でも伝われと、全身全霊で。

「快晴とやるときは、打たない、寄らない、近寄らせない、です──」

　間に合うだろうか。

　こうしている間にも宿敵たちはあの熾し烈れつな稽古の中、腕を上げているに違いない。

　窓を打つ雨垂れはこの背に流れる汗のようで、逆恨みと知りながらも、今だけは強すぎる親友が憎くて仕方がなかった。
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　温度のない眼めで、快晴はその光景を見下ろしていた。

　面垂れを摑つかまれた橋倉が、ゴミのように道場の壁に投げられる。雷よりも強く人は鳴った。

「っ……く、」

「羅ァアア─────っ殺ャああッ！」

　教師という肩書きが、果たしてその男に相応ふさわしいのか。防具に身体からだを包んだ顧問、村むら瀬せ健けん次じ郎ろうは壁に張り付いた橋倉に容赦なく打突を打ち込む。抗あらがうこともできずその全てを浴び、彼の身体からだはただ揺れた。

　よろよろと、橋倉が立ち上がる。もはやその身に意識はなく、身体からだが吊つり人形の如ごとく自動的に構えを立ち上げているよう。

「きあ…………っしゃあア、あああっ！」

　構えず、直立不動となった村瀬に、橋倉は飛びかかって面を打つ。それを無情に躱かわしながら袖を摑つかみ、村瀬はまた反対側に橋倉を投げた。快晴のすぐ傍そばで、また破裂音が鳴る。

　磔はりつけになったように動かない先輩を、しかし庇かばうことはない。次なる光景はもう知っている。

「おらア、終わりかゴミがァッ！」

　動けない橋倉の喉を、三度連続で突く。壁が揺れ、濁った呻うめきは雨音でも消せない。とうとううつ伏せになって倒れた橋倉を村瀬は蹴る。ゴルフのスイングのように竹刀を振りかぶり、橋倉が摑つかむ竹刀の先を払った。秋水部員なら誰もが洗礼として食くらう竹刀払いだ。

　手を離したが最後惨みじめな犬のように竹刀を追うしかなく、摑つかんだ頃には殴おう打だされ、「そのゴミ捨ててろ」の声と共に意識を失う。そんな最さい期ご。

　しかし橋倉は、払われてもなお、己の左拳から剣を手放さなかった。「……む」

　左片手で剣を杖つえに、彼が幽鬼の如ごとく立ち上がる。

「が、ぁ…………くっ、そ我ぁあ───────ッ！」

　気力を振り絞った真まっ直すぐな一刀が、村瀬の頭を通り過ぎる。屍しかばねのように力ない橋倉の身体からだが振り返り残心を取ったのを見届けると、村瀬は舌を一つ鳴らした。蹲そん踞きよして竹刀を納めることすらせず、道場奥に構えられた大きな太鼓へと向かい、太いバチで力強く打った。

「チッ。どいつもこいつも、明日休みだからってたるんでんじゃねえ。……乾いぬい」

「はい！」

「このゴミと相がかり三十本だ。早くしろ」

　相がかり。それは、剣道で最も荒く激しい稽古だ。太鼓が鳴り始めてから次の太鼓が鳴るまで、一度も止まらず互いに連続で打ち続ける。防御はしてはいけない。声も絶やしてはいけない。安息となるはずの太鼓も、バチを握る者次第では永久に鳴ることはない。

　それを理解し、はいと叫ぶ。死に体の男に向かって刀を向けた。

「……かい、せい」

　彼が、人としての、最さい期ごの言葉を漏らす。

「……ぬい、たら…………ころ、す……」

「終わるまで他のボケどもは早素振りだッ！　始めろ！」

　太鼓と共に、雷鳴が轟とどろく。快晴の眼めが鋭く凍る。

「殺ャ─────────あああああアアアッ！」

　ここに人間は、いなかった。
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「……っ、てえ……。マジで村瀬は、いつか殺す」

　練習後。二人きりの道場で仰向けに倒れた橋倉を、快晴は腕を組んで見下ろす。

　もうこっちを蹴ってくる元気もないだろう。たまには、頑張って他人を恨んでみてやる。

「この程度でへばっておいて、悠に勝つとか言うなんて。いくら僕でも笑っちゃいますよ」

　最近、橋倉には不満が多いのだ。団体戦のポジションとか団体戦のポジションとか、あと団体戦のポジションとか。いいなあ。ちょっとは文句を言わないとおさまらない。

　てめー先輩に向かってなんて口くち利ききやがる、と屈辱に震える橋倉を期待した。

　しかし返ってきたのは、余裕のあるにやりとした笑みだった。

「もう毎日笑ってんだろ、おめーはよ。すっかり変わりやがって」

「……そうですか？　僕は、ずっと変わってないですよ」

　目指すものはひとつだけ。そしてこれからも、ずっとそうだ。

「今が一番強い自信があります。誰にも負けません」

「……そうだな。くだんねーこと言った」

　ぐっと寝転がったまま、橋倉は天井に手を伸ばし、そして握った。

「あの頃とは違えんだ。……次こそ、必ずぶっ殺してやる。剣鬼」

　こんなに愉たのしそうに笑う橋倉なんて、長い付き合いで初めて見る。

　全く、心底羨ましい。

「……くそ。さっきの相がかり、本気でやっとけばよかった」

　そう言うと、橋倉は寝転がったまま首を横に振る。瞑目しながら笑っていた。

「おめー、抜いてなかったろ。だから俺っちが死んでんだ」

「……だって、できないんですよ。そういうことが」

　ばつが悪くなって、転がっている橋倉の竹刀を手に取る。振ろうとした。

　しかしどこにそんな力が残っていたのか、橋倉は脚をげしっと蹴ってきて立ち上がる。

「返せ。触んな。これは、俺っちのもんだ」

　ぶんどるように左手で強く竹刀を奪い返して、橋倉は狼おおかみのように睨にらんでくる。

　嚙かまれた、と思った。しかしこれは、軽率に逆げき鱗りんに触れた自分が悪い。

「すみませんでした」

　素直に、頭を下げる。

　すると橋倉は髪をがしがしと搔かいて、困ったようにそっぽを向いた。

「わりーのは俺っちだ。謝んな。……逆に頭を下げんのは、こっちだ」

　固まってしまう。

　そう言うと本当に、橋倉はぴしりと頭を下げてきたから。

「わりーな。いつも」

「……や、やめてくださいよ。何ですか急に。先輩にあんなことする鬼畜ですよ、僕は」

「……おめーなんかが、鬼畜を騙かたんな。百年早えよ」

　顔を上げて、橋倉は左片手に持った竹刀を肩にかける。

　声音に、懐かしむような何かがあった。

　橋倉は空いた右手で紅い前髪を摑み、辺りをきょろきょろ見回す。誰も居ない道場を。

「おめー、なんで残ってた？　まさか俺っちを心配してたわけじゃねーだろ？」

　そんなことないですよ、という答えを返すことは生あい憎にくできない。正直に答える。

「木刀振ってたら、気付けばひとりでした。いつも通りですよ？」

「……だよなぁ。やっぱおめーは、そうだよな」

　レントゲンに悪い影を見つけた医師のように、橋倉は唇を結んで難しい顔をする。

「なあ。おめーってよ、紺こん野のとか他の二年と話すことあるか？」

「え？　……いや、ほとんど。影下とかはなんだかんだよく話しますけど」

「あいつはノーカンだ。誰にでも懐なつくからな。……まあ、やっぱそうか。別に群れろとは言わねーけどよ。でも、ちゃんと分かっとけよ？」

　何をだ、と問う代わりに首を傾かしげると、信じられないことが起きた。

　橋倉が、自分の竹刀の柄を差し出してきたのだ。持って行け、と言うように。

「俺っちも瀧たき本もとも、もうじきこっから消えちまうんだぜ。次期、キャプテン」

　秋水大付属では、インハイ予選前に次期主将と副主将の任命がある。先生ではなく、現行の二人から。快晴は、瀧たき本もとから既にその任を授かっていた。

「おめーはもう、一番強えんだ。ちっとくらいよそ見しても誰も文句言わねーよ。……あと、一年もあるんだ」

　赤子の反射のように竹刀を握ると、橋倉は背を向ける。

　孤独な狼おおかみであることを選び、誰も付き従ってくることのないその背中を。

「おめーは、俺っちみてーにはなるなよ」

　待ってください、と言うように空いた右手を橋倉に伸ばす。

　ああ、届かない、と思いきや。きゅっと橋倉はＵターンで振り返ってきた。

「あ、そうそう。明日クッソだりーから電話で起こしてくんね？」

「……自分で起きてくださいよ！　締まらないなぁもう！」

　明日は珍しく練習が休み。そしてもっと珍しいことに、早起きしてみんなで出かけるのだ。

「橋倉先輩がテーマパークに来るなんて……。それこそ雪が降るんじゃないですか？」

「うるせえ。……まぁ嫌われ者もんなりに、たまには仕事してやんねーとな」

「え？　仕事？」

「合コンの餌」

「…………ちょ、ちょっと待ってください！　合コンなんですか!?　聞いてないぞ！」

「そりゃ言ってねーからな。じゃ、お疲れ」

「お、お疲れじゃないですよ!?　えっ、嫌だ！　ていうか相手校は!?」

「あーうるせうるせ。つーかおめーはもうちょい女に興味持てよな。きめーぞ」

「いや、だから興味向けてるでしょ!?　なんで相手を黙っ……あっ、逃げるな！」

　舌を出し嗤わらって逃走する橋倉を、竹刀を振り上げ追いかける。そういうわけで。

「行きたくない……」

　快晴は、またまた曇り始める。
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「行きたくない……」

　日曜日の早朝、悠ゆうは愚痴りながらも支度を調えて、テーマパーク行きの電車に乗り込んでいた。日曜日なのに人が多い。というよりは日曜日だから人が多いのか。悠は湿度と人の密集でむあっとした車内では眠ることも携帯を触ることもできず、窓の外を見る。

　昨日激しかった雨は止やんだが、外は曇天。そして窓ガラスに映る顔まで曇っていた。

　会いたくない。城きの崎さきと黒くろ瀬せに。昨日あんなことをしたばかりなのに。

　しかしこの遊びの一日含めて、自分で蒔まいた種だ。

　団体戦まで、もう一週間しかないのだ。ここで逃げるわけにはいかない。

　窓の外に、海が広がっていく。徐々に、埋め立て地に浮かぶ目的地が見えてきた。

「おお、雪山だ。氷のお城も……！」

　つい声が出る。

　田舎に居た頃は噂うわさでしか聞いたことがなかったので、いざ本物を見ると少し興奮してしまう。

　通称ＳＤＫこと、スノードロップキングダム。マスコットキャラクターである雪うさぎのお姫様ユッキーが治める常冬の王国、らしい。

　そんな国のお宝を盗みに来たおしゃれ怪盗キタキツネのルコン、彼女を追ってきたおとぼけシロクマ探偵のシロック。この三体が織りなすドタバタ模様を各種アトラクションに落としこんだテーマパーク、それがＳＤＫの世界観となる。らしい。

　悠は懸命に昨晩の予習結果を思い出す。ごくりと唾つばを飲んだ。

「よ、よし……。もう、行くしかない」

　電車が駅に着くと、人の濁流に乗って待ち合わせの場所へと歩く。すると、改札口を出た所に私服姿の纏まといだけが立っていた。退屈そうに毛先を指でくるくる回し、携帯をいじっている。

　駆け寄ると途中で纏まといはこちらに気づき、その狐顔をにこっと上機嫌に崩して、

「おはよう、纏まといさ──」

「おらぁっ！」

　鋭い中段蹴りを脇腹に決めてきた。あまりに綺き麗れいすぎる残心と痛みに、呼吸が止まる。

「なっ、なんで……。纏まといさんはすぐ、手が出るんだ……」

「出たのは脚でしょ。それで許してやるから反省すること」

「は、反省……？　何のこと……？」

「はっ？　一時間も遅刻しといて、何のこととは良いい度胸してんじゃない」

　目が点になる。

　開園時間ぴったりに来いと、昨日の夜に二年女子のふたりから改めて連絡をもらったばかりなのだ。弁明しようにも、キックがボディに響いて言葉が出てこなかった。

「まあいいわ、事前に聞いてるし。行儀悪いけどみんなと合流させてもらいましょ」

「そこ気にするならまず蹴らないようにしてほしい……」

　頼もしい俺様の背中に付いていって、入園ゲートエリアの人混みをかき分けて進んでいく。五分前にこれほどの待機列ができることが悠には衝撃だったが、さらに衝撃なことに、剣道部のみんなはその中でもほぼ最前列に陣取っていた。

　部員の中で、その高い背を真まっ直すぐ伸ばして文庫本を片手持ちで読む江え坂さかが最初にこちらに気付いた。唇をにやりと歪ゆがませて、ぱたんと本を閉じる。

「来たか、重役。まるで自分が主役だと言わんばかりだな」

　江坂の言葉に反応し、八や代しろと史し織おりの生意気一年組も悠に牙を剝むく。特に史織の目が白かった。

「信じられねえスよマジで！　なんスか寝坊って!?」

「昨日夜よ更ふかしするからですよ。悠先輩は一回死んだほうがいいです」

「ちっ、違う！　これはちっひとはーちゃんが！」

「うちらが何よ？」

　元凶の声に振り向くと、ブラウスにスカート姿の葉は月づきと、対照的に動きやすそうなパンツルックに身を包んだ千ち紘ひろが仁王立ちしていた。ふたりとも、不自然なくらい眩まぶしい笑顔だ。

　千ち紘ひろは御ご用よう達たしグッズのくま耳が生えた探偵帽を被かぶっていて、葉月はうさ耳を頭につけていた。

「ちっひ、昨日の夜間違えて時間──」

「んー？　なにー？」

　腰に当てていた両手で、千ち紘ひろはくま耳をぺたんと折ってにかっと笑った。

「うち今耳聞こえへんもーん」

「はあっ!?　意味分かんないんぞ！」

　二人に文句を言うところに、しかしいつものように二年男子が続くことはなかった。城きの崎さきは無言で携帯を触っているし、黒瀬はイヤホンを耳に入れて音楽を聴いている。

　分かっていたことだが、いざこうして自分がしでかした行動の結果を突きつけられると、潰れるように胸が痛かった。やがて、渋い声が同じくうさ耳をつけた円まど香かから発される。

「総員、傾注」

「幸ゆき村むら先輩……？」

「全員チケットは持ちましたか。年パス組は忘れてませんか。忘れた奴やつは雪だるまの中に埋めます。これより最終確認です。チーム編成は先程お話しした通り四チーム。ＬＩＮＥのノートに貼ったので、遅刻してきたおろかものは確認してね。分かりましたか？」

　数多あまたの戦場を駆け抜けてきた司令官の如ごとき風格を持つ円まど香かに、誰も口を挟めない。しかし全く自体を把握できていない悠は、不注意に塹ざん壕ごうから頭を出す新兵のように手を挙げた。

「チ、チーム分けってどういうことですか？　みんなで、一緒に回るんじゃ……」

「おろかもの。固まってどうするの。バラけて一枚でも多く人気アトラクションのスピードパスを取るの。二時間制約をパズルのように組み立てるの。妥協をするな。水上くん、ここがどこだか分かってる？　王国だよ？　処刑されたい？」

　じりじりと詰め寄ってくる円まど香かの目に、黒い炎が燃えている。つい身体からだを引いた。

「よ、よく分かんないんですけど、せっかくみんなで来たんだしのんびり楽しめば──」

　がっ、と胸ぐらを摑つかまれる。円まど香かの無機質な笑顔が目の前にあった。

「遊びじゃないんだよ、ＳＤＫは。……分かんないかなあ？」

　震えて声が出ず、悠は何度も首を縦に振る。

「あっ、開いたね。お昼ご飯はみんなでシロックのかまくらドーム、夜はスクショで送った神位置でパレードを見ます！　それだけ忘れないで！　それじゃあ──散れ！　ものども！」

　全員が円まど香かに敬礼を送る。決戦前の、最後の休息が始まった。





×　×　×






「めっちゃ早いやつ取れたやん！　ラッキー！」

「ん。こんなの、滅多にない。もう乗ったほうが良い」

　雪だるまを模したキャラクター発券機の口から出てくるスピードパスとやらを手に取って、歓喜する特攻少女Ａチームの千ち紘ひろ葉月。彼女たちと組んだのは、悠だった。

　やって来たのは北西のペンギンヴィレッジと呼ばれる地区だった。氷山や湖を流れる流氷でくつろいでいるペンギンくんに癒やされる。

　頭上にはレールがあり、そりを模した汽車がのどかに走っていく。あれに乗りたい。

「キャ──────────────ッ！」

　この雪崩を滑り落ちるヤツではなく。悠はまさしく雪崩のような汗をその背に走らせて、今手に取ったスピードパスをその背に隠した。

「あ、あのさ。これは乗りたい他の人に渡して、みんなと合流しない……？」

「えっ、なんで？　うちは乗りたいんやけど」

「藤ふじ野のも」

「俺は、あんまり、気乗りしないなって！」

　跳ねてくる水みず飛沫しぶきよりも冷たい視線がふたつ、悠に刺さる。つけ耳も相まって獣のようだ。

　無情な葉月が、首をミリ単位で傾かしげてついに真実を口にした。

「水上、急流苦手？」

「……ジェットコースターが、実は。あのふわっとなる感覚が無理で……」

「自分何しに来たんや……。それもうスノドほっとんど楽しないで？」

「お、俺は別にいいんだよ！　そもそも今日は部長と纏まといさんをって話だったじゃん！」

　弁明して必死に逃れようとするが、千ち紘ひろは無言だ。黄色のヘアピンが曇天ながらも鈍く光っている。最近あまり顔を見て話していなかったせいで気付かなかったが、ショートの髪が少し伸びたかもしれない。「遊びたないんか？　うちらと」

「え、いや、だから」

「昨日しおりんとは相合い傘できて、うちとはーちゃんとは乗り物も乗られへんのやな？」

　また汗が噴き出る。昨日、傘をパクられた際に助けられたのだ。でもどうして知ってる？

　聞きたいが、千ち紘ひろの笑顔に有無を言わさぬ圧力があって無理だった。

　悠は声にならない声を漏らし、薄い胸の前で両腕を組む千ち紘ひろに頭を下げる。

「……乗ります」

「よっしゃ、逃げへんかったんは褒めたるわ！　行くでー！」

　スキップして列へと並びに行く千ち紘ひろの背を、葉月と一緒に追いかける。悠は隣で歩く葉月の小さな肩を人差し指で叩たたいて、弱々しく耳打ちした。「な、なあ。はーちゃん」

「何？」

「……ちっひ、何か、怒ってる……よな？」

　葉月の目がぴくっと丸くなる。それから手で口元を押さえてちょっとだけ笑った。

「正解。千ち紘ひろ検定、四級」

「それじゃ履歴書に書けないよ……。な、何でだ？　俺何もしてないぞ!?」

「何で怒ってるか、直接聞かない？」

「聞かないよ！　絶対『怒ってない』って言ってもっと機嫌悪くなるじゃん！」

　このパターンは実家の道場にいたお姉様方にも覚えがある。悠が頭を抱えていると、葉月はまたくすくす笑って、付けていた耳をこちらの頭に乗せてきた。

「あの子、結構難しい」

　ないしょのヒント、と葉月は人差し指をその唇の前に置いた。

「最近、千ち紘ひろとお昼ご飯、食べた？」

「……いや、昼練でそれどころじゃ」

「傘も。どうして、千ち紘ひろが知ってる？　きっと困ってるの、見てたから」

　あ、と間抜けな声が出る。答えは自分で言っていた。

「千ち紘ひろ、さみしがり。……何もしてないから、怒ってる」





×　×　×






　八つ当たりなのは分かってる。別に、特別な意味で妬やいてるわけじゃないことも。

　その上で、だって気に入らないのだから仕方がなかった。千ち紘ひろは葉月と真ん中に悠を挟んでペンギン型のライドに乗り込んだが、いつものように楽しむ気持ちに乗り切れない。

　ずっとそっぽを向いていた。

「ああああっ!?　今ちょっとふわってなった、ふわってなったッ！　何で小刻みにこういうダウンあるんだよもうやめてくれ！　こ、殺すなら最後だけにしてくれ！」

　しかし暗い氷の洞窟の中をアップダウンするたびに、隣で悠がうるさい。というか弱すぎ。本当に昨日、道場に現れた鬼神と同一人物なのだろうか。

　せっかく葉月みたいにだんまりを頑張っていたのに、千ち紘ひろは失笑してしまった。

「やかましいやっちゃなあ。ゆーくん、女の子みたいやで？」

「差別だろそれは！　男の子だって怖いもんは怖いって！　……なあ、ちっひ」

　安全バーを持って震えながら、悠は首だけ傾けてこちらを見る。そして潔いさぎよく、頭を下げた。

「ごめん！」

「……何を謝ってるん？」

「さ、最近ちょっと色々やってて、ちっひに構えなくて……。あの、剣道のことはまた団体が終わったら絶対教えるし、昼飯もまた一緒に食べよう！」

　急に察しが良くなった悠に、千ち紘ひろはじとっと目を細める。その隣にいる相棒をそのまま睨にらむと、右上を見て唇をつり上げていた。

「カンニングしたやろ？」

「……うん」

　ばつが悪そうな顔。隠そうとしないところは潔いさぎよくて好きだが、ちょっと前提を忘れている。

　千ち紘ひろは両手をバーから外して、悠の頰ほっぺたを思い切りぐにぐに引っ張った。

「はずれぇー！　それで怒ってんとちゃうもーん！」

　別に、教えてもらった回答が合っているとは限らないし。くらえ、このあほ。

「なんやねん、構ったらんかってごめんなーって。うちはあんたの彼女か？　ん？」

「いひゃ、ひっひ、ひたいっへ!?」

「まぁ、ちょっとおもんなかったけどな！　ほんまに怒ってんのは昨日のことや！」

　悠の抵抗が、なくなる。顔から手を離すと、乗り物の風で悠の前髪だけが揺れた。

「分かるで？　なんか、どっかでどつき合わなあかんときもあるやろ。……でも」

　ちょっと不思議に泣きそうなのを堪えながら、両手でバーをぎゅっと握る。

「やるまえに、うちに一言言うとくとかなかったん？」

　別に一緒に殴り合ってくれと言いたいわけじゃない。ただ、お前には関係ないと言われて線を引かれてしまったようで、それがどうしようもなく寂しかったのだ。

「こんなやかましいのに。……忘れんとってよ」

「……ごめん」

　気が付くと、バーを持って震える手は自分のものだけ。顔も手も、悠は凪ないでいた。

「すぐ、周りのこと見えなくなるから。でも次は頼れるように頑張る」

「……次？」

「うん。次。……これからもこういうこと、絶対あるから。気をつけたって無理なんだよな。もう治らないっぽいくて」

　きっと戦いで付いたであろう目の下の傷を、悠は搔かいて笑う。

「また迷惑かけると思うけど、そのときは頼っていい？」

　甘えるでも守るでもなく、頼る。その言葉が、どうしてか千ち紘ひろには一番嬉うれしかった。

「……しゃーないなあ」

　だから、許す。スネるのはこれでおしまい。元々寝たら忘れるタチなのだ。

　ライドがまたがくっと下がる。今度は三人揃そろって声が出た。アトラクションの終わりは近い。

「仲直り、手伝わんでいい？　だんまりの時間喋しやべってあげたり、……ズラして、喋しやべらんでいいようにするくらいやったらできるで？」

　余計なことをしただろうか。集合時間。

　けれど自分が悠なら、あのあと一時間黙って一緒に過ごすのだけは辛つらいだろうと思ったのだ。おそるおそる、丸めていた身体からだを伸ばして悠を見る。

「ありがとう。色々。……でも大丈夫。黙ってひとりで待ってるよ」

　背筋を伸ばして、前を見る姿が男前だと思う。

「あいつらはこの前、殴りに来てくれたからな。今度は俺の番なんだ」

　この人と一緒に走って行きたいと心底思わせる、強い笑顔が頭上に現れた光を睨にらんだ。

「絶対大丈夫だ。あいつらが、この程度で折れるわけない」

「……ほんまになあ」

　ずるい。入っていけない。ちょっとそっちにも生まれてみたかったな、と千ち紘ひろは苦笑する。

　がったん、と車輪をはめて、ライドが最後の上昇に入る。光が近づいていく。

「ああああああ、嫌だ！　やめとけって！　落ちるなって！　そのままバックで引き返そう!?　俺は登るの大好きだけど下るのは大っ嫌いなんだって！　嫌だ─────っ！」

　せっかくちょっと男前だと思っていたのに、本当にこの男は。

　千ち紘ひろが笑って隣を見ると、葉月も同じような顔をしていた。悪だくみをする、女の子の顔。

　アイコンタクトで通じ合う。

　やっちゃうか。どうせ誰も見てないんだし。

「ゆーくーん」「水上」

「な、なに、なんだよっ!?　今そっちに構ってる暇は──」

　両サイドから、ぎゅっと悠の腕に抱きついた。

「はあっ!?　えっ、何!?」

「動画、ご褒ほう美び」

「あんな、ゆーくん！　かわいいって言うてくれて嬉うれしかった！　ほんまやぞ！」

　確かに男は羨ましい。羨ましいが、けれどやっぱり今のままでいい。

　ずるい女の子は、どちらにだって行けるのだ。

「全部終わったら、またうちらとも遊んでな────っ！」

「遊ぶ遊ぶ遊ぶ遊ぶから離して帰して死にたくな──」

　がったん。光。

「うわあああああああああああ──────────ッ!?」

「「きゃあああああああああああ─────────っ♪」」
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　全員集合、チェックポイントのお昼時。ごった返す人のせいで、集合場所であるシロックのかまくらドームこと屋内食事スペースも混雑の様相を呈し始めていた。かまくらだけあってエアコンが効いているから、六月のお客さんはみんなこの場所に来たがる。

　しかし、とある一角だけ。エアコンが壊れたかというくらいの灼しやく熱ねつが渦巻き、誰も近寄らない場所が一卓あった。修羅が二体、そこで睨にらみ合あう。

　雪の結晶型のテーブルを叩たたき割わるように、深ふか瀬せ史織がばばんと両手で卓を叩たたいた。

「なぜ貴様がここにいる、乾いぬいぃ……っ」

「うるさい。おまえこそなんでここにいる、深瀬ぇ……っ」

　負けじと乾いぬい吹雪ふぶきもどどんと卓を叩たたく。試合が、始まろうとしていた。

「今日は私と先輩が遊びに来てるの！　邪魔しないで！」

「噓うそつくな！　悠くん、学校で来てるって言ってたもん！」

「そ、それは……っ。ていうか、百万歩譲ってデートじゃなくても早く桐とう桜おうのところに戻ってよ！　学校で来てるんでしょ!?」

「…………やだ。……やだぁ！　絶対戻らないっ！」

「はぁ!?　意味分かんない！　なんでよ！」

「やだ！　言わない！　絶対やだ！」

　吹雪はぐっと唇を嚙かんで、ひたすら黙秘を貫く。言えるわけがない。

　無理矢理合コンの餌として連れてこられたなんて。しかも、相手校は秋水。イコール？

　イエス。このままいけば、兄との合コン──。

「い……い……嫌ぁ────っ！　ころしてでもうばいとるんだもんっ！」

「こっ……のぉ！　もう怒った！　今日こそ容赦しないから！」

　叫ぶ吹雪に、史織もまた覚悟を決める。

　ふたりの目線の火花が弾はじけた瞬間、ハンバーガーの乗ったトレイを持って、のこのこ悠がやって来る。今こそ戦いの火ひ蓋ぶたが切られた。

「あ、あれ。吹雪と史織、ふたりで食べるのか！　じゃ、じゃあ俺はここで──」

「まって！」

　先に仕掛けたのは、吹雪。先を取られて一歩引いた史織をきっと睨にらんで、スカートのポッケから懐刀を抜いた。早速決める──人気ジェットコースター『ユッキーのフライング★マジック』のスピードパス！

「あ、あのね悠くん。お昼から、わたしと一緒にこれに乗って！」

「……ぃ。ジェット、コースター？」

　つよい！　言えた！　勝った！　吹雪がガッツポーズをするがしかし、史織の眼鏡がきらりと光る。無効にすべきと歪ゆがんだ口が、悪魔の言葉を紡つむぎ出す。

「あっるぇー？　乾いぬい先輩。まさか、ふたりっきりで乗ろうね、ってアピールしてますぅ？」

「え……吹雪、そ、そうなの？」

「そ、そんなわけないっ！　そんなわけ……ハッ！」

　間抜けが──せせら嗤わらって史織が眼鏡を上げる。この変態かつド奥手が直接好き好き大好きなんて言えるはずがない。引いたな馬鹿め、これでとどめだ！

「せ、先輩。そんなことより、私とこれに乗りましょうよ！」

　決闘者の如ごとく人差し指と中指でスピードパスをドローし風を切る。史織の切り札──『ルコンのエスケープ☆フォールダウン』だ！　吊り橋効果を発動し、恋にぶち落とす！

「……う。そ、それ、落ちるやつだろ？」

「落ちますよ！　当たり前じゃないですか！」

「悠くん。それ、カップルたくさんいるやつ。知ってた？」

「えっ!?　そ、そうなの!?」

「ちょっと!?　噓うそつかないでよっ！」

「噓うそじゃない。悠くん、信じて？」

　もちろん、噓うそ。吹雪は真っ白な笑顔で、悠に向かってこてんと微笑ほほえむ。

「……まあ吹雪が言うなら、そうなんだろうなあ。だって昨日色々教えてもらったもんな」

「うん。夜通し」

　こひゅう、と史織が喉からくたばった息を吐き出すのを見届けて、吹雪はにやりと黒く笑った。馬鹿め、何の策もなく剣けん姫きが戦いに挑むと思ったか。勝負とは戦う前に決しているもの。予習という名目、超便利。ていうかもうあの時間最高だった頑張る悠くん超かわいい独り占めしたいだから──死ね、深瀬。

「でも、悠くんは優しいから。後輩が頭を下げて、どうしても私と乗ってくださいお願いしますって言ってきたら、乗る？」

「……うぅん。まあ、そこまでされると、流石さすがに……」

「だっ、誰がそんなことしてやりますかっ！　私を何だと……ハッ！」

　愚かな──吹雪は口元を押さえてけたけた嗤わらう。そうやってプライドの自重でいつまでも沈んでいろこの地雷女が！

　互いに一歩も引かず、吹雪が身長差で下から史織に睨にらみをかける。上から史織も睨にらみ返す！

「ふぎゅうう……！」「ぬぎゅうう……！」

「おい、ふたりとも喧けん嘩かすんなって!?　やめろって！」

　静止も聞かない一進一退の攻防は、まさに達人同士の鍔つば迫ぜり合あい。

　そしてついに。不毛な戦いに、決着のときが来る──。

「あっ、悠。いた！　早く行こうよ！」

「げッ、見つかった！」「……お兄ッ」「快かい晴せいさん……っ」

　雌雄は決した。雄の勝ち。

「パス取れたよー。昨日の夜言ってたじゃん。一個ぐらいは乗るべきだよね？」

「も、もう乗った！　乗ったから！　だから許してくれって！」

「えっ、乗らないの……？」

　快晴がはね除のけられる展開に、よしまだいけると乙女二人がほくそ笑む。

　しかし甘い。最も悠を理解し、最も悠に近い男は一秒だけ考え、ぽんと手のひらを打つ。

「逃げるんだ？　だから二位なんだね！」

「早くパスよこせよ。腕組んで乗るか？　また写真撮るか暫定一位？　ん？」

「簡単だなあ……。まあいいや、行こう！」

　まずい、まずい、まずい──吹雪と史織は呉ご越えつ同どう舟しゆう、両サイドから抱きついて。

「だめっ！　悠くんはわたしとジェットコースターでぶっ飛ぶのッ！」

「違いますぅー！　私と落ちるんですっ！」

「ちょっと、何なんだよふたりとも！　僕が先なんだから順番は守ってよ！」

　三人のアトラクションとなった悠の表情が、絶望に染まっていく。息を吸って、叫んだ。

　もう、ひとりにしてくれ──。
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「それは無理だろ」

　三人に抱きつかれて悲鳴を上げている悠を、江坂は離れた卓に座って笑って見守った。

　本人に自覚はないのだろうが、だからこそ皆に愛される。

　誰もが羨む美人の好意を一身に集めてしまうことを、妬ねたましいとは思わない。

　むしろ誇らしかった。大事にしている宝物を、皆が褒めてくれたような気持ちになる。
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　もっと、色んな人間に好かれていい。

　それだけの価値がある男だ。

　江坂は一旦悠を見るのを止め、同じ卓で食指を止めて頰ほお杖づえを突く城きの崎さきと、飲み物と携帯を持ったまま固まる黒瀬に目を向ける。少し離れた女性陣の席で、食べ物をほおばる八代にも。

　顔をじっくり見たが、三人の誰にも気付かれなかった。

　みんな同じように困った笑顔で、悠を見つめていたからだ。

「……お前は、みんなに好かれているよ」

　いつだったか練成会の日、泣きそうな顔で隣に座った悠にかけた言葉を繰り返す。

　みんなもう、分かっている。

　不器用であること。怖がりであること。強い以上に弱いこと。それから、本当は人を傷つけるようなことを、絶対にしたがるような男ではないこと。

　それでも悠は、そんな恐怖を踏み越えて、鬼の面を被かぶることを選んでくれた。

　そんなひたむきな姿に心打たれない男が、一体どこにいるだろう。

　こういう男こそが、本当は大将をやるべきなのだ。

　江坂は目を瞑つぶり、部内戦の翌日、オーダー決めの日のことを思い出す。




　むさ苦しい男が五人揃そろって道場に集まり、難しい顔でうんうん唸うなった。先せん鋒ぽう次じ鋒ほう中堅を決めているうちに陽は沈んで、後は副将と大将。

　選択肢はひとつで、全会一致で決まると思っていた。

『じゃーこれで決まりスね。言うまでもなく大将は部長だし』

『だな。やっぱ一番偉い奴やつには一番でけぇ責任負わせとくに限るんだよなぁ……』

『悠は仁じんサンの前座な。派手にやれよー？』

『任せとけ、全員三秒で終わらせてやるぞ。みんなで煎せん餅べいかじって部長の試合見よう！』

『……お、おい、待て！　お前ら、何を言っている!?』

　しばし頭が付いていかなくて言葉を挟めなかったが、慌てて叫んだことを覚えている。

『大将は水上がやるべきだろう！　つまらん遠慮をするな！　それに、秋しゆう水すいの大将は確実に乾いぬいだぞ。お前はそれでいいのか!?』

『はい。快晴とは個人戦で絶対に戦えるし。……あれ、部長もしかしてビビってます？』

『んなわけねえだろ、先輩。だって部長スよ？』

『だよなー。むしろオラわくわくしてきたとか言いそうだもん、仁サンは』

『馬鹿なんだよなぁ。もう病院が来いよ……』

　四人とも、何を当たり前のことを言っているんだというように笑う。

　しかし、納得がいかない。そんな遠慮は欲しくなかった。

『やめてくれ。俺が部長だからとか、そういうのはいい。……俺はたまたま、ひとりでここに居続けただけなんだ』

　愚かな男が意地を燃やして、ここに在り続けることを選んだだけ。それだけのことに価値などない。だからもういい加減首を縦に振れよと、全員に問いかける。

　しかし四つの首は、揃そろって首を横に振った。まるで鏡に映したように、馬鹿が雁がん首くび揃そろえて。

　やがてその座を明け渡すと言ってきた誰より強い男が、口を開く。

『でも部長は、ここにいた。……部長がいなかったら、俺たちはここにいなかった』

　熱く瞳を燃やして頷うなずく皆の前に出て、悠は言う。

『部長はもしかして、一番強い人が大将をやるべきだって思ってるんですか？』

『……あらゆる意味で、そうだろう？』

『違いますよ』

　力強く首を振って、悠は微笑ほほえむ。

『大将をやるのは一番強い人じゃない。一番、そこにいて欲しい人ですよ』

　そう言って、悠は真まっ直すぐ頭を下げた。

『俺たちは。……何より俺は、部長にそこにいて欲しい。

　必ず繫つなぐから、そこで待ってていてください』

　踏め、と。

　踏んで、この俺の上に立てと。

　誰より強い男は頭を下げて、そして自身は泥にまみれることを選んでくれた。

『分かった』

　今、決意と共に改めて、その言葉を嚙かみ締しめる。

『俺が、お前たちの大将だ』




　誰もが、簡単に頭を下げることを選べるわけじゃない。

　今、悠に声をかけられない、傍そばで黙り込む城きの崎さきと黒瀬だってそうだ。

　正しいことだからと、必要なことだからと、理屈だけに従って頭を下げられたらいい。

　けれど、できない。男とはそういう生き物なのだ。かつて自分もそうだったから分かる。

　そして分かるからこそ、ここからは自分の仕事なのだろう。

　頷うなずいて席から立ち上がり、ひとりで退屈そうに座る彼女のもとへと歩いて行く。

　自分だけで上手うまくできたら良いいが、こういったことは極度の苦手だ。

「立花」

「……なによ？」

「頼みがある。力を貸してくれ」

　恥ずかしいが、情けないが、頭を下げる。いくら汚れても構うものかと思った。

　何でもしよう。そうでなければ、恥ずかしくて皆の上に立つことなどできない。

　そんなことを思っていたら、纏まといに顎あごを持たれて顔を上げられる。ぱっしぃん！　と勢いよく頰を張られた。「痛ッ!?」

「ほんっと、この馬鹿！　簡単に頭下げんな！　男が下がるでしょうが！」

　目を丸くして、纏まといの顔をよく見る。

　紫と黒色のきつね耳が出ている怪盗のシルクハットを被かぶっていて、心底不機嫌そうだった。

「あによ、その化かされたみたいな顔は！　大体ねえ、あんたはいつもいつも──」

「いや。似合っているなあと思ってな」

　思わず諸もろ々もろ忘れ、携帯を取り出してかしゃっと撮る。

「ちょっ、撮んな!?　金取るわよ！」

「ああ。いくらだ？　これは普通に払いたいぞ」

「……あんたがお世辞なんて、よっぽど差し迫ってんのね」

「世辞？　何がだ？　ところでもう一枚撮って良いか？」

「だっ、駄目！　やめなさい！　わ、分かった！　何でも聞くから、もうやめなさいっ！」

　真っ赤になってハットを深く被かぶり、纏まといはせっかくの顔を隠す。

　風のせいかぴょこぴょこと耳が動いていた。

「あまり何でも聞くとかすぐに言うなよ。少し心配になるぞ」

「……るっさい。何もしないくせに。で、何なのよ？」

「子どもが拗すねている。半分手伝ってくれないか？」

　いつも通り、省略した軽口を叩たたく。するとすぐに、帽子の下の唇がにやりと曲がった。

「じゃ、賢い方はやったげるから、あんたは馬鹿の方をやんなさい」

「分かった。……いつも、すまないな」

「なーに言ってんのよ。こんなのあたしの魔法にかかれば、あっという間劇場よ？」

　纏まといはテーブルの上に置いてあったおしゃれ怪盗ルコンの魔法のステッキを手に取り、先っぽでハットのつばを上げる。にやりと笑う、いつもの不遜な笑みが現れた。

　絶対の安心感。きっと、すぐになんとかしてくれるだろう。

「見てなさいよー？　……ワン、ツー、スリー、はいっ！」





×　×　×






「宣戦布告の握手だぜー、悠」

「まさか、逃げねぇよな？」

「当たり前だろ。寝言言うな！」

　まるで本当に魔法のようだった。

　江坂は夕方、王国の中央広場で、パレードの場所取りのシートに座って茜あかね空ぞらを見上げる。

　彼女が竹刀のようにステッキを振り下ろしてから、曇天も、それから時間も吹き飛んでしまったような思いがする。

　さすが立花だ、と言わざるを得ない。

　顔を、シートの近くで笑い合う三人に目を向ける。常冬の国に、雪解けが訪れていた。

　城きの崎さきの横に黒瀬が並び、悠に左手を差し出している。

　悠はくま耳の探偵帽子を右手で脱ぎながら、空いた左手でぎゅっと力強くそれを握った。

　どうやら、かかったらしい。手錠をかけるように、城きの崎さきが悠の左手首を摑つかんだ。

「え？　な、何？　何のつもりだ？」

「かかったなー、名探偵。手ぇ開いてみな！」

「残酷な現実はいつもひとつなんだよなぁ……」

　黒瀬がただの握手なんてするはずがない。

　握らせたのだ。スノードロップキングダム最高峰の雪山から叩たたき落おとされる地獄のアトラクションこと『シロックのカタストロフ☆マウンテン』、そのスピードパスを。

「あああああああああああッ!?　嫌だ────っ！」

　まさしく弱みを握られて悠は逃れようとするが、もう遅い。

　悠を抜いたＬＩＮＥグループで、弱点は諸もろ々もろ筒抜けだったのだ。

「逃げるわけないんだよなー？　ちっひーとぎゅーした、ゆーくん♪」

「おれたちとも遊べよ。リアルな落としどころでな♪」

　トラウマを突きつけるように、ふたりは写真の千ち紘ひろと葉月と同じ構図で悠を抱きしめる。

　見ていて痛快になるくらい、悠は真っ青になっていた。

「嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ助けてくれっ！　あんな高いとこ無理だって！　死んじゃうって!?」

「死なねー死なねー、悠ならダイジョブ。好きなんだよなー？　てっぺん」

「それは登るのだけだって!?　落ちたくない！　君臨したいんだ！」

「もう落ちてんだよなぁ。二位」

「うるっせぇ二位って言うな！　あぁっ無理無理無理本当に無理なんだって！　部長ッ！」

　ああ、このときを待っていた。よくぞ呼んでくれた。

　今こそ、恩を返そう。

「パレードの時間には戻ってくるんだぞ？」

　満面の笑みで、死刑を言い渡す。くたばってしまえばいい。

　年下にあんなことをされて平気なら、剣道部なんてとっくの昔に辞めている。

「弱点を突くのは、基本だな？　……死んでこい、水上」

「あ……、あ……、明日、覚えてろよッ！」

「連れて行け」

　剣道場よりも数倍酷ひどい悲鳴が心地いい。どんどん悠の背中が小さくなっていく。

　その背を座ったまま、いつまでもぼうっと見つめていた。

「魔法、か。……もう、贅ぜい沢たくすぎるな」

　幸せだった。もうこれ以上、誰かにそれを願いかける必要はないだろう。

　夢は、叶かなってくれた。あんなに愛すべき男の形となって、今ここに。

「……おう。江坂、か？」

　聞いた覚えのあるその低い声に、振り返る。

　陽光に照らされてスキンヘッドが光っていた。

「乾いぬいが来ているのは知っていたから、それほど驚かんが。……妙な所で会うな、瀧たき本もと」

「まあ、俺も御み剣つるぎを見たからの。……お前も場所取りか。隣、シート広げてもええかのう」

「いいんじゃないか？　橋はし倉くらが来ているなら嫌がりそうだが」

「あいつはどこでも嫌がりよるから一緒じゃ」

　違いない、と笑う。シートを広げる瀧たき本もとに手を貸すこともしなければ、広げたその領土に入っていくこともない。視線も交わさず、ただ二人、並んで非日常の景色を見つめた。

「今日は、どうして来たんだ？　正直秋水の男面子メンツでスノードロップなんて考えられんぞ」

「ああ、他校と来とるんじゃ。いわゆる合コンいう奴やつじゃの」

「な、何？　お前らがか!?」

　素っ頓狂な声が出て、思わず瀧たき本もとのほうを振り向く。
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　面おも映はゆそうな顔をするかと思っていたのに泰然としていて、それもまた驚きだった。

「信じられん……。お前らはみんな揃そろって、女なんてと言いそうだが……」

「アホ、何でじゃ？」

　瀧たき本もともこちらを振り向く。穏やかで、どこか幼いその笑顔を見るのは初めてだった。

「女は、おった方がええやろ。お前はお恵まれとるんやぞ？」

「……かもな」

　なぜか、救われた気持ちになる。

　思えば瀧たき本もととは戦いの場でしか会ったことがない。

　最後に、気を許す一人の人間として語り合える機会があることが、少し嬉うれしかった。

「……だが、女しかいないというのも、辛つらかった」

　弱音など、敵に晒さらすべきではないのかもしれない。しかし、それでもいいと思った。

　正しいだけが正義なら、今ここに座っている自分などいるはずもない。

　立場を違えた男が、そうかと寂しく笑う。きっと言葉以上に伝わるものがあると信じた。

「まあ、今日は俺はどうでもええ。……みんなが楽しかったらええんじゃ。滅多にない休みや。ようけおる部員がみんな喜んでくれるなら、何でもしたるよ」

「……多いよな。秋水は」

「おう。全国から色んな奴やつが集まっとる。……強豪校、やからのう」

　高校剣道に携わる者で、名門、秋水大学付属高校の名を知らない者はいない。

　最強の男、乾いぬい快晴の棲すみ処かで全国大会常連校。自分もその肩書きに、かつて憧れた。

「のう。みんな言いよる。秋水は強い。面白くない。全国から強い奴やつ集めて、恵まれた環境で練習しとるんやから、勝って当たり前なんじゃと。……はよ負けろと、まるで悪の帝国じゃ。まあお前らみたいな公立校が勝ったら、それはドラマがあって面白いんは分かるがの」

　くつくつと、喉を鳴らして瀧たき本もとは笑う。揺れる肩が、大きかった。

「でも、想像してみろや。……みんな親元離れて、色んなもん捨てて、ここにおる。こんな風に遊びに行ける毎日捨てて、あんな惨むごたらしい稽古受けてでも強つよなりたいと頑張っとる。……それでものう。試合に出ることすら、できん奴やつかっておるんじゃ」

　瀧たき本もと龍りゆう伍ごは、名門秋水の主将だ。肩書きだけ見れば、これほど華やかなものはないのかもしれない。だがその名以上に、彼が背負ってきた想おもいや重圧は、いかばかりか。

　立場を背負うその背中に、静かに敬意を払った。

「そいつらのためにも負けられん。絶対。剣道は、面白くなくてええんじゃ」

「……まあ、俺は面白くするけどな」

「くく、言いよる。……のう、江坂。お前、大将じゃろ？」

　手札が透けていることは聞いている。隠さず、うんと首肯した。

「俺は最初、断ったんだがな。水上にしろと。……だが、みんながなぜか譲らなかった」

「そうか。……そうやろのう」

　瀧たき本もとは声を出して笑う。理由は分からないが、こちらからも問う。

「分かってはいるが。お前は、中堅なんだろう？」

「おう。隠さんわ。……ここが一番好きなんじゃ。たとえお前と戦えんくても」

　剣道の団体戦は、三人勝てば勝利が決まる。

　だからどんな勝勢でも劣勢でも、三番目の中堅には必ずチームの勝敗をかけた戦いが回る。瀧たき本もとは、そこに在ることを選んだ。

「今や、俺よりお前の方が強い。たったひとりで、ようそこまで行けたもんじゃ。……俺は乾いぬいや水上には勝てん。橋倉にも。個人戦にだって出られん始末じゃ。……でも、ええんや」

　瀧たき本もとが、不敵に笑う。鏡のように。

「俺はキャプテンじゃ。最後にチームが勝てば、それでええ」

「……ああ。お前がそこにいて、良かった」

　宿敵が、人生を彩いろどる。それを認められる境地に立てたことが、嬉うれしかった。

　江坂が腕時計を見る。みんなが集まってくるまで、まだまだ時間があった。

「……暇だろう？　少し、昔話に付き合え」

　藤ふじの宮みや高校剣道部部長、江坂仁は時刻盤を穏やかに見つめて目を瞑つむる。

　時計の針が、ただひとりの愚かな男のもとへと、逆回りしていった。
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　竹を割ったように、単純な馬鹿だった。

　祖父の本棚に刺さった剣豪小説に夢中になって、小学校の修学旅行では木刀を買った。リュックには今でも錆さびた剣のキーホルダーが付いていて。

　そんな馬鹿だったから、竹を割った刀を手に取るまでに、それほど時間はかからなかった。

　熱中した。時間を忘れた。苦しいことも多かったが、心も身体からだも日々強くなっていくことが分かるのはどんなゲームよりも面白く、毎日どうすれば強くなれるのかばかり考えていた。

　中学では、仲間にも恵まれた。

　公立の部活で六大道場出身など誰も居なかったが、皆心身ともに強い最高の戦友だった。

　そんな仲間たちと摑つかむ団体での勝利は格別だった。個人での勝利など比べものにならない。繫つないだ想おもいを大将戦で引き受け、最後に勝ってみせるその感覚が、今でも忘れられない。

　奴やつらとなら、どこまでも行けると思っていた。

『……そうか』

　だから最後の最後、全国出場の一歩手前。副将戦でチームの勝敗が決してしまった瞬間に、天を仰いで唇を嚙かんだことを今でも覚えている。

　悔しかった。死に損ねた気がした。散るならせめて、皆の責をこの背に負って散りたかった。

　だからたとえ自分ひとりでも、その先に進む道を選ぶべきなのだと思った。

『江え坂さか仁じんです。よろしくお願いします』

『……おう』

　常勝、秋しゆう水すい大付属。その顧問、村むら瀬せ健けん次じ郎ろうに頭を下げて、引退してから可能な限り練習に顔を出した。絶対にここに入って、今度こそ全国へ行く。その意志は固かった。

　だから、お前を特待で呼ぶことを考えていると言われたときは、やはり胸が躍った。自分はあの秋水に認められている、強くなれているのだと、愚かにも喜んで。

　だが、実情はそうではなかった。常勝校にも選手の取り合いというものがあり、それが思うようにいかない年もあるらしかった。

　素材としての評価だ、と刃物を突きつけるように奴やつは言う。

　それでも堪えた。別にいい。強くなって見返して、振り返ればお前を取って良かったと言わせるのも一興だろう。

『お前は、特待では取らない』

『……は？』

『六大道場のツテで、瀧たき本もとという男を呼ぶ。必ず獲とらなければならない』

　勝負の世界。大人の立場。常勝不敗を背負うため。

　今になれば、口数少ない悪あつ鬼き羅ら刹せつの言葉を補うこともできるのかもしれない。

『お前は、一般枠で入ってこい。……臨むのなら、入部試験は免除してやる』

　だが、お前でなくてもいい、と言われた。

　頭を下げれば、お前を飼ってやってもいいと。

『馬鹿にするなっ！』

　そんな舐なめたことを言われて従うくらいなら、死んだ方がマシだと思った。

『こんな所、こっちから願い下げだ！』

　大上段に構えた。

　誇りよりも大切なものなどないと、愚直にもそう信じて。




　奴やつらと戦える場所を、血ち眼まなこになって探す。幸いにもうってつけの場所が見つかった。

　県立藤ふじの宮みや高校。

　顧問の佐さ々さ木き冬とう至じは穏やかながらも六大道場でその名を馳はせた達人で、何より当時、藤宮は文句なしに強かった。黄金世代が揃そろっていたのだ。公立校にはたまにそういうことが起こる。賭けるならここしかないと勉学に励み、何とか滑り込んだ。

『江坂仁です。目標は、秋水を倒して全国に行くことです。よろしくお願いします』

　正式入部の挨拶で、ぴしりと頭を下げる。もうなりふりなど構っていられなかった。

　しかし、そのとき。他の奴やつらは気付かなかっただろうが、隣に立っていた自分は気付いた。

『……馬鹿じゃないの』

　いかにも真面目そうな黒髪の女め狐ぎつねは小さく鼻で笑って、そう言ったことを。

『立たち花ばな纏まといでーす。生徒会にも入りまーす。両立するとなると要領悪いんで迷惑かけちゃうと思うんですけど、どっちも頑張りたいんで見守っててくださいね。よろしくお願いしまーす』

　あたたかい拍手の中、冷たい視線を向けて思う。

　こいつは嫌いな女だな、と。

『あ、あの、幸ゆき村むら円まど香かですっ！　ううう運動部は初めてなんですけど、よっ、よろしくお願いしますっ!?』

　そしてこの穏やかそうな短髪の子は、一体どうして剣道部なんかに来たんだろう？　と。

　十人居た新入部員で覚えているのは、それだけだった。

　他には何も目に入らなかった。強くなり、秋水を倒すことしか。

　そして五月の部内戦。一年生にしてそれを勝ち抜き、ついに奴やつらと戦う資格を手にした。

『このオーダーで行く。いいよな、江坂？』

　ポジションは、大将だった。いつもの場所。だが、見渡す景色は少し違った。

『どーんと構えてな。お前に回る前に、絶対終わらせてやるからな』

　先輩たちは本当に強かった。最後まで誰ひとりとして勝つことができなかった。

　だから与えられた役目は、捨て大将だった。

　団体は前で三人勝てばいい。

　だから戦力を前に集中して、一番強い敵が出てくるであろう大将には一番弱い人間を置き、辿たどり着つく前に勝負を決めきる。そういう、屈辱的な戦法だ。

『そんなことを言わず、仕事を残しておいてください』

　別にいい。もう格好は問題じゃない。回ってきたそのときに、一番格好良ければいい。

　だがそんな馬鹿の夢想は、やはり叶かなわなかった。

　相手は秋水。大将戦前の勝者数は二対一で勝ち、得本数すらも二対一で勝ち。

　引き分けでも勝ちで、一本負けでも代表戦。伸ばした手は、もう少しで全国に届く。




『どオォォッしゃああああ───────────────ッ！』




　なのに自分は、奴やつの圧倒的な力を前に、最後まで剣を構えることすらできなかったのだ。

『胴あり。……勝負あり！』

　捨て大将は斬って捨てられ、惨みじめに自陣に戻って頭を床にこすりつける。情けなくて、涙で全てがにじんで、それでも口は止まらない。

　すみません、すみません、すみません。俺のせいで──。

　そんな肩と背中を、先輩たちは優しく叩たたく。いいんだ、よくやった。お前のせいじゃない。

『やめろ！　そんなやさしさは、いらない！　……どうして。どうして、笑っているんですか!?』

『……お前にも、いつか分かるさ』

　分かるわけがない、と顔を上げる。そして、憎くて仕方がない対岸の仇きゆう敵てきを睨にらんだ。

　橋はし倉くら崇たか仁ひと。灰の瞳と白い肌の、石動いするぎ剣けん友ゆう会かいから来た天才剣士。

　絶対に忘れるものか。早くその顔をこちらに見せろと、思い切り睨にらんでやる。

　なのに奴やつは、こちらを一いち瞥べつすることすらしなかったのだ。

『この、カスどもが！　いい加減にしろ舐なめてやがんのか！　殺すぞッ！』

　コートから捌はけた瞬間、奴やつは負けた味方の身体からだを蹴り飛ばす。その喉笛を喰くい破るかのように胸ぐらを摑つかんで、吠ほえた。

『こんな雑魚ざこども、蹴散らして当たり前なんだよ！　何こんなとこで負けてやがる、苦戦してやがる！　ふざけんなっ！　足引っ張ってんじゃねえ！　今すぐここで殺してやろうか！』

『おう、橋倉ッ！　やめろ！』

　瀧たき本もとに羽交い締めにされて、それでも奴やつは牙を剝むくことをやめない。その目は血走り、まるで人ではない。死に場所を求めている狼おおかみのように、奴やつは吠ほえた。

『一番上に登るんだ！　そこにしか、あいつは来ねぇんだ！　分かってんのかァッ！』

　奴やつが、奴やつらが、何を見ているのかは知らない。だが、確かなことは一つだった。

『……許さん。絶対に、許さん……っ』

　敵も未熟な己も、何もかもが許せない。ただ憎ぞう悪おで頭が狂った。

『教えてください、先生。……俺には、何が足りないんですか？　どんな練習をしたら、橋倉のような天才に勝てるようになるんですか？』

　頭を下げる。道場で。

　すると佐々木は優しく、けれど慈悲なく、真実を告げた。

『ねえ、江坂くん。才能というものは残酷です。どれだけ同じ山を登っていても、自分より速く登る者、そしてその姿すら見えないほど悠か高みに座す者が、必ず存在してしまう』

『……橋倉が、そうだと』

『いや、彼ではまだまだ。……上には、上がいる。行き止まりの道も、あると知らなければ』

　佐々木は傍そばに置いた竹刀しないを握る。力強く。

『勝ちたければ、違う道を極めるしかない。……君には上背がある。構えを、変えましょう』

　彼の両肘が、菱ひし形がたを描く。その剣けん先せんが、頂上を目指すように天を衝ついた。

『……上段、ですか？』

『うん。火の位、と言ってね。構えたら最後、不退転。命を燃やす位だと言われている』

　構えを下げて、佐々木は剣先を摑つかんで柄をこちらに向ける。

『ものにするには残された時間を全て捧ささげ、尚なお且かつ、積み上げてきたものを一旦全て崩さなければならない。……そのうえで、芽が出るか出ないかは賭けなのです。それでも』

『やります』

　迷いは、なかった。差し出された剣を、強く握る。

『このままでは、死ねません』

『……よろしい。全てを捧ささげなさい』




　三百六十五日、暗闇の中に篝かがり火びを灯ともす。

　日が昇るよりも早く道場に来て竹刀を振り上げ、日が沈んでからも竹刀を下ろした。雨の日も風の日も溶けるような日も雪の日も、ひとりきりで逆の摺すり足あしをする。

　練習では全てを吐き出す。

　佐々木には人でないように扱われ、何度も手洗いの洗面所で吐き、その鏡に無様な自分を写したか分からない。

　血走った眼め。涎よだれが滴したたる獣のような口。切り傷から流れる血液。

　それでもこの目から、後悔の涙がこぼれ落ちることは一度もなかった。

『おい、何をしている！　早く練習に来い！　舐なめているのか！』

『……もういいわ、俺。辞めるし』

『ついてけねーよ。そんなに秋水に勝ちてえなら、どっか違う学校行けばよかったじゃん』

『…………勝手にしろ！　お前らなど、最初から要らん！』

　憎しみに満ちた刀で、色んなものを斬り捨てる。

　夏が過ぎ、枯れ葉が舞う頃には、同期の男子部員たちは既に全員辞めていた。

『お前らは、そんな生き方で恥ずかしくないのかッ！』

　憤いきどおりばかりが身体からだに満ちた。どうしてそんなに皆揃そろって意志が弱い。上から叩たたいただけで、簡単に折れて火は消えて。どうして誰も、同じ熱量で生きられない──。

　鏡の前で、憎ぞう悪おの炎を燃やし続ける。暗闇でひとり、頂点を目指し竹刀を衝ついて。

　そんなひとりきりの真っ暗な朝、鏡に自分でないものが映った。

　立たち花ばな纏まとい。黒髪の、大嫌いな女。

『……ねえ。もう、やめたら？　馬鹿みたいよ、あんた』

『馬鹿なんだ。放って置いてくれ』

『無駄な努力って分かってるでしょ？　もういいじゃない。こんなところであんたひとりだけ強くなってどうすんのよ？　……それであんたに、何が残るって言うの？』

『何も残らなくていい』

　愚かさを問う段階なんて、もう過ぎた。今更生き方など変えられない。

『明日隕いん石せきが降ってくるとしても、俺はここにいる』

　左片手で振った竹刀が、ぴたりと止まる。

　気付けば、肩幅も顔つきも変わり果てていた。

『…………っとに。馬鹿なんじゃないの!?　一回死ね！　見てらんないわ！』

　鏡の後ろで、纏まといが手提げ鞄かばんを床に投げつける。そして急に、制服を脱ぎだした。

『お、おい！　何をしている!?』

『あぁ!?　胴着に着替えてんでしょうが！　今ここであんたぶっ殺してやるって言ってんの！』

『わ、訳の分からないことを言うな！　お前は女子──』

　ばしん、と強烈な張り手が頰を襲う。どんな打突よりも痛かった。

『女だからって何だ！　くだんない言い訳で保険かけてんじゃないわよこの下手くそ！　時間ないんでしょ、さっさと防具着けろ！　そんなにあたしの身体からだが見たいか！』

『……っ、勝手にしろ！　お前には手加減せんからな！』

　殴り合った。本気で。それでも当時は互角になるくらい、立花纏まといは凄すごい女だった。

　熱く激しく気高くて、何より理性を纏まとってそれらを隠せてしまう強したたかさ。

　羨ましくなってしまうくらい、自分とは反対の賢い生き物だった。

『ちっ、時間ね。授業行くわよ。……あぁもう、本っ当最悪！　こんな汗臭い身体からだで──』

『立花』

『何よ!?』

『ありがとう。……良い練習になった』

　頭を下げる。糧かてとなってくれるもの全てに。

　それにもう、嫌いな女でもなくなっていた。

『っ……、馬鹿、馬鹿、ばぁか！　ほんっと、死ね！　馬鹿、ばぁか！』

　消えていく背中に、少し笑う。それ以来殴り合うことが増えた。そうしていると少しだけ憎ぞう悪おを忘れられる。

　だがそれでも何かを赦ゆるすことはついになく、そして一年の歳月が流れた。

　待ちに待った二年生の六月。残った僅かな先輩と、新しく入った後輩たちと共に復ふく讐しゆうへ。

　団体の二回戦。相手は待ちに待った、秋水大付属。自分のポジションは中堅だった。三番目なら団体の勝敗に僅かな可能性が残ること。それから、もう大将ではない橋倉と瀧たき本もとのどちらかがここに来ること。それらを考えて志願し、濁った眼めを張り出されたオーダー表に向けた。

　中堅、瀧たき本もと。全ての歯車を狂わせてしまった元凶の名前。それを逆恨みだと御せる理性は、既に己の中になかった。

　審判が「始め」の声をかけた瞬間、意識が消えた。

　黒く激しく燃える憎ぞう悪おの炎を頭上に掲げて、燃やし尽くすように振り下ろす。




『雄おおおおおオオオオオ─────────殺ャあああああああああッ！』




　簡単に、二本で終わった。二分もなかっただろう。気が付けば殺していた。

　自陣に座る頃には、副将の橋倉がやはり一分以内に勝負を決めていて。……それから。

『めェ─────ンしゃぁあああああゃァアああ、らあァアッ!!』

　地上最強の大将、乾いぬい快かい晴せいの試合は三十秒もなく終わっていた。砕くような引き面で。

　何かがぼきりと折れたような音を聞いて、ふらふらと整列して頭を下げた。

　虚うつろな目が、試合結果を捉える。

　四対一。

　秋水の勝利。

　そして、江坂仁の圧倒的勝利。

『……は』

　出てくるものは乾いた笑いだけで。虚むなしくて、涙すら出てこなかった。

『こんな下らないもののために、俺は……』

　力が入らず立ち尽くす自分と、試合を終えて撤収していく秋水大付属がすれ違う。

『やるじゃねーかよ、快晴。また二十秒か？』

　別人だろう、と思った。それぐらい、橋倉の眼めは穏やかで凜り々りしくなっていた。

『数えてないです。もう、何だっていい。……必ず勝つ。誰にも負けない。それだけだ』

　その代わりに、冷たく。絶望が凍ったような眼めで、最強の男が天を見る。

『一番上へ、行かなきゃ。僕にはもう、それしか残ってない』

『……だな。おい、次は仕事してくれよな。次期キャプテン』

『……ああ。すまんのう』

　奴やつらは揃そろって上を見て、誰も下など見てくれない。だからもう、自分で振り返って問うしかなかった。共に天を見る仲間は、ここにいるのか？

『んー。……やっぱオレには無理だなー、秋水に勝つのは』

『まぁ、当然の帰結だろ。やってねぇ分求めんのは虫が良すぎる』

　誰も、いない。何も残っていない。賢い女が教えてくれた通りになった。

　一体、どこで間違ってしまったのか。そもそも、なぜ勝ちたかったのか。

　あまりにも馬鹿だから、全部終わってしまってようやく気付いた。

『……おれは。……みんなで、かちたかったのに………………』

　胸に燃えていた炎が、消えていくのが分かった。




　その翌日、初めて早朝の練習をサボって登校した。制服ズボンのポケットに退部届を入れ、体育館に寄る。あとは教官室に寄ってそれを佐々木に渡すだけだった。

『……ん？』

　向かう足を止める。誰も居ないはずの道場に明かりが付いていた。もう辞めると、寄らないと決めたはずなのに、まるで光に惹ひかれる蛾がのように足は動いて、剣を離した手が扉を開いた。

　そこに、炎が燃えていた。

『あっ、江坂くん。おはよう！』

『おっそいのよこの馬鹿！　サボりとはいい身分してんじゃない！』

『…………………………くっ、』

　もう、堪たえきれなかった。

『はっははははは！　あは、あはははははははっ！　立花、その、その髪……あはははは！』

　染まっていた。馬鹿みたいに。性格みたいに毛先も曲がって。

　化けの皮が剝がれたのか、それとも逆に纏まとったのか。

　分からないが、笑いが止まらなかった。

『なっ、なによ……。そんなに笑わなくたっていいじゃない！』

『わ、笑うなという方が……ふっ、あははははは！　ゆ、幸ゆき村むら、助けてくれ、笑い死ぬ！』

『……いやー。まさかここまでやるとは思わなかったよねえ。生徒会長はクビかなあ？』

『うっさいわね、なんないわよ！　だったらあたしに合わせて全部ルールを変えてやる！』

　行儀悪く、ばしんと竹刀で床を叩たたき付つける。

　剣道人なら絶対にしない行為をあえて見せつけ、立花纏まといは燃え上がるように吠ほえた。

『何が三本刀よ、何が剣姫よ、何が笑わない男よ!?　中二病か！　そんなカッコつけてる奴やつらはねぇ、今から全員ぼっこぼこにされていくのよ！　こんなふざけた髪した女に！』

　竹刀をびしっと突きつけてくる。喉元に。

『今に見てなさい。絶対、痛快なんだから。……一番凄すごいのは、このあたしなんだから！』

　この女にどんな事情があって、髪を染めたのかは知らない。だが分からない奴やつではないはずだ。そんな髪をして大口叩たたいて、もしも負けたら誰が一番ダサいのか。

『負けたまんまで終われるか！　次は本気を出して、あたしが勝つ！』

　それでも彼女は、大上段に構えて叫んだのだ。不退転を。

　燃え上がる火の位を、その身に纏まとって。

『……ああ。そうだよな』

　消えかけた胸の炎が、再び激しく燃え上がる。この女だけには負けるなと、血が熱い。

『負けたままでは、終われないよな。……次は絶対、みんなで勝つんだ』

　強く、左の拳を握りしめる。そんな様子を、伸びた髪を触りながら円まど香かは笑った。

『ちゃんとそれ、わたしも入ってる？』

『うん。勿もち論ろんだ。……結局、俺たち三人だけか。この学年で残ったのは』

　苦笑しながら、円まど香かに頭を下げる。詫わびなくてもいい非礼を詫わびた。

『すまないな。正直昔の俺は、お前が最初に辞めると思っていた』

『あはは。……うん、わたしもそう思ってた』

　剣道が似合わない女の子。そう思っていた子は、やはり目の前で穏やかに笑う。

『でもね、わたし辞めない。せっかくここまで来たんだもん』

　そのとき、初めて知った。

　戦いの中にあって、それでも笑うという強さがあるのだと。

『わたしは絶対、最後に笑って終わりたい。今までのわたしに、笑われたくないから』

　強く打たれて、頭を下げた。

　やはり幸ゆき村むら円まど香かは、強い剣道部の女だと心底認めて。

『お前は、いい女だなあ』

『……あんた、何言ってんのよ』

『あっ、本当ー？　うれしいなあ。ねえ、纏まといも染めたし、わたしもまた髪切ろうかなあ？　江坂くんは長いのと短いのとどっちが好き？　江坂くんの好み、知りたいなー？』

　そして強すぎる女だと知ったのもこのときだった。

　これ以降、一度も勝てたことがない。

『お、おいよせ。にじり寄ってくるな！　お前にそういう興味はない！』

『えー？　ほんとかなあ？　わたし知ってるんだよ？　江坂くん、たまーにわたしの胸見てるでしょう？　そういうの、バレてないとでも思ってる？』

『……………………それは仕方がないだろう』

『仕方なくねぇわよ！　やっぱあんたは今ここで死ね！』

『おい竹刀を振り回すな！　危ないだろ!?』

　笑おう。最後まで。

　ここにいる誰ひとり欠けることなく、最後まで駆け抜けてやる。

『……あと一年だけ、賭けてやろうじゃないか』

　鏡に掲げた篝かがり火びの向こうに、蜃しん気き楼ろうのような夢を見る。

　女の子の中ではなく、同じ熱量を持った男たちと立ち上がり、宿敵を倒して抱き合う夢。

　叶かなわないことは分かっている。きっとこの炎は燻くすぶった者たちには移らない。都合のいい救世主など現れない。

　それでも万が一が起こる可能性があるのなら、命を燃やしてこの場に在り続けよう。

　そして季節は巡り、三年生。最後の想おもいを賭けた春。

『いいよ。見るだけって約束したからな』

　恋い焦がれるように人を待ち、きっと誰にでも頭を下げようと思っていたら。

『……あっ』

　悠はるか遠くの夢のほうから、道場に頭を下げに来た。





×　×　×






　瀧たき本もとと話し込んでいると、もう夕ゆう陽ひが沈みきりそうな時間帯になっていた。

　非日常の王国の空に、宵闇が広がる。風ふ情ぜいがあって、花火などがよく映えそうだ。

　パレードの時間は近い。だというのに、親子連れたちはそれを諦めるように次々出口へと、日常へと戻っていく。そんな中、それに抗あらがうように、流れに逆らって歩いてくる者がいた。

　灰の目を細めて、嫌なものを見たというように奴やつは吐き捨てる。

「うわあ……。おめーら、いかつい雁がん首くび二つ揃そろえて何笑ってやがんだ……？」

「おう、来たか橋倉。早はよう代わってくれや」

　手洗いに行くから代わりを呼ぶと言っていたが、まさか橋倉とは思わなかった。

　この男と、一体何を話せばいいのか。所在なさを隠すように、考えていたことを口にする。

「これからなのに、なぜ親子連れはみんな帰って行くんだろうな」

「……メシとか明日の仕事とか、色々あんだろ。ガキ共は疲れて寝ちまうしな」

　ゆっくりと去って行く瀧たき本もとと入れ替わって、橋倉はシートにごろんと寝転ぶ。楽しい時間はおしまいってやつだな、と退屈そうにあくびをしていた。

「言っとくけど俺っちは、瀧たき本もとが戻ってきたらすぐフケっからな」

「……ふ。お前は相変わらずブレんと言うか、群れんというか。変わらんな」

　だが、変わったものも確かにある。きっと昔の奴やつなら、たとえ瀧たき本もとの頼みでもこんなところにはやって来なかっただろう。中学三年から、高校三年。月日は確かに流れていた。

「つーか、おめーが変わりすぎなんだろ。昔は弱ぇクセに、殺し屋みたいな眼めぇしてやがってよ。……今はすっかり、逆だ。やりにくいったらありゃしねえ」

　そんな評価を、橋倉から貰もらえるとは思っていなかった。沁しみて、唇が緩む。

「それを言うならお前もだ。昔は獣みたいな雰囲気だったのにな」

「あぁ？　おめーも丸くなったとか言いやがんのかよ」

「ああ。険が取れた。……だから、今が一番、強そうだ」

　宵空を見上げていると、息が漏れたような音がする。

　一度は誰より憎んだ男が、隣で笑った。

「俺っちはいつでも今が最強なんだよ。一度も逃げたことねーからな。……おい」

「何だ？」

「おめー一年前の団体覚えてるか？　うちとやって、おめーだけ瀧たき本もとに勝ったやつだ」

「ああ。忘れるわけがない」

　橋倉が身体からだを起こす。両手を後ろについて、奴やつは声音を落として言った。

「あの後な。……瀧たき本もとは一週間、稽古を休んだ。辞めようと思ったらしい」

「……な、に？」

「馬鹿な奴やつだろ。でけー図ずう体たいしてよ。……神経が細ぇんだ。勝手にぐるぐる考えやがる。相手を憎むことすらできやしねー。……あんとき、ずっと言ってやがった。うちに来るべきだったのは俺じゃなくて、江坂のほうだったんじゃねーかってよ」

　しばし、何も言えない。

　しかし橋倉は、そんな自分を見据えてにやりと笑った。

「けどよ。あいつは、戻ってきたぜ。一度逃げたって戻ってきた。御剣だってそうだ。結局、戻ってきやがった。……事情のねー奴やつなんざいねー。俺っちらもおめーらも、それは一緒だ」

　灰の瞳に燃える炎は静かだが、常に消えない。

「今、ここにいること。それが全部だ。……秋水大付属のキャプテンは、瀧たき本もと龍りゆう伍ごさ」

「ああ。それでいい」

　選んだ道が正しかったのかは、今でも分からない。

「藤宮高校部長の江坂仁が、一番強いんだ」

　だから選んだこの道を、自分の力で正解にしていけばいいのだと思った。

「…………っと、戻ってきやがったな。じゃー俺っちはフケる。夜にも来ねーぞ」

「ふ。水上がいるからか？」

「分かってんじゃねーか。会えねーほうが燃えるタイプなんだよ、俺っちは」

　吐き捨てるように笑い、橋倉は立ち上がる。相変わらず悠は厄介なのばかりに好かれるなと、自分のことを棚に上げてそう思う。

「さーて、どうすっかな。花火は女と見ねーとなー」

「なんだ、意外と乗り気だな？」

「まあ、来ちまったからにはな。それに、悪くねー収穫もあったしよ」

　きっと誰かの連絡先を得たのであろう携帯を顔の横で振って、橋倉は笑う。

　器用なのか不器用なのか分からない。きっと肩を並べていたら、無二の親友になれただろう。

「じゃーな、藤宮」

「ああ。さよならだ、秋水」

　けれど、最後の夢はもう終わり。

　敵方の背中を見送って、藤宮高校剣道部部長は、笑顔で宝物たちの帰りを待ちわびていた。
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　江え坂さか仁じんは藤ふじの宮みや高校の剣道場で部員を従え、面を外して深呼吸をする。身体からだは自動的に左斜め上を見て、道場にかかった掛け時計を確認した。夕刻を示す時刻盤の真ん中には日付と曜日もしっかりと刻まれている。

　三年間ここで練習をしてきてそんな文字を意識するのは初めてで、そしてこれが最後だろう。

　すっと目を閉じ、腹から叫んだ。

「休憩！　三十分から、地稽古！」

　はい、と応える声が心地良い。

　最後に受ける声援として、これ以上のものはないと思った。

　本日は土曜日。高校総体団体予選、一日前。

　全国大会に出場しない限りは、三年生はこれが最後の練習だ。江坂は正座のまま腕を組み、右に、左に、道場を見回した。

「ちょっと八や代しろ、早く替わってよ！　私が打ちたいんだけど！」

「うっせえな、お前いっつも使ってんだからいいじゃねえかよ！　名前書いとけ深ふか瀬せって！」

　いつも二人きりの時間を過ごしてきた打ち込み人形は、いつの間にか一年生に大人気で。

「はーちゃん見て見て！　ちょっと上手ない？　ぶちょーみたいやろ！」

「駄目。下手。藤ふじ野ののほうが似てる。どや」

　鏡しか真似まねをしてくれなかったはずのその構えは、最近二年女子たちのトレンドらしい。

「最後よ。分かってるわね？」

「はいはい、分かってますよーだ。纏まといは最後までせっかちなんだから」

　そして三年間を連れ添った二人は、相変わらず女子同士で密ひそやかな話をしている。

　円まど香かはまた、昔のように髪を切った。

　この二週間女子たちにも色々あった。彼女にも何か、彼女の事情があるのだろう。

　立ち上がる。喉は特に渇いていなかったが、水を飲むのもいいかもしれない。そんな思いで道場の入り口に歩いて行こうとしたが、しかし止めた。

「もう駄目になったら面に跳ぶなよ、俊しゆん介すけ。流石さすがに今日くらい小手マシーンは止めたいぞ」

「分かってるって、あんだけ毎日やられたら嫌でも覚えるよ。……でもまた適当パターン入ってたら、殴ってでも止めてくれよ。頼むわ」

「ああ。手加減しないからな。……そんでさ、最後の仕上げだ。返し胴の間合いだけど──」

　邪魔をしたくなかった。頭を下げ、最後まであがく城きの崎さきの。

　悠が入ってから、奴やつはいつも言い続けている。自分は格好悪いと。鏡を見る度に嫌になると。そこに言葉は挟めない。

　しかし、そんなことはないと、本当は言ってやりたかった。

「……お前は格好良くなったぞ、城きの崎さき」

　手元にあった自分の竹刀を拾って、その場所に行く。何年も向き合った己の前に。

　まずは中段に構える。そして、左足を前に出して──。

「部長」

「……黒くろ瀬せ。どうした？」

　ひとり掲げ続けたその動作を、しかし続けることができない。同じく鏡の前に立とうとする黒瀬は、竹刀を持っている。

　いつからだろうか。誰よりも休憩時間は休むものだと主張し続けた男が、その手から竹刀を放さなくなったのは。

「今日の地稽古なんすけど、おれが打ち終わったり残心取ったりしたら、すぐ打ってきてくれませんかね。連続で。部長ならできるでしょ」

「ああ。……本当は上段は、そういうのに向いてないんだがな」

「部長の意見は聞いてないんだよなぁ。管理職なら下したっ端ぱのために働いてくださいよ」

　本当に相変わらず徹底して、自分のことがまず一番。一体どこの誰に似てしまったのか。苦笑していると、奴やつは眼鏡を中指で上げてから鏡に向かって、軽く構えた。

「瞬発力が、おれの課題だ。だからあいつは何度も打ったあと相面なんですよ。……絶対合ってんだ。あとはやるだけです」

「……お前は、水上のところに行かないんだな」

「はい」

　構えに納得した後、黒瀬は納刀の動作をしてからこちらを向く。不敵で、好きな笑みだった。

「あいつらはあいつら。おれはおれ、です」

「……ああ。お前は、それでいい」

「まぁ、負けてもおれのせいじゃねぇ。責任取んのは偉い奴やつ。部長です。オーダー決めのときに言ったでしょ」

　勝手な奴やつだ、と笑ってみる。だが一年も一緒にいれば、少しは分かってくるものだ。

　自分は自分、あとは勝手にやれ。そんな冷たい姿勢はしかし、代わりに絶対、他人には迷惑をかけないという誇りがあるからだ。奴やつもまた、強固な自分を賢さで隠す道を選んだ。

「水飲んで来ます。んじゃ、また後で」

　頷うなずき、今度こそ構えようと左足を前に出し、頭上に振り上げようとする。

　すると疾風が、鏡の向こうから忍び寄ってきた。愛うい奴やつよ、とそのまま胴を空けて振り返る。

「胴ォ───────────らああッ！」

　道場にいる全員の動きを止める雷が、左腰を襲う。遊びのくせに凶悪な逆胴だった。

「よぉーし、絶好調！　今なら多分鉄とかでも真っ二つにできますよ」

「お前が言うと冗談に聞こえんぞ。……全く、すぐ構ってもらいたがるんだからな」

「うるせうるせ。弱い奴やつ見ると斬り飛ばしたくなる病気なんですー」

　水みな上かみ悠ゆうが、舌を出して笑う。そんな冗談を言ってくれることがたまらなく嬉うれしかった。

「アレ、できるようになってきましたか？　今日もやってもらいますからね」

「……難しすぎるんだ。できて十回に一回、それも数秒というレベルだぞ」

「できるできないは聞いてないんですよ。やってください。ご褒ほう美びあげたじゃないですか」

　にやりと笑う悠に、同じ顔を向ける。携帯に毎日送られてくる動画が脳裏に浮かんだ。

「いいでしょ、女教師モノ」

「ああ。家宝にするよ」

　女子陣から向けられてくる視線が冷たいが、別にいい。藍あい原はら瞳ひとみと水上悠の対上段をこの目で学べるというのなら、どんな代価でも安かった。

　後はどこから手に入れたのか分からないが、悠は乾いぬい快かい晴せいの試合動画やスコアも送ってくれた。感謝の念に堪たえない。

　ありがとう、といつものように言ってもいい。

　なのに悠には、あえてそうしたくなかった。

「お前は本当に、年上が好きだなあ。飽きずに毎日毎日。そんなに俺が好きか？」

「……うるさいなあ。あんまり調子乗んないでくださいよ。泣かしますよ？」

「ははは、やってみろ。俺は練習で泣いたことなど一度もないぞ」

「あっ、そういうこと言われると絶対泣かしたくなるんですよ！　見てろー！」

　笑い合う。

　悠か遠くの自分の夢は、いつしかこんなにも近い、世界一かわいい後輩の形になっていた。

「部長。時間です。やりましょうか」

「ん？　もうか？　……よし、やるか。整列！」

　ついに、ひとりで鏡の前にはいられなかった。最後の練習にして珍しいこともあるものだと思い、面の前に座った。そして、大きく息を吸い込む。調整ができなかったのは別にいい。

「面着けッ！」

　全国に行って、この練習を最後にしなければいいだけのことなのだから──。
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「じゃあ、また明日ねー」

　腹黒い宿敵こと、円まど香かの笑顔に無言で手を振り返すことしかできず、纏まといは去りゆく彼女の背中を見つめてラーメン臭いため息を吐く。三年生三人で食べに来たのは久しぶり、だが。

　最後の最後にいらない気を遣われてしまった。しかも大層な爆弾つきで。

　隣に立つ江坂も、呆ぼう然ぜんと防具袋と竹刀袋を下ろしてラーメン屋の前に立ち尽くしている。

　同じようにため息をついて、江坂もこっちを見た。顔を合わせて苦笑する。

「行くか」「ええ」

　茜あかねと夜が混ざった赤紫の空には、白い三日月が浮かんでいる。三年歩いて、もはや足が覚えているこの帰り道を、練習終わりに一緒に歩くのはきっとこれが最後だ。

「ねえ。あんた最後の地稽古、しっかり泣いてたでしょ」

「……あまりいじめるな。というかお前が泣かせたんだろう」

　でも別に、しんみりなんてしてやんない。いつも通りからかってやる。

　この困ったような笑顔を見てやるのが、立たち花ばな纏まといの三年変わらぬ至福の瞬間だ。

「おほほ、痛快。やっぱあんたも水上も、あたしにかかればちょろいもんよ」

「まあ、なあ。……というか水上は弱すぎるからな。心配でたまらん」

　まるで我が身を案じるように江坂は立ち止まり、はらはらした顔でこっちを見る。

「なあ。幸ゆき村むらはもしかして本当に、水上を取って食うつもりなんだろうか……？」

　今日は水上くんに家まで送ってもらうんだー、と奴やつが最後に残した黒い笑みが忘れられない。捕食者のそれだった。

　まあ、百億パーセント遊んでるだけだろうけど。あいつは年下とか全然趣味じゃないのだ。

　ただ、ネタばらしは面白くないのでくすくす笑って黙っておく。

「いやー、あいつの恋愛体質にも困ったもんよねー」

「全くだ。くれぐれも壊さないように見ておこう。俺の大事な後輩なんだぞ」

「……そうね。私の、かわいい後輩なんだし」

　ついふたりとも頰を緩ませて、また歩き出す。

　前を先導するでもなく、後ろを付き従うでもなく、剣を背負って大きな肩と並んで歩く。

　何回殴り合っただろう。何回殴らせてくれただろう。何回、許してくれただろう。

　一緒に歩き続けた三年間。とうとうこの男は、こんな乱暴で横暴な女を見限らなかった。

「それにしても、恋愛はよく分からんな。そんなに燃え上がるものなのか？」

「……そうねえ」

　きっと、燃え上がるような恋をするんだと思っていた。

　自覚している気性のように激しく、相手を振り回して。あるいはこんな自分にだって、男の子にすとんと落とされる瞬間があるのかもと。

「まあ、全部が全部そうじゃないけどね。あんたには分かる？　この、女の気持ちってやつ」

「分からないから聞いている。それぐらい分かれ。何年一緒にいると思っているんだ？」

「ふふ。……ええ、そうね」

　静かな恋だった。

　お前なんか大嫌いだという激しい気持ちから始まったくせに、驚くほど静せい謐ひつで。

　袋ふくろ小路こうじから助けてくれただとか、本当の私を見つけてくれただとか、そういう劇的な瞬間は一切なかった。

　朝起きて喧けん嘩かして、一緒に授業を受けてご飯を食べて、また放課後喧けん嘩かして一緒に歩いて、それから。

『じゃあな立花。また、明日な』

『……ええ。また、明日』

　また明日ねと手を振ったら、手のひらにその気持ちが乗っていた。

『なーんだ』

　この気持ちは、宝物。けれどずっと秘めておくのだと、そのとき決めた。

　最後まで憎らしい、暴力的な女でいよう。

　そうじゃないとこいつが、安心して殴れないだろうから。

　いつからこんなに貞淑になったんだと、自分が可笑おかしい。ぽんと腹をさすって笑った。

「あー、それにしても食い過ぎたわ。豚になるかしら」

「ならんさ。絶対」

　ぴたっ、と。足が止まる。目を丸くしていると、同じく止まって奴やつは静かに笑った。

「お前は意志が強い。必ず綺き麗れいであろうと努力するさ」

「……そう、ね」

「食った分は動けばいいんだ。これから剣道以外に、何をすればいいのかは分からんが」

　江坂は先に歩き出す。そしてその背中を、今度は追った。

　引退しても、この引き締まった背中はきっと変わらない。

　死ぬまで格好良く在り続けようとするはずだ。恥を晒さらすくらいなら死ぬと、わけの分からない武士みたいなことを言って。

「馬鹿ね」

　そんな男を、好きになった。まさしく愚の骨頂。けれど、私の恋はこれでいい。

　だって自分で、選んだのだから。

「着いたか。……それじゃあ立花」

　竹刀袋を離して、江坂がぼろぼろになった左手で、手を振った。

「また、明日な」

　その手を、振り返さない。その代わりにいつものように腕を組んで、不敵に笑った。

「ねえ」

　やっぱり、待ってるだけの貞淑な女なんて趣味じゃない。どんなときでも自分らしく、欲しいものは欲しいと叫びたい。……だからまだ、また明日と言えるうちに。

「賭けを、しない？」

　さあ、受けろ江坂仁。

　立花纏まとい、一世一代の一本勝負だ──。
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　そして、時は流れて。

　全国高校総体予選、団体戦の日はやってきた。

　ついにこのときが来たのだと、瀧たき本もと龍りゆう伍ごは眼前に広がる白い正方形の戦場を睨にらんだ。

　弾はじける竹刀の音と裂れつ帛ぱくの叫び声が、いくつも聞こえる。

　普段は日常の一部であるその音が、今日だけは格別に肌身に沁しみた。

　広大な体育館にまた一つ、試合終了の笛が鳴る。

　試合が終わった後、大将の肩を叩たたいて笑う者がいる。整列後に面を外して、正座から動けない者がいる。崩れ落ちるように涙を流して何かを悔いても、決して時間は戻らない。

　敗者はここに留まることはできず、戻っていくのだ。弾はじけるもののない日常へ。

　だがそんな当然の事実に、今更容赦などしようはずもなかった。

「弱い奴やつは、去いねばええんじゃ」

　いつも通り、今日も簡単に人を斬ってきた。特に猛たけることもなく。

　しかし、次だけは違う。次に待つのは三回戦。

　待ちに待った宿敵との試合に、この血は熱く滾たぎり出す。

　瀧たき本もとは腕を組み、空のない天を見上げた。そこには日章旗が吊つるされている。

　日の本で一番。皆を率いて、何よりそれが欲しいと希求した。だが今、己を昂たかぶらせるものはこの旗ではない。

　瀧たき本もとは上げた首を右へと傾ける。二階席へと。己が率いる軍の陣営へと。

　誰もが仰ぎ見るように、大胆不敵に。漆黒に縁取られた『常勝』の二文字がそこに在る。

　かつて、その文字が重かった。この左肩に乗る秋水の名を、いったい幾度呪ったか。

　どうして俺が。どうして俺ばかりが。俺より強い者は、他にいくらでもいるのに。

　そんな風に閉ざしそうになった眼めを、いつも開いてくれるもの。

　それは掲げた旗の周りにいる、己に敗れた者たちだ。

「見とれよ」

　逃げない。もう二度と。

　この大きな背を奴やつらが見ている。そこから無念を、この肩に乗せろ。どれだけ重く多くとも、この身は折れずに立ち続け、一番高いところへと連れて行こう。

　この大きな背は、そのためにあるのだから。

「くく。……上がって来よったのう」

　燃えるような視線を、彼方かなたへ。戦衣を纏まといこの名を恐れず、不敵に睨にらむは藤宮。瀧たき本もとは唇を歪ゆがませて、己の戦友を振り返る。蠱こ毒どくを勝ち抜き、今ここに立つ強つわ者ものどもを。

　次じ鋒ほうのために既に面を着けて立つ、紺こん野の翼つばさが憎まれ口を叩たたいた。

「全戦十本勝ちですか。癪しやくなもんですね。……影かげ下した、勢い潰しといてくださいよ」

　先せん鋒ぽうの影下彰あきらも面を着け、元気一杯にその場で跳ねる。

「はいはーい、分かってるっすよー。余裕です。……あ、でも紺野さん」

　ばん、と足を開いて着地し、無邪気に笑った。

「オレたちも、ぜーんぶ十本勝ちで来ましたよ？」

　その言葉を、もう笑うことを許された乾快晴が不遜に引き受ける。

「程度の低いことを言っちゃダメだよ。僕らは、それが当たり前なんだから」

　皆が交わす、戦いの前の言葉。そこに、その男は混じらない。

　灰の眼めを彼方かなたへ光らせ、牙を尖とがらせ。今、ようやく望みが叶かなうと低く笑って。

　決して群れない誇り高き狼おおかみのようなその男の肩を、だからこそ瀧たき本もとは叩たたいた。「橋倉」

「……あん？　なんだよ」

「この試合の声かけは、お前がやれや」

　目を丸くしたのは、橋倉だけ。誰も異論は挟まず、肩を組んで円陣にその男が入るのを笑って待った。群れず、ただひとり己を磨き続けたこの男を敬わぬ者は、ここにはいない。

「……俺っちは、自分のことしか興味ねー奴やつだぞ」

「構わん。吠ほえたらええ」

　余計なことは考えるな。手前勝手に暴れろ。そんな言葉を目で渡す。

　するとようやくいつものように橋倉は笑い、この円の中に入った。「……へ。やってやるよ」

　この大きな肩を摑つかみ、叫ぶその前。誰より尊敬する戦友が言った。

「こういうのは性に合わねー。次の試合からはおめーがやんな、キャプテン」

　ああ、間違いではなかった。ここを選んで良かった。悪の総帥を担になったことを、今誇る。

　秋水はつまらないだのと、雑魚ざこは一生吠ほえていろ。面白いのは、世界で俺たちだけでいい！

「行くぞてめーら！　鬼退治だッ！」

「おうッ！」

　かかってこい、塵ちり芥あくたの無名校。秋水大付属は常に勝つ！
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　江坂仁は左手に竹刀を握って、ついにこのときが来たかとその旗を嗤わらって睨にらむ。

　傲ごう岸がん不ふ遜そんな『常勝』の二文字をはためかせる、漆黒の旗を。

　かつて、その文字に憧れた。左肩に秋水の名を乗せて、頂点に立つ日を夢想した。

「くく。馬鹿め」

　だが、そんな悪夢はもういらない。唾つばを吐きかけ、ここに立つことを選んだ自分を誇る。

　大仰な旗も大層な名前も必要ない。元からそこに在ったものを守るなど、心が昂たかぶらない。真に欲しいものは、攻めて己の手で摑つかんでこそ。一から築き上げてこそだ。

　江坂は、切っ先を向けるように人差し指で『常勝』の旗を指す。

「お前ら。今のうちにあれを見ておけ」

　にやりと笑って振り返る。確信通り、同じ顔が四つ並んでいた。

「もう二度と、掲げられなくなるからな」

　面を着けた先せん鋒ぽうの八代が、待ちきれないと飛び跳ねながら犬歯を覗のぞかせる。

「アレ、終わったら俺たちが使おうぜ。学校名破ればいけんだろ」

　その隣で、もうひとり面を着けた次じ鋒ほうの城きの崎さきがぶんぶんと首を振った。

「きめえこと言うなよ八代ー。秋水のおさがりとかありえねえ。燃やしちまおうぜ？」

「大体あんなもん文字通り死亡フラグなんだよなぁ。なんで馬鹿みてぇに掲げてんのやら」

　気持ちが悪い身の毛がよだつと吐き捨てる城きの崎さきと黒瀬の間に入って、悠が両肩を回す。

　どうしてそんな当然のことが分からないんだというように、歯を出し禍まが々まがしく笑っていた。

「決まってるだろ。俺たちが勝ったとき、めちゃくちゃ面白いからな！」

　ああそれだと、誰もが笑う。ここには恐怖に竦すくむ者も、勝利を疑う者も誰もいない。

　いるのは馬鹿だけ。最高だ。永遠に、ここに居続けたい。

「……ああ」

　秋水に勝ちたい。みんなで勝ちたい。

　どうしてそう言い続けたのか、ようやく分かった。

　勝ってみんなと笑い合いたいから戦うのではない。

　この馬鹿共といつまでも戦い続けたいから、勝ちが必要なだけなのだ。

「遊ぶぞ。死ぬまで！」

　もう、秋水なんてどうだっていい。早く蹴散らして次に行きたい。

　全員むさ苦しく寄って、肩を抱き合う。強く強く、勝利を摑つかむように！

「行くぞお前ら！　一番強いのは俺たちだッ！」

「おおッ！」

　どけ、今日まで常勝校。藤宮が今日から一番だ！
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「お互いに、礼！」

「よろしくお願いします！」

　藤ふじの宮みやと秋しゆう水すい大付属が整列の後、礼をする。互いに先せん鋒ぽうを残して拍手をしながら陣営に戻った。

　そして白板に張り出されたオーダー表の隣に、記録係がひとり着く。




　赤、藤宮オーダー。先せん鋒ぽう、八や代しろ。次じ鋒ほう、城きの崎さき。中堅、黒くろ瀬せ。副将、水みな上かみ。大将、江え坂さか。

　白、秋水オーダー。先せん鋒ぽう、影かげ下した。次じ鋒ほう、紺こん野の。中堅、瀧たき本もと。副将、橋はし倉くら。大将、乾いぬい。




　やがて三人並んだ審判のうち、副審二人が頂点に主審を残して二等辺三角形の位置へ。

　試合の準備は整った。直立不動の主審が左右の旗を僅かに揺らし、紡つむぐ。

「前へ」

「お願いします」「お願いします」

　静かに燃える八代と影下の声が交差し、蹲そん踞きよを交わす。

　二人が息を吸うと、世界から音が消え、そして──。

「始めっ！」

「らァァぁあ───────ああああああアアアアッ！」

「キぇぇええ───────っしゃあああああヤあっ！」

　運命の一戦が、今始まった。

　爆竹が弾はじけるように影下が早速小手面を放つが八代は簡単に払いのけ、面の中で舌を出す。上等だよと影下も笑った。鍔つば迫ぜり合あいの押し引きが始まる。右に左に揺れながら、互いに視線を逸そらさない。一瞬の間を狙って八代が強く右拳を押し、力が返ってきた瞬間──。

「メぇぇええンっ、しゃあああヤアッ！」

　会心の引き面を放って、八代がスピードに乗って後方への残心。その一本はしかし、決まらない。余裕をもって避けた影下が、八代のもとへと追いすがる！

　──下手くそが止まって見えんだよ！　毎日誰の引き面見てると思ってる！

「はああッ！」

　一回踏んで選択を迫る。頭上に残心を掲げた八代の竹刀が、釣られて諸もろ手てのまま小手へ降ってくる。面に張っていたが、だが──！

「らあああやァァッ！」「小手ぇ────ッらア！」

　恐れず弾丸となり影下は面に跳ぶ。火花が交錯した。その速さに八代の小手は腕へと外れ、影下の面がぼこんと当たる。審判の、白旗が上がった。

　一本だけ。両者が視界にそれを捉え、反応したのはしかし八代が早い。まだだ、入ってねえ！

　副審二人が足下で二回旗を交差、取り消し動作の風に乗って、八代は振り返った影下に再度の交錯を迫る。顔が見える。大きくなった目が。入ったと思ってたな──！

　一足一刀に八代が迫る。しかしその瞬間、影下の長たけた瞬発力が受けに回らず面に跳んだ。

「キぁああっ、しゃあ────やあッ！」

　その竹刀しないの下を、八代がＵの字に描いた一いつ閃せんがくぐって──。

「小ぉッ手ぇぇぇ─────────おらああああッ！」

　出小手。どん、という鈍い音と共に、赤旗が咲いた。

「……っ、チッ！」

　一本だけ。その主審の一本を、副審が取り消す。また、叩たたいた場所が籠手の奥だった。

　防具から外された影下が竹刀から右手を離し、痛がるように、入っていないぞと誇示するように二度振る。その笑みは命を拾った安あん堵どか、仕留め損ねたなという挑発か。

「オらァァぁあ───────あああヤいヤあああアアアっ！」

「キァァいヤああああ─────ららららあああああヤあッ！」

　仕切り直した二人が中段に戻り、再び中央で一進一退の攻防を続ける。

　互角だった。共に一年生、速さと閃ひらめきと何より才能を煌きらめかせて弾はじけ合う。今後百度繰り返せば、百度とも異なる結果になるのは間違いない。

「面あり！」

　であればこの場で、最後の相面。微少な差を分かつ分ぶん水すい嶺れいはどこにあったのか。

　白旗が三つ咲き、笛が鳴る。

「止やめ。……勝負あり！」

　藤宮対秋水の先せん鋒ぽう戦。勝利の女神は、最後まで最強の男と向き合えた影下に微笑ほほえんだ。
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「……くそ。……クソッ！」

　己への忸じく怩じたる思いを許せぬまま、八代は両拳を強く握り、目を瞑つむって白線に沿って歩く。

　強く嚙かみ締めた歯が折れてしまいそうだった。弱い己に吐き気がする。

　ひとりで強くなってくれと、その背を預けてくれたのに。自分はそれを裏切ったのだ。

「八代。こっち見ろって」

　屈辱に震えていると声がして、目を開く。右拳を掲げて城きの崎さきが立っていた。

　笑っている。最初藤宮に来たとき、この男を見て、道を間違えたのかもしれないと思った。

　いつもへらへらと笑っていて、気に入らなくて。嚙かみつく価値すらないと思った。

「お前にはいつか言っとかなきゃなーって、ずっと思ってたんだ」

「……何を」

「お前、オレのこと舐なめてたろ？」

　分かっていたのかと、言葉を失う。しかしそれでも怒らず、城きの崎さきは笑った。

「いいよ。許す。ほんとにオレはダサかったんだ」

　だが、もうこの笑顔は薄くない。鏡の前の道化と向き合い、それでもこの場で笑うと決めた分厚い男が、炎を渡せと拳を握る。

「でも、これから見ててくれよ」

　今、八代も手渡すために拳を握る。その前に深々と、頭を下げた。

「お前の先輩だぞ。カッコ悪いまま終わるかよ！」

「……すんません。頼みます、先輩」

　交わした拳を、強く胸へ。

　灯火を今、八代は戦友と認めた男に手渡した。

　城きの崎さき俊しゆん介すけが走り出す。切った啖たん呵かを嚙かみ締しめて。

　後輩に言ってしまった。もう戻れない。これで負けたら、惨みじめな自分が更に惨みじめで。

「勝てたら、最高にカッコいいよなあ？」

　燃える視線の彼方かなたにある名前は、紺野。練成会でも出稽古でも、常に見抜かれ負けてきた男。

　だがたった今この場で、そんな過去は全てひっくり返る。

　そのためにあの日、泥に頭をこすりつけてでも進む道を選んだのだ。

　城きの崎さきは白線に踏み入り、礼をする前に江坂を見て、一週間前に見た彼の背中を思い出す。




『き、城きの崎さき。あれに乗りたいんだが、付き合ってくれんか？』

　悠ゆうとのことを気遣われているんだとすぐに分かって、つい笑ってしまった。

　どこまでも不器用な人だ。だから気付かないふりをしてあげて、一緒にテーマパークを回る遊覧船に乗ってあげる。すると江坂は、本来の目的を忘れて船首で目をキラキラさせていた。もう、可笑おかしくて仕方ない。

『な、何だ？　なぜ笑っている？』

『仁じんサンはそういや、乗り物好きだったなーって思って。戦闘機とかね』

　こんな厳いかついナリをして、意外と幼いところもある人だ。

　部活に入ったばかりの頃、特に自分にとって初めての団体戦が終わるまでは、あまりの恐ろしさに話しかけることすらできなかったことが懐なつかしい。

　薄い自分が、こんな分厚い男に触れてはいけない。

　恐れと同時に、当時はそんな畏れを抱いていたのも事実だった。

『ねえ、仁サン。せっかくふたりなんだし、ちょっとだけ聞いてもいい？』

『……ああ、何でも聞け。まあ、俺に答えられることがあるのかは分からんが』

　頭を搔かく江坂に向かって、強く首を振る。答えられるに決まっているのだ。

　臭くてモテない剣道なんてやっぱり辞めようと思った一年前、どうしてもそうできなかったのは、やっぱりこの人の後ろ姿から目を離すことができなかったからだ。

『教えてください。……強いって、どういう感じなんすか？』

『んん？　それを俺に聞くのか？』

『悠に聞くのは嫌だもん。それに仁サンだってつえーじゃん。めちゃめちゃ』

　一年前の団体戦。二回戦で秋水と当たって負けたが、スコアは四対一だった。

『仁サンさあ、一年前の団体、秋水にひとりだけ勝ったじゃん？　しかも瀧たき本もと相手に余裕でさ』

『……ああ』

『あの後、ハッ、って笑ってたじゃないすか。馬鹿じゃねーのって感じで』

　圧倒的な勝ちだった。たとえ学校が負けたとしても、己としての強さが揺らぐことはないんだと。そう言い渡すような笑みを見て、本当にここから逃げていいのかと胸が燻くすぶった。

『あれ、カッコ良かったなあ。強え先輩って感じで。オレには無理だと思ったんだけどね』

『……そんな風に見えていたのか。なら尚なお更さら、言っておいたほうがいいな』

　手すりに腕を置いて、江坂がこちらを向く。その苦笑いに、一年以上の歳としの差を感じた。

『俺は一度も、自分を格好良いと思ったことはないぞ』

『……んなわけないでしょ』

『本当だ。全く他人の印象ほど、当てにならないものはないな』

　頰ほお杖づえを突いて、江坂は遠くを見つめる。声を落として、手のひらにのせるように言った。

『いつになっても惨みじめだよ。年下にいいようにやられ、その上頭を下げているんだからな』

『……それは、悠だからじゃん？』

『だから何だ？　相手が誰であれ、好き好んで頭を下げたい男がどこにいる？』

　むすっと不機嫌に、今に見ていろと愚痴るその横顔がおかしい。つい、苦笑してしまった。

『上、ばっかり見るよなあ。仁サンは』

『うん。上には上がいるからな。……だからあいつだって、負けたじゃないか』

　頰ほお杖づえを胸の前に戻して、江坂は遠くを睨にらんで不敵に笑う。

『上を見ても下を見ても、キリがないんだ。どうせ見るなら上がいいだろう？』

　駄目だ。馬鹿だ。手遅れだ。

　でもそれ以上に、愚直なまでのその在り方に痺しびれてしまった。

『お前もそう在りたいから、練成会のとき、あいつに食ってかかったんじゃないのか？』

『……簡単に負けちゃいましたけどねー。笑えるっしょ』

　ちゃんと見てくれている人がいた。こんな薄い男のちっぽけな意地を。

　勝てるわけがないとみんなが笑った。その通りだと己も笑った。

『笑うわけがない。俺は、嬉うれしかったんだ』

　けれど、決して笑わないでいてくれる男が、ここにいてくれる。

『お前は、同じ道を選んでくれた。……いつか笑われた分より多く、笑ってやろうじゃないか』

『……はい』

『ついてこい。遅れるなよ』

『はい！』

　もう、平気だ。

　これから先、いくら屈辱にまみれて笑われることになっても、自分は折れない。

『あいつにアタマ、下げてきますかね。……嫌だけどなあ！』

『なら、コツを教えてやる』

　船が停止し、慣性で揺れる。それでも江坂は、ブレずに立って不敵に笑っていた。

『潔いさぎよく下げることだ。向こうから顔が見えないくらい。そうすれば、下でどんな顔をしていようと気付かん』

　ぽんと優しく、背中を押される。

『舌を出して笑っていろ。今に見ていろとな』

　審判が今、「前へ」を告げる。

　今こそそのときだと、城きの崎さきは後ろで控える剣を捧ささげた男に聞こえるように、大きく叫んだ。

「お願いします！」

　ぴしりと頭を下げる。今に見ていろと、誰にも見えないように舌を出して。

　顔を上げた向こうに、剣道用の眼鏡をかけたヒールな男が嗤わらっている。

　ちょうどいい。その鏡にしっかり今を映せ。お前に言ってやりたいことがある！

　──鏡見て、出直してきたぜ！
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「始めっ！」




「ヤぁああ────────────しゃあああああッ！」

「オぉおお────────────ヤぁあああああっ！」

　次じ鋒ほう戦の立ち上がり、両者の動きは対称だった。城きの崎さきの軽やかな足あし捌さばきが前に後ろに右に左に、素早く紺野を攪かく乱らんにかかる。しかし紺野は、静かに、冷ややかな目で中心に構え続けた。

　──無駄なことを。疲れるだけだ。

　動きの周期を読み切る。適当な動きの中にある法則性も、三度も見れば丸裸同然だ。

　次は後ろに跳ねる。果たしてその通りになり、宙を浮いた城きの崎さきに向かってぐっと大きく間合いを詰めた。打たずに待つ。着地し、跳んでくるところを出迎えて殺す──。

「はあッ！」

　城きの崎さきが声を出し、狙い通りに跳んだ。しかしその場で。フェイントだ。釣られた紺野の剣けん先せんがぴくりと上がると、城きの崎さきは伸びやかに好機に飛び込んだ。「手、めぇぇ────ンしゃあ！」

　速い──だけ。紺野は目を細め簡単に二本を竹刀で受けた。鍔つば迫ぜり合あいに持ち込む。

　──さすがに学んでいますか。誰の入れ知恵かな。

　乾いぬい快かい晴せいご執心の男の顔を浮かべる。いつだかの出稽古の前、己の敵以外すら斬ってやると仕掛けにきた男の顔を。鍔つば迫ぜり合あいの中、紺野は含み笑う。

　そうできるほど余裕があった。鍔つば迫ぜりが軽い。乾いぬいと比べたら鼻で笑えるほどに。

　素早く動く城きの崎さきに釣られず、紺野は体軸を崩さない。やがて城きの崎さきが止まると、紺野は別れようと小さく頷うなずく。城きの崎さきも、頷うなずいた。

「めェェ──────────────────ンっしゃあっ！」

　その瞬間を狙い紺野が引き面を打った。卑ひ怯きようでも何でもなく正当な戦術だ。ばしん、と音が鳴る。頭頂部ではなく表避けで受けた竹刀が。城きの崎さきの受けが間に合い、残心を追ってくる。

「りゃァ──────やあああああッ」「おおッしゃあああ────らああッ！」

　息をつかせぬ連続攻撃が跳弾の如ごとく、互い違いに入り乱れる。紺野の面を城きの崎さきが躱かわしそのまま引き胴、共に一本にならない。紺野が詰める。三合打ち合い火花が散るがどこにも何も入らない。速さは互角──「ッ手ぇぇやあああ！」打ち合いを嫌うように、紺野が近間を引き小手で切りにいく。しかし城きの崎さきは逃がさない。

　追いすがる彼の一足一刀が、今、収束する。

「メぇぇんっヤぁ───「小ォッ手ぇええ─────エっ、たああッ！」

　三本、無慈悲な白旗が上がる。面を読み切った紺野の出小手が、当然とばかりに決まった。

「小手あり！」

　残心を取り終わり、紺野が副審の後ろを大回りに歩き、ゆっくりと開始線へと戻っていく。

　嬉うれししいでも、早く次、でもない。紺野の気持ちはひとつだった。

　──所詮、猿知恵か。学ばないな。

　面の中で、思わず鼻が鳴る。元より細い目が刹那、自陣で面を取った影下を捉えた。

　うるさいが、奴やつもかわいい後輩ではある。ここで尻拭いをしてやってもいい。

　影下は一本勝ちだ。つまりこれで、十本勝ちはなくなった。

「……後で、反省させないといけませんね」

　常に二本で勝ち続ける。見る者の心を挫くじくために、秋水大付属にはそれが必要だ。

　嘲あざ笑わらうように悪辣に。批難の指先を踏み折り砕いて、逃げる弱者の背を斬り進む。

　さあ、諦めろ。今すぐ消えろ。ここから全て二本で勝って、王者のあるべき姿を背中で示す。

　紺野が、たった今斬った死体を蹴飛ばすように、眼鏡を光らせ折れろと嗤わらう。……すると。

　まるで鏡でも見せるように、城きの崎さきは。

　お前が折れろと、にやりと嗤わらった。







　審判に一度目の死を告げられた瞬間、城きの崎さきは息も絶え絶えの中、打たれたその場で下を見る。

「学ばねえ、な。……オレ、も」

　また、同じ死に方をした。

　頭に血が上った。鍔つば迫ぜり合あいの途中、この程度かと見下し笑い、汚いやり方で打ってきた男にふざけるなと追いすがった。その結果が、これだ。

　顔を上げる。清廉潔白な白旗が三つ上がっている事実が変わることはない。

　そうだ。勝てば正しい。最後に勝てば全部、正しくなるのだ。

　紺野と逆の開始線にゆっくりと戻りながら、城きの崎さきは自分の陣営を見つめた。

　誰も騒いでいない。思いを託してくれた男も、憧れる男も、敬意を払う男も、みんな腕を組み黙ってこっちを見ているだけだ。

　しっかりしろもこれから取り返せも、何も言ってくれない。あるのはただ、雄弁な目線。

　──甘えるな。自分の力で勝ってこい。

　城きの崎さきは天井を見上げ、深呼吸して息を整える。無言の信頼を受け取って。

　ずっと悠と向き合ってきた。その度に惨みじめだった。それでも江坂は言ってくれた。最後に自分が笑えばいいのだと。全く、その通りだ。

　今更笑われたくらいで何を憤いきどおる。自分がカッコ悪いのは、百も承知のはずだろう。

　歯を食いしばり、開始線の後ろに戻る。その途中、もう白線の上で立って準備をしている黒瀬と目が合った。冷めた、しかし熱い光を宿したその目と。

　この男が見ているのだ。自分の背中を。

「一回死んだんだ。……後はもう、タダだ」

　幾度も叩たたかれ笑われた。それでも、ここに立っている。しがみつくように剣を構えた。

　──笑いたきゃ笑え！　オレは絶対、折れねえぞ！




「二本目！」




「オぉおお────────────ヤぁあああああっ！」

　叫ぶ紺野に声を返さず、再び城きの崎さきは動き出す。前へ後ろへ右へ左へ、跳ねるように軽やかな足さばきを繰り返す。息が切れる。身体からだが徐々に重くなる。しかし止めない。

　面の向こうの紺野の口角が僅かに上がる。それを捉えた瞬間、大きく城きの崎さきは前へと入った。

「はあっ、らああッしゃあ───ヤアッ！」

　空を一個踏んで紺野が面へ。しかしそれは読み切り、起こりを竹刀で押さえて軌道をずらす。引き技は打たずに鍔つば迫ぜり合あいへ、それでもまだまだ足を動かす。

　速さがいる。格上と戦うのだから、得意の土俵に上がらせるしかない。

　変わらず紺野の鍔つば迫ぜりは堅けん牢ろうで、打ち込む隙がない。苦しい。足を止めたくなる。だが止めない。奴やつは引き技を打てていない。効いている。向こうだって、きっと苦しい！

　攪かく乱らんの後、紺野が別れようと小さく頷うなずく。「ッ手ぇぇ────────おらあッ！」

　その瞬間に城きの崎さきは待ってましたと引き小手を放つ。意趣返し。しかし、追ってこない。

　紺野は右手を外し、ゆったりと歩いて城きの崎さきの残心を追い詰めた。連続打ちは仕掛けない。

　──勝手に消耗してください。乗りません。

　城きの崎さきの後ろには白線が。一本も取られて絶対絶命。そして今、ここに追い込んだ。

　足あし捌さばきが始まる。読み切ったその動きが。前に後ろに右に左に。今度こそ、ここで殺とる。

　触れ合う互いの剣先のうち、紺野のそれが惑い出す。あえて中心を離れ、そして。

　ふっ、と下げた──跳んで来い次は前だ！

「小ォッ手ぇええ─────っしゃァああッ！」

　読み切り、ついに殺とった。

「手ぇ面ッ、おおおォォォ──────────らああああっしゃあッ!!」

　張りに張っていた城きの崎さきの相小手面が、小手を打ち消し紺野の面を通り抜ける。

　振り返って残心を取ったその先に、文句なしに三つ紅あかい旗が上がっていた。

「面あり！」

　息も絶え絶えの残心を見ながら、紺野は竹刀を下ろして迂う闊かつな己を呪った。

「……仕込み、かッ」

　全部、このときの！

　歯は嚙がみしながら、紺野は急いで開始線に戻る。

　癖は全部罠わなだった。だが、そんな仕掛けは一度きりだ。

　もう奇跡など起こさせない。秋水の名は汚けがさせない。名誉はこの手で取り返す。

　──分からせてやる、野の良ら犬いぬ風ふ情ぜいが。お前が下だ！

　強く彼方かなたを睨にらむと、また息を整えた城きの崎さきが戻ってくる。かかってこいと奴やつも睨にらんだ。

　静寂──果たして主審が、叫ぶ。




「勝負！」




「しゃヤぁああ────────────しゃあああああッ！」

「オぉおおっさ────────────ああああヤああっ！」

　跳ねるような動きを止めた城きの崎さきが、今度は基本に忠実に中心を取り、重たく前へと攻める。押し合いで十数秒、交差した剣先が炎熱で炙あぶしたように揺れる。

「だァ──やアッ！」

　今一度、紺野の面が口火を切って機銃のような乱打が始まった。

　二合、三合、四合。鋭く早く裏を取ってくる。そんな格上の打突に、城きの崎さきは引かずに互角で打ち合う。足がふらついていく。呼吸の間隔が短くなる。肩が息をする。それなのに己の動きはなぜか最適化されていき、そして思うのだ。

　──なんだ、こいつ。上手うまいだけじゃん。

　全然怖くねえ。

　どこにも絶望を感じない。この程度の威圧感、あれに比べたらまるで紙のように薄い。

　引き面で間合いを切って、城きの崎さきはせせら笑った。そのまま一足一刀に。

　無駄な力を一切抜いた中段構えを取ると、酸欠のせいか、彼方かなたに幻が見える。

　今はまだ遠くの、いつか肩を叩たたきたい悠の背中が。

『上を見ても下を見ても、キリがないんだ』

　江坂の言葉に頷うなずくように、城きの崎さきの剣先が下がる。剣先を操作する右手から、力が抜けた。

「めェェ───────────えええええンやアアァッ！」

　かちり、と二人で仕込んだパズルがハマる音がする。それは竹刀で受ける音。

　──紺野翼は、仕切り直した後の一本目が必ず面。

　にやりと笑ってその構えは、奴やつの得意技とは鏡写しの逆軌道へ。

　さあ、今こそ駆け抜けろ！　下を見るのはもう飽きた！




「どオォォッしゃあああ───────ああァァあやあァッ、らああアアッ！」




　渾こん身しんの面返し胴を鮮やかに放って、城きの崎さきは彼方かなたへと走り抜ける。

　追いついた音と共に振り返ると、喝采から生まれた紅旗の向こうに自陣が見える。

　そこで水上悠は、危機感なく無邪気に笑っていたから。舌を出して言ってやったのだ。

　──今に見てろよ。次は、お前の番だからな！

「胴あり！　──勝負あり！」





×　×　×






「クロ」

　試合を終え、熱気の塊となっている城きの崎さきが拳を掲げる。冷めた男も、それに応えるべく同じものを掲げてくれる。どんな言葉を手渡すべきか、ほんの一瞬考える。すぐに分かった。

[image: ]

「頼んだ」

「ああ」

　言葉など、いらない。殴り合うような勢いで拳を交わし、業ごう火かとなった灯火を戦友へ。

　それを確かに継いで、しかし黒瀬誠まことはクールに考える。絶対勝つ。こいつに続く。

　そんな考えは、唾つばを吐きかけて捨ててしまえ。

　剣を携え白線上を歩みながら、頭は高速で回転する。勝者数は今、一対一。得本数は二対二。完全に同値であることを押さえ、後続の展開を考える。後ろにいるのは悠と江坂、橋倉と乾いぬい。

　悠は絶対に勝つ。その前提を考えたとき、江坂にとって最も理想的な展開は、出番が回ったときに乾いぬい相手に引き分け以上でいいこと、最悪負けても悠に代表戦の可能性を繫つなげること。

　であれば瀧たき本もととの戦力差を考慮し、今から黒瀬誠のこなすべき仕事はひとつだ。

　──引き分けにする。負けないことが、おれの勝利だ。

　消極。卑ひ怯きよう。男なら勝ちに行け。そんな言葉は聞こえない。

　誰が何と言おうと、自分は自分の道を行く。そのために、差し出された近道を断ったのだ。

　黒瀬は白線に踏み入り、礼をする前に上階を見上げる。

　腕を組む纏まといを見て、一週間前、意志を託された日の景色を、閉じた眼めの裏に映した。







『愚民を見下ろしに行くわよ。付き合いなさい』

　逆らうだけ無駄だと思ったから、従順にテーマパークの観覧車に付き合った。

　本当に珍しく上機嫌だった。シルクハットのきつね耳がぴこぴこと動いているのではと錯覚するくらい。

　やがてゴンドラが頂点に到達すると、彼女は女王のように地上を見下ろし笑った。

『あはっ、見なさい黒瀬。人がゴミみたいよ！』

『……王族かよあんたは。もうほっといてやれよ。一生懸命生きてんでしょうが』

『あら、庇かばうじゃない。弱くても見下されんのはむかつくのね？』

　ああなるほどなと、自分を誘った理由がそれですぐに分かった。

『部長に頼まれたんですか？』

　いくら狡こう猾かつなこの人でも、あの人に頼られたら尻尾ぐらいは出してしまうか。珍しくできた付け入る隙に突っ込むと、しかし彼女は紅あかくなることはなくにやりと笑むだけだった。

『ただの口実よ。そんなのはね』

『あ？　じゃあ、目的はなんすか？』

『あたしはあんたが特別かわいいから。弱ってるうちに、頭撫なでときたくなったのよ』

　真まっ直すぐな言葉に、少し紅あかくなって何も言えなくなる。そうしていると彼女は口元を押えて静かに笑ってから、ハットをこちらに被かぶせてきた。

　まるで頭を撫なでるように。

『……そりゃ、光栄ですね』

　尻尾は摑つかんだのではなく、摑つかまされたのだろう。目ま深ぶかに帽子を被かぶって、負けましたと笑った。

　強したたかな人だ、と思う。そして同時に、静かで冷めた人だとも。

　ふたりきりの空間にいるとそれがよく分かる。

　人を叩たたいたり大口叩たたいたり、そんな疲れて損をするようなことは、人の前では絶対やらない。気性は上手うまく隠してしまう。

　そういう人、だった。

『せっかくふたりきりなんだ。普段聞けないこと、一個聞いていいすか』

『いいわよ、何？　男の趣味？』

『それは壊滅的だから聞くまでもねぇだろ』

　全部の物事がそれぐらい簡単に分かれば良いが、そうじゃない。考えても考えても分からないことだらけだった。

　たとえばどうして、全ての技を狙って打てるあの男が、ひとつに絞って仲間を砕こうとするのか。悠は天才だ。意味のないことをするような奴やつじゃない。

　だがその意図が、自分ではまだ分からなかった。だから頭を下げて聞くしかない。

　答えは単純明快だ。さっさと選んでしまえばいいのに、なのに。

『……ヒントが、欲しいんです』

　我が道にはないその答えを、どうしても選ぶことができなかった。

　だからせめて、先せん達だつに聞いておきたい。

『一年前、立たち花ばな先輩は髪染めたじゃないすか。団体戦の後に』

『そうね。また懐なつかしくて、どうでもいいことを持ち出すわねー』

『……どうでも良くはねぇよ。……あんとき、何があったんですか？』

　あの日、この人は変わった。全く変わりそうもない、プライドの塊みたいな人が。

　自分もきっと、変わらなければならない。ならば納得できる理由が欲しかった。

『部長に、何を言われたんですか？』

　持ってきた答えを出して、確信を持って正解を問う。

　すると女め狐ぎつねは、化かしにでも合ったようなきょとんとした顔をして、そして馬鹿にするようにげらげら笑った。その目に涙さえ浮かべて。

『あんた、そんなこと考えてたのね。……あー、かわいい。髪変えたら、すぐ男って』

　纏まといはゴンドラの座席から立ち上がり、再びハットを取り返して被かぶった。そして眼鏡の中心を、強く人差し指で押さえつけてくる。

『よく、見なさい』

　何年経たっても、何を被かぶっていても、彼女は変わらず格好良いなと思った。

『美人でしょ？』

『……まあ』

『そうでしょ。あたしはなんにも変わってない。元々こうだったのよ』

　額を圧迫していた人差し指を突くように離して、彼女はいつものように不遜に笑う。

『自分で考えて、自分で決めたの。これが一番いいってね。たとえ江坂が頭下げてきたって、絶対この髪やめないわ』

　賢い道を選ばなければならないと思っていた。それだけが全てだと思っていた。

『賢いとか賢くないとかどうでもいい。明日隕いん石せきが降ってきたって、あたしはあたし』

　けれど、同じく賢くも愚かな道を選んだ人は、そのままで良いいと言ってくれた。

『で、話逸それちゃったけど。理由はね──』

『いや、いいです。言わなくて。このまま考えさせてくれ』

　もう、迷わない。

　決して折れないだけじゃない。最後まで自分は、曲がらないままで居続ける。

『ヒントは出てる。自力で考えんのが、面白ぇんです』

『……よろしい。じゃ、表だけ上手うまくやんなさい。あんたならできるわね？』

『……くく。別に裏まで沁しみるほど、嫌いになれる奴やつじゃねぇけどな』

　頷うなずいて、先にゴンドラの扉を出る。その背を、彼女は言葉で叩たたいてくれた。

『ごめんね。……お願い』

　ああ、頼まれた。必ずこの拳に宿った灯火を、あの人のところまで繫つないで見せる。

　だから──今は上から、貫き通すところを見ていてほしい。

「これが、おれの生き方だ」

　蒼あおく燃える炎は、その実、どんな色よりも温度が高い。

「お願いします」

　声は張らずに、自分だけに聞こえるように。己に誓えばそれでいい。

　小さく頭を下げる。作法に従いながらも、その眼めだけは絶対に伏せなかった。

　顔を上げた向こうには、岩のような巨きよ軀くが立ち塞がっている。

　おあつらえ向きな敵だ。こういう奴やつをいなすことこそが、眼鏡の仕事というものだ。

　──どけよデカブツ。そこは、おれの道だ！





×　×　×






「始めっ！」




「破ァあああ────────────────ラぁアアアあぁぁああッ！」

　びりびりと痺しびれる瀧たき本もとの叫び声が場内を反響し、重圧となって黒瀬に降り注ぐ。覆い尽くすように重厚な存在感のある影が、心を吞のみ込こむが如ごとく前へと伸びてくる。

「おらァあああ─────────────アアアアっ！」

　それを蹴り飛ばすように声を出す。江坂の、悠の破滅的なそれに比べればこんなものは児戯に等しい。恐れず自ら前に出て、一足一刀の中心を果敢に取り合う。ここを制すれば、どんなに速く重い一刀でも届かない。黒瀬は左手を強固に丹たん田でんの前に据えて、しかし右手は力を空かされ打たれないように警戒しながら争いを続ける。

　瀧たき本もとはにやりと笑い、無理に上から剣先を押さえつけるような形で中心を取る。右籠手を空けた。しかし跳んでこない。下をくぐって黒瀬の竹刀がまた中心に戻る。冷静だ。

　擦すり上げ面の張りを一旦解除し、瀧たき本もとは小さく右足を蹴った。後方に。打ったところ、止まったところ、下がったところ。攻めの起点の代表格を晒さらして、飛び込んで来るのを待つ。

　この男は瞬発に乏しい。打ち合いの土俵に落とせば殺やりやすい。そんな瀧たき本もとの思惑に、しかし黒瀬はかからない。素早く二歩、呼応して後ろへ下がっていく。

　──冷静だ。しかし、これはおかしい。

　違和感を覚えた瞬間、瀧たき本もとの左ひだり母ぼ趾し球きゆうが床をたわませる。腓ひ腹ふくが隆起し、地と垂直に飛ぶ落石が如ごとく黒瀬に迫り、間合いを破壊する。「おおッ！」空の踏み込みがぐらぐらと大地を揺らす。かかれ跳んで来い相面で潰す──力を溜ためて身体からだを低くする。

　しかし、返ってきたものは堅けん牢ろうな裏避けの構えだ。速い者が勝つ近間を嫌って、黒瀬はすぐさま足を使って密着距離に潜り込む。飛び込みに張った技が死に、瀧たき本もとは鍔つば迫ぜりへ移行した。

　──なるほどな。引き分けを狙うとるわけか。

　大局を見れば正しい。同じ立場にあればきっと自分もそうする。

　だが、愚かだ。

　逃げるだけの相手を狩るなど秋水大付属には造作もない──！

「オオオぅ────────────らあアアアあぁぁあッ！」

　大きく振りかぶり、瀧たき本もとは引き面を鉈なたのように振り下ろす。黒瀬は斜めにした竹刀でかろじてそれを受けるが、剛力を受け止めきれずがくんと落ちる。立て直せ、下がれ──！

　残心を追わず黒瀬は下がり構える。中段に。しかし頭上に竹刀を構えた瀧たき本もとがすぐさま後方から戻ってくる。猛然と大股の二歩で詰め、どしんとそれを振り下ろす！

　声はない。竹刀の音も。瀧たき本もとのフェイントに対して黒瀬が作ったのは、またしても左腰以外を守る裏避けだ。逃げたな！　止まった黒瀬に、豪風のような瀧本の逆ぎやく胴どうが襲いかかる前──、

「メぇぇ──────ええエエぇぇんしャあぁぁおらあァァッ！」

　それを上回る黒瀬の渾こん身しんの飛び込み面が、ばしんと瀧たき本もとに当たる。

　旗はしかし、上がらない。面金かクソが、途中で止めて避けやがった──！

　黒瀬は勢いのまま体当たりを仕掛ける。相手は巨木のように揺らがない。それでも鍔つば迫ぜり合あいで面めん金がねをぶつける黒瀬は、ただ上を見て果敢に吠ほえる！

「っシゃあああ───────おらあああッ！」

「破ぁアアアあ───────ぅルぁああッ！」

　瀧たき本もとが吠ほえ返す。その表情に笑みを浮かべて。いいぞ来い、もっと来い、嚙かんで来い！

　なんと老ろう獪かいな相手か。逃げにかかっていると読まれることを更に読み、逆胴を呼ぶため裏避けを見せ続けた。たった今の一本で殺すために。

　臆病などではない。この男は攻めこそ最大の守りだと理解している。嚙かみつき、逃げ切り、己が勝利を目指すため、ただ一直線に駆けている。

　瀧たき本もとは鍔つば迫ぜり合あいで足を動かしながら、丹田に気を集中し考える。

　ああ、なんて面白い。賢さかしらな相手と知恵を比べて、どちらが上回るかを競うのはどれほど心が躍るだろう。全てを捨てて、ただひとりの男として戦いたくなる。

　だが──大前提を忘れるな。お前は誰だ。何者だ？

　お前の前に戦った紺野は、一体誰のせいで散ったのか。分からないはずではないだろう。

『……すみませんっ』

『ええ。悪いのは俺じゃ。……すまんかった』

　入れ替えの際、紺野に頭を下げた。時が許せば、正座を突いて頭を下げたかった。

　藤宮との出稽古を自分が受けたから。仲間のために情を捨てられなかったから。だから紺野はあの天才の影に斬られた──そんな思いから下げた頭を、紺野は籠こ手てをはめた右手で押し上げる。『やめてください。頭を、下げないでください！』

　決して汚させないと歯を食いしばり、奴やつは己を恥じるように今度こそ上を見た。

『瀧たき本もと先輩は……秋水は、悪くないッ』

　共に背負う、誇り高きその名を地に着けるくらいなら。

『弱いのは、下を見たオレだ！　貴方あなたまでそうするんじゃないッ！』

　弱者の烙らく印いんで自らの身を灼やく道を選ぶのだと、戦友は吠ほえた。

　言葉は要らぬと無言で頷うなずき、誇りを継いでこの場に立った。それを決して忘れるものか。

　さあ、背を伸ばせ。目の前の男を砕いて吞のみ込こめ。

　この背に無念を乗せた者にまで聞こえるように、誇りある我が名を示して見せろ！

　──俺が、秋水大付属あいつらのキャプテンじゃ！

「破ァあああ────────────────るゥああアアアあぁぁああッ！」

「ぐっ！」

　溜ためた気を爆発させ、瀧たき本もとは全ぜん膂りよ力りよくを乗せた体当たりを鍔つば迫ぜり合あいから今こそ繰り出す。江坂さえも超える剛力の頂点が、線の細い黒瀬を簡単に弾はじき飛とばした。

　しかしふらつきながらもその目は閉じず、黒瀬は瀧たき本もとの挙動を捉える。大おお鉈なたを振り上げるような、その動作を。守れ、脳天が──！

「ドぉオオ──────らあああぁぁぁアッ、おおおっしゃぁッ！」

　斜めに振り落とされた軌道が、黒瀬の右腰を砕いた。呼吸が止まり、残心が追えない。

「胴あり！」

　白旗が三本、降参を促すように上がる。

　守りを無理矢理こじ開けて、瀧たき本もとの引き胴が今、決まった。




　──やられた。ここで引っ掛けるために、わざとデカく見せてやがった。

　構えを解き、黒瀬は下がって残心を取り終わった瀧たき本もとを睨にらむ。肩に、重い負債を背負って。

　最悪の相手だ。この男は見た目から想起する筋力馬鹿などではない。駆け引きの中に剛力を運用し、勝てるところで勝ちにくる。賢さかしらに結果のみを是とする、同じ人種だ。

　──同じやり方でやっても勝てねぇ。

　それは死刑宣告に等しい。力で劣るなら頭でが唯一の勝機だった。しかし、それは通じない。力も、もしかしたら頭も、劣っているのだ。ならばどうする。諦めるか。

　──ありえねぇ。それだけは。

　開始線へと戻りながら、黒瀬は一度も下を見ない。見るのは、次に控える水上悠。

　あいつが見ている。この背中を。身勝手を通すと吠ほえた自分の背中を。

　ならば一本、死んでも取り返す。そうじゃないと格好悪すぎて生きていけない！

　黒瀬が、開始線の前に立つ。

　死地に飛び込む覚悟を携えて、曲がらぬ誇りの切っ先を相手に向けた。

　──誰にも邪魔はさせねぇ。絶対、貫き通すんだ！




「二本目！」




「破ァあああ────────────────ラぁアアアあぁぁああッ！」

　叫ぶ瀧たき本もとに黒瀬は突っ込む。選んだ技は、最短距離の最高速度！

「突っキぃィィ──────────っしゃああ！」

　乾けん坤こん一いつ擲てきの飛び道具、諸もろ手て突きが瀧たき本もとに迫る。この一本は読み切れない。だが──！

　咄とつ嗟さに左上から竹刀を押さえて、軌道を回避する。すると黒瀬は素早く打突後の隙を隠すようにまた鍔つば迫ぜりを持ちかける。瀧たき本もとが歓待する。馬鹿め、血迷ったかこの間合いは俺の──！

「どォォ────────っっしゃあっ！」

　そんなことは分かりきっていると言うように、黒瀬はすぐに引き胴を放つ。胴に当たったが入らない。浅い。入らなくていい。この一本は布石だ！

「おぉぉ───────らあああああああッ！」

「ぬうっ!?」

　瀧たき本もとが瞠どう目もくする。奴やつが引かない。戦術が変わった。引き胴からすぐさま間合いを詰めてくる黒瀬が、打ってみろとその場で一度踏む。瀧たき本もとは揺らがない。しかし構わず黒瀬の小手面が飛んでくる。二本受ける。またその場で踏んだ。引き胴──ではない、面か！

「メぇェ──────────ええェェんっ、たあッ！」

「オぉォ──────────おおうウウぅ、らあッ！」

　先に仕掛けた黒瀬の引き面と同じく選んだ瀧たき本もとの引き面が交差する。共に当たる。紅と白が一本ずつ上がり、しかし残りのひとりが激しく下で旗を交差しそれを消す。

　顧みず、なおも黒瀬が攻めてくる。迫り吠ほえる面めん金がねの向こうに、死を覚悟した眼めが見える。

　──打ち合う気か！　俺と！

　速さ。それだけに、可能性が残る。黒瀬は僅かな勝機に命を張った。

　こいつは遅い。だからこれだけの頭脳と力があっても江坂と橋倉に並べなかった。そう信じる。たとえ自分に速さや閃ひらめきがなくたって、もう勝つためにはこれしかない──！

「っシゃあああ───────おらあああッ！」

「破ぁアアアあ───────ぅルぁああッ！」

　命の火花が近間で散り合う。一つ、二つ、三つ、四つ──五つ！

　相引き胴の果てに、中央で生まれた重力が竹刀を交差させ、そして。

「「めェェ───────────えええええンやアアァッ！」」

　跳んだのは同時──入ったか!?

　紅のタスキを着けた黒瀬と、白のタスキを着けた瀧たき本もとが振り返る。

　裁定が下った。主審が掲げた色は、紅。

　そして二人の副審は、白を掲げた。




「面あり！　……勝負あり！」




　折り返しの中堅戦。勝負は秋水大付属、瀧たき本もと龍りゆう伍ごの二本勝ちで終わった。





×　×　×






　真っ暗な闇の中、血の味がする。

　嚙かみ締しめた目も口も、震えて開くことができなかった。

　無力を、後悔を、押し潰すように胸の中にしまって白線の上を歩く。このまま断頭台に上ることができたらどれほど幸せか。たった今ここで、死んでしまいたかった。

「クロ。背中伸ばせ」

　一番聞きたくない声が、正面から聞こえる。しかし断罪されるために顔を上げた。

　水上悠が立っている。力強く右拳を握って、さあその灯ひを渡せと真まっ直すぐに。

「見てたぞ。……全部、見てた」

「……そう、かよ。笑えばいいだろ」

　下らない意地を張って、その末路がこれだ。救いようがない。

「笑うわけない。俺は見てた。お前はひとりであいつに届いた。

　審判が何言おうとも、俺は見てた！」

　勝ち負けなんてどうでもいいと、何より勝ちに拘こだわる男が言う。

「格好良かったぞ。認める。俺との勝負は、お前らの勝ちだ」

　天衣無縫の水上悠が頭を垂れる。そして上げた先、面金の中には不敵な笑顔があった。

「後から着いてった方の負けだもんな、男は。そうだろ？」

「……あぁ。そう、だな」

「後は任せろ。お前の後ろにいるのは、俺だぞ！」

　ぐっ、と唇を嚙かむ。無念を、想おもいを、全て燃やしてこの拳へ！

「……っ、頼む。最強！」

「ああ！」

　交わした炎を胸へと宿し、水上悠が歩き出す。その表情に、静かな笑みを湛たたえて。

　どうしても欲しいものがあった。だから生涯抱えていたい宝物から両手を引き剝がして、剣を手に取り自らそれを断った。

　身を切るような寒さが、痛みが、忘れられない。再び喪うしなうことを恐れて何度も身体からだは震えた。

　それでももっと痛いのはみんなの方だと、きっと折れずにいてくれると、信じて待った。




　そうしたら、暗闇の中にいた、一週間前。




　あの燃えるような夕焼けの光の広場に、ふたりは自分を呼び出して。

　笑ってくれたのだ。

　絶対に壊れない宝物であることを示すように、強く。

　城きの崎さきは頭を下げた。

　きっと苦渋で歪ゆがんでいる顔が見えないくらい、真まっ直すぐと。

『ごめん。ヘソ曲げて悪かった。何でもすっから、明日からもよろしく頼むわ』

『……ああ』

　その隣で、黒瀬は頭を下げず左手を差し出した。

　この化物を微み塵じんも恐れずに、不敵に笑って。

『ごめんなさいなんて死んでも言わねぇ。謝んならお前が謝れよ』

『……馬鹿じゃ、ないのか。あんだけ打たれてまだ、分かんないのか？』

『うるせぇ。ちゃんとそっちにも効いてんだろ。……手ぇ震えてんだよ。この下手くそ』

『……っ』

『別に打たれた側だけが痛ぇのが、剣道ってもんじゃねぇからな』

　頭を上げた城きの崎さきと揃そろって、黒瀬は笑った。どこまでも自分らしく、ニヒルな笑みで。

『痛み分けだ。たとえ差し違えてでも、お前はいつかぶっ殺してやっからな』

『そうそう。仁サンにはわりーけど、秋水はついでだ。オレらがぶん殴りたいのは悠だから！』

　叩たたかれても、折れない。

　言葉にすればそれだけのことが、どれほど尊く難しいことだろう。たかが剣の腕の差で、同じ歳としの男に頭まで下げて。それでもそうまでしてこの二人は、勝ちたいと言った。

　同じものが欲しいと、言ってくれた。

『……後悔しろよこの下手くそども。今更逃げるつったってもう遅いからな！』

　だから絶対、ありがとうなんて言ってやらない。対等な男として、共に戦いに行くのだ。

『逃げるわけねぇんだよなぁ……。お前、この手が見えねぇのか？』

『宣戦布告の握手だぜー、悠』

『まさか、逃げねぇよな？』

　力強く頷うなずく。笑顔と共に。

　この手で摑つかんでいいものは、もう、剣だけじゃない。

『当たり前だろ。寝言言うな！』

　胸の中で、みんなが繫つないだ灯火が燃えている。孤独の氷はもう溶けた。

　悠は心臓に拳を当てる。最後に、その背に控える江坂を見た。

「信じて、待っていてください」

　誓いの言葉と共に、今。悠は最後の枷かせを外す。

「必ず、そこまで繫つなぐから」

　切り替わっていく。

　心中がどす黒く煮立つ修羅の身体からだへと。一線を越えるように白線を踏みしめ、この身は再び鬼となる。歪いびつな左拳で握る相棒と共に、彼方かなたに立つ仇きゆう敵てきを睨にらんだ。

　橋倉崇たか仁ひと。四年前、この身が唯一忘れなかった、灰の眼めをした狼おおかみのような男。

　再会できた。登ってこいと奴やつは言い、その約束もここに叶かなった。そんな相手に、言葉を贈る。

「死に損ないが。今、ここで死ね」

　一番強いのはこの俺だと、昂たかぶるものはどこにもない。何年経たとうと結果は同じだ。

　無む惨ざんに殺す。昔はめざるを得なかった枷かせは、もうここにはない。

　あらゆる技を解禁して、皆に勝利を捧ささげる。

「お願いします」

　今、思い上がった愚者を再び地獄に叩たたき落おとすため。最凶の剣鬼が、剣を抜く。







「大した、もんじゃのう……」

　瀧たき本もと龍りゆう伍ごは竹刀を納め、白線を歩く途中に天井を見上げる。試合後の礼をするときに、本心からありがとうございましたと頭を下げたのは初めてだった。右拳でぽんぽんと面の上を叩たたきながら、己の未熟を笑う。

「同時、やったのう。最後のは」

　判定を分けたのは学校名による先入観か、単なる審判の不見識か。いずれにせよ勝ちは勝ちだ。仮に正しく相そう殺さいになっていたとしても、あのまま続けば間違いなく自分が勝っただろう。

　それでも、見事と言わざるを得ない。

　出稽古から僅か一週程度。なのにあの男は、見違えるように変わっていた。弱みと向き合い、一本を肉薄するまでに己を叩たたき上あげてきた。

「これが、お前が築き上げてきたもんか。……江坂」

　やはり、最後まで非情にはなれない。自陣で面を着ける江坂を見て、瀧たき本もとは笑った。

　その声は温かい。だが、たった今からすれ違う男が同様に漏らすそれは、低く冷たかった。

　喉を鳴らして牙を剝むき、右拳は掲げず、己の剣を握る左拳だけが力強い。

　交錯する際、言葉はなかった。犬が良しとする協調を、孤独な狼おおかみが食はむことはないからだ。

「ああ。お前は、それでええ」

　灰の瞳が今、待望の獲物を睨にらみ、垂涎の相手へと駆けていく。

「行けや。橋倉」

　彼の尖とがった耳には、もはや他人の声など聞こえない。頭から雑音が消えていく。自分が勝てば三勝確定であるとか、引き分ければ快晴の二本負け以外で秋水が勝ちだとか。

　そんなことは、もう、どうでもいい。

「くく。……クククッ。……戻ってきたか。登ってきたかァ、御剣ィッ！」

　吠ほえる。睨にらむ。彼方かなたの面金の中、奴やつの唇は紡つむいだ。

　死に損ないが、と。

「……やっとだ。……やっと、喰えるッ」

　つるぎのかなたが涙で滲にじむ。身体からだは震えて呼吸は忘れた。

　殺してみろ。たった今ここで、殺してみろ！

　地獄で積んだこの意志を、今こそ払えるものなら払うがいい。蜘蛛くもの糸などもういらない。

　一番強い奴やつを斬れるこの場所が、たった一つの俺の居場所だ！




「行くぜ化物。おめーを斬るため、生きてきたッ！」




　一歩、二歩、三歩。復ふく讐しゆうの剣を携えて、世界の中心で激しく抜いて。

　飛びかかるように今、橋倉崇仁は立ち上がった。





×　×　×






「始め！」




「鬼ァあああ────────────ああああァァしゃああッ！」

　牙を剝むき、橋倉が高い咆ほう哮こうを放つ。びりびり痺しびれる獣のような声が誰もの耳をつんざいた。

　鋭く眼めを尖とがらせ、前へ行くが──その脚を止めた。否、止まった。

　これ以上前には、進めない。

　断崖。断絶。彼ひ我がの距離は悠はるか遠大──その深しん淵えんから、闇が這はい出でて。




「我ァぁああああァアアアああ─────────羅アあああアアアッ！」




　存在が鳴る。

　四年越しの悪夢が、今、眼前に立ち上がった。

　死が見える。どの道の先にも。幻視するのは無数の骸で築いた山で、そこに奴やつが立っている。

　紅黒い業ごう火かをその眼めに燃やし、全てを無情に斬り捨てる鬼が。

　途端に吹き出た汗を舌で舐なめ、橋倉は嗤わらいながら己の積み上げた歳月の価値を知った。

　──てめえ、こんなに遠かったのかよ。

　無駄ではない。遠いと分かることができる場所まで、この身は登った。

「破ぁあああッ！」

　踏み込みと共に、四つの罠わなを張る。得意のカウンターが作動する糸を幾重に。しかしそれが張った先から次々と断たれていく。クソが、全部読み切りやがる──！

「メぇぇ────────ぇえン、オらあぁあああああッ！」

　悠の面を、かっ、と竹刀で受ける。最後の一本残った罠わなが、今作動する！

「どォォ────────らアァァッ、たあああッ！」

　ばきん、という音が鳴った。橋倉は疾風のように抜けて振り返る。

　確かに当たった面返し胴だが、審判は微動だにしない。

　完全なる元打ちだった。狙ったものにも拘かかわらず。

　彼方かなたから悠が挑発するように構えから右手を外し、剣を持った左手を下げ、両腕を斜め前に広げてひたひたと歩いてくる。その挙動で、橋倉は気付いた。さっき聞いた鈍い音の正体に。

　──最悪だ。こいつに今、一番強い刀を折られた。

　得意の胴技はもう通じない。今、悠はわざと返し胴を打たせたのだ。お前の意図は全部分かっている。そして打てたところで、全く通じないのだと、惨むごたらしく突きつけるためだけに。

　心を容赦なく砕く鬼畜の所業。それを見せつけられて、しかし橋倉は嗤わらい歓待する。

　──最悪だ。最凶だ。最高だ！　やっぱおめーはこうじゃねえとなぁ、剣鬼ッ！

「鬼ァああ──────しゃああッ！」

「我ぁああ────らああアアアあぁあああああッ！」

　三合放つと五合が返る。火花の中で歯を食いしばり、首を捻ひねって避けて元打ちにして鍔つば迫ぜり合あいへ。捕まえてやる──しかし拳の押し合いを仕掛けた瞬間、悠は体重を空かして盲点へと消える。畜生またこれかどこから来やがる──！

　だだん！　と地が鳴る。衝撃の方向にしかし橋倉は振り返らない。見ないまま逆方向の胴を隠した。「胴ォォ─────しゃああああッ！」読みが当たる。引き胴を叩たたき落おとし、後方へと落ちる速さで下がる悠を猛然と追いかけた。

　橋倉の素早い脚が追いつく。一足一刀、攻めを迫ってまた四つの糸を張って待つ。

　全て断たれる。舌打ちと共に剣先を下げた。しかし乗ってこない。触れ合う竹刀の中心に風が生まれた。巻き技──じゃない！　橋倉がぴくりと右籠手から力を抜く。囮おとりからの出小手を釣り、今だと跳ぶ！

「「ッ手ぇ面、しゃあああ───────らあああッ！」」

　全く同時の相小手面が鏡のように放たれ、鍔つば迫ぜり合あいで面金がぶつかる。また読まれた。上を行かれた。関係ない！　どこまでも喰くらいついてぶっ殺してやる！

「鬼ァらああァァアああああ─────しゃああヤァあッ！」

「我ァああ────────殺ャアアアあぁあああああッ！」

　鬼の形ぎよう相そうで悠が吠ほえてくる。心胆が震え、次の幻惑を恐れて肉体を止めろと脊髄が鳴く。

　──囀さえずんな黙ってろゴミが！　人間が急に消えてたまるか！

　それを気力ひとつでねじ伏せた。鍔つば迫ぜり合あいの間、目を血走らせ瞬まばたきを止める。見逃さない！

「メぇえんっ殺ゃアぁ───らあッ！」「ぐっ！」

　だが、それでも悠を捉えることはできない。動作の間のコマが飛んだかのように急に現れた引き面を、橋倉はすんでの反射で首を逸そらして何とか構えた。瞬まばたきがタネじゃねーのか──!?

「鬼ィアァあ────ヤぁあッ！」

　声を出し、残心を取り終わった悠の元へ自ら間合いを詰める。剣先が触れ合う一足一刀へ。

　互いに隙を窺うかがう睨にらみ合あいが始まると、橋倉の頭が回り出す。同時に身体からだも警鐘を鳴らした。

　消耗が激しい。奴やつが強すぎるためだ。このままいくと間違いなく時間切れ前に死ぬ。

　なら未いまだ一撃も入れられていない現状を鑑かんがみ、光明を見つけろ──まずは、奴やつを崩すのだ。

　奴やつが最凶である所以ゆえんの一つ、多彩な飛び技をひとつずつ潰す。逆胴、巻き技、謎の鍔つば迫ぜり、それから四年前は無かった奴やつの突き。順番にこれらを消していけ！

　快晴と稽古してきた経験がある自分に、最初に破れそうなもの──！

「はッ、タあァああッしゃあっ！」

　橋倉は瞬間小手面を踏んで悠に打ちかかる。軽く双方受けられるがそれでいい、来い！

　──鍔つば迫ぜりから消す！

「我ァ殺ャアぁアあアああ────らあアぁ亜ああアっ!!」

　鳴った鬼の声に吠ほえ返さず、狼おおかみは密着距離で動き出す。脚を動かし目を凝らし、無酸素状態で脳は回転。数多あまた重ねた快晴との鍔つば迫ぜりの記憶が、ついに答えを弾はじき出だした。

　──分かったぞ、瞬まばたきと呼吸の隙間狙って動いてやがんな！

　灰の瞳孔に血が走る。激しい動きの後に呼吸を止めて、意識が朦もう朧ろうとする。だが止めない。死んでもいい。殺してみろ。負けるぐらいなら死んだ方がマシだ！

　仕掛けたのは橋倉。己の宝刀が死んだなら手は一つ。盗め。悠の瞬まばたきの周期を読み切って、閉じたその瞬間、己の視線を左下方へ。鍔つば迫ぜり合あいから身体からだと両拳を左斜めへ──。

「どォぉッ殺ァ───────────やああッ！」

　そこから引き胴の動作を右へと振り返し、逆胴へ！

　鋭い打音がばしんと響くが、旗は上がらない。

　逆だから当然。しかし、確かに一撃入った！

　骨を断つような引きの残心を橋倉が取る。当然悠が、疾風と化して追ってくる。

　視界がぼやける。乳酸が四肢を支配する。だが悪あく辣らつな鍛錬でいじめ抜いた橋倉の肉体は自動で中段構えを取り、変わらず罠わなを張る。出小手、出頭面、相小手面どれでも受けて──。

　だだだんっ、と間かん隙げきない三つの踏み込みでそれらの糸が全て斬られ、悠が、手首を返し。




「ドぉぉおおッしゃあ────────────あああァアあッ、らアアッ!!」




　逆ではない、会心の飛び込み胴が橋倉の右胴に炸さく裂れつした。

　鮮血のような紅が、飛び散るように上がる。

　一本、だけ。

　打突の一瞬、橋倉が反射で倒れ込むように間合いを詰めた。だから殺しきれない元打ちになる。「ちッ──！」

「鬼ィィゃあああっしゃあ─────あああぁああラアアッ！」

　消耗して肉体は既に死に体、だが橋倉は精神だけで動いて風になった悠を追う。考えなしに面に跳びたい、それでも堪えてフェイントを一つかけた。悠が、またしても見破る。胴で抜いていた左片手をその隙に剣に戻して、中心の支配を容易に奪う。悠が鋭く目を見開いた。

　橋倉の消耗が閾いき値ちを超えたと判断し、カウンターを張られるより早く勝負をかける。

　六連──たった今、ここで死ね！

　鈍い銀の光と化した悠の刀が自由自在に乱れ飛び、串刺すが如ごとく橋倉に降り注ぐ。

　それらを、記憶のないまま搔かい潜くぐる。ふらつきながら小手面を受けて、続く引き胴を肘を落として身体からだで受ける。右腕が灼やけた。意識が消失しかかる。しかし剣は離さない。意志は消えない。反射で竹刀は受けに構える。面に跳ぶ、と見せかけて本命は小手の打突を朦もう朧ろうと追った。受ける。引き面が来──ない、奴やつなら空けて胴を狙う。的中。弾く。次は。つぎ、は──。




「ッきぃいいい────────────やあああッ、しゃャあらアッ!!」




　とどめは、左片手突き。四年前は封じられていた、悠の最高速度の技。それが閃せん光こうのように放たれて、ついに橋倉は竹刀で弾くことができなかった。

「っ……く」

　喉から、声が漏れる。

　なぜ生きているという、悠の声が。その竹刀は橋倉を串刺しにし、後ろへと通った。

「へ……っ」

　首を捻ひねって橋倉が回避し、首筋を通って行ったのだ。橋倉が嗤わらう。今だ──！

「おらあァッ！」

　右下から大返しした橋倉の竹刀が、片手で伸ばした悠の竹刀の根元を叩たたき付つける。

　がしゃん、と音がした。

「止やめ！」

　悠の竹刀が、床へと落ちた。それを確認し、橋倉はもはや糸で吊つった人形のように開始線に戻る。今、何分だ。どうやれば奴やつから一本取れる。負けたくない。負けたくない。負けたくない。譫うわ言ごとを漏らして、既に正気はない。だが、ほんの一瞬、痛快で自分が戻ってくる。

　──ざまあねーな。剣拾って、頭、さげてやがる……。







「反則、一回！」

　人差し指を立てる主審に向かって頭を下げながら、悠は血が出るほど強く唇を嚙かみ締しめる。

　──どこまでしつこいんだ、こいつ！

　形ぎよう相そうを彼方かなたへ向けると、息も絶え絶えの男はそれでも嗤わらう。獣のような舌を出し。

「始めっ！」

「我ぁああァァァ────────ラあああッ殺ゃああああッ!!」

「…………キぃ、ぁあああ────────ぁ、ヤアッ！」

　刹那に悠が三合打ちかかる。しかし全て無様な裏避けと接近で回避される。鍔つば迫ぜりを即座に切り離し、また新しく打ちかかる。フェイントを踏む。だが、奴やつは、全てに喰くらいついてくる。

「手ぇっ…………メぇぇ───────ンしゃあっ、ああっ……！」

　倒れ込んでくるようなふらふらの小手面を弾くとまた鍔つば迫ぜり合あい。死に体だ。事実、何度も殺したはずだ。それでも死なない。なぜ生きている!?

　舌打ちして悠は別れ、再び一足一刀へ。奴やつの膝が、ふらりと前へ沈み込んだ。

「メぇぇ────────ぇえンっしゃあっらあぁあああああッ！」

　渾こん身しんの飛び込み面を、今度こそ叩たたき込こむ。しかし、捉えたものは。

「っ…………ドぉぉ、ヤああ────あぁっしゃあッ」

　惨むごたらしく折っておいたはずの、奴やつの刃。ふらふらの一刀は当然入らないが、それでも橋倉は打つ。通じないと分かっていても。牙も刃も折れても、しがみつくことを止めない。

　──まだ。まだ、やれる。殺されたって死なない。この手で、奴やつを斬るまでは。

　振り向き、構える。残心で抜いた左手を戻して。とうに限界は超えていた。

　つるぎのかなたが、徐々に白んでいく。一足一刀の果てに、奴やつが叫んで。

　手から力が抜けていき、今まさに倒れていこうとするその瞬間。

　地獄に棲すまう鬼が、巻き技で風を起こした。蛇の如く絡まり、命を巻き取る風を。

　抗あらがう力は既に無く。右手がまず、離れ。

　蜘蛛くもの糸から、ついに両手が離れた。




「どォォ────────っしゃぁぁアアああああやぁぁア、らああッ！」




　奴やつの蹴り飛ばすような必殺の一刀が、その場所へと吸い込まれていく。

　それで昔、全てを失った。地獄に落ちた。何もかもを捨てて、修羅となった。

「…………へ…………へ……」

　だが、何があっても、この魂だけは手放せなかった。

　がつん。

　巻き技を破った右片手が腰へと回り、空いた竹刀の柄がその一刀を受け止める。

　近間で、剣鬼が瞠どう目もくしている。意識なく、倒れ込むように鍔つば迫ぜり合あいへ。

　面金と面金がぶつかる。眼前には、奴やつの喉が。

　灰と燃え尽きる狼おおかみは最さい期ご、牙を剝むき出だしにして嗤わらった。

「……はな、さ、ねえ……」

　喉笛を裂いたような高い音が、場内に響く。

「止やめ！　──引き分け！」

　ひとりの男の生涯を賭とした戦いが、今、ここに終わった。





×　×　×






　その戦いをただ、快晴は遠くから見ているだけだった。

　試合後、白線から出た瞬間に崩れ落ちた橋倉を、瀧たき本もとが走って支えに行く。

　その中には混じらなかった。行けばきっと、自分は蹴られてしまうだろうから。

　快晴は白線の終わりで立って、彼らがやって来るのを待ち受ける。肩を貸されてよろよろと歩く橋倉はまるでいつもの稽古後のようで、宿願の一戦の後とは思えなかった。

　戦いの最中にあって、快晴は思わず微笑ほほえんでしまう。右拳を掲げることはしなかった。

　今が、特別である必要はない。それを物語るかのように、瀧たき本もとと歩いてきた橋倉が言う。

「……よぉ。……わりーな、喰っちまったわ」

「……馬鹿だなあ。勝ってから言ってくださいよ、そういうことは」

「…………へ。……おめーに、遠慮して、やったのさ」

　燃え尽きるように笑い、橋倉たちが隣を通り過ぎていく。

　拳は交わさない。それが、彼への最上の敬礼だと思った。

「後は、勝手にやんな」

「はい」

　乾いぬい快晴が今、白線に沿って歩いて行く。宿敵と全てを尽くして切り結び、その人生を背中で見せた男に対して思うことはただ一つ。自分も絶対に負けない。などではない。

「ああ。……いいなあ」

　眼めが、世界が、踏みしめた先から凍っていく。痛いほど黒く妬やけつくのは心だけだった。

「僕が、遊びたかったのに……」

　常に勝つことも、己が秋水の一員であることも忘れ、快晴は冷たく彼方かなたを見下す。

　江坂仁。主将と仰ぐ瀧たき本もとが、同志と認める橋倉が、水上悠の他に認めた男。奴やつは三年間独ひとりで己を練り上げ、ついに秋水の大将戦まで灯火を運ぶに至ったらしい。つい、言葉が漏れる。

「どけ。そこにいていいのは、お前じゃない」

　たった三年。馬鹿みたいだ。お前を斬るのはこの僕だと、吠ほえて昂たかぶるはずもない。

　誰が挑んで来ようと結果は同じだ。この座は誰にも明け渡さない。

　──消してやる。その炎。

「お願いします」

　たった三歩で情を忘れて、乾いぬい快晴が剣を抜く。最強の男が、何よりも高く立ち塞がった。







「くそ。……くそっ。…………くそぉッ！」

　白線を出た瞬間、悠は己への憎しみを込めた右拳で腿ももを殴る。左手の中では竹刀がみしりと軋きしんだ。許せない。許せない。許せない。弱い己が、赦ゆるせない！

　強く強く、歩きながら両目を瞑つぶった。終わってしまった。自分が、終わらせてしまった。

　充血した目を開いて、滲にじんだ視界の向こうに張り出されたオーダー表を睨にらみ付つける。

　結果は変わらない。水上と橋倉の間に刻まれた×印が示す通り、副将戦は引き分けだ。

　つまり藤宮対秋水、大将戦前の戦況は勝者数が一対二。得本数が、二対四。

　戦況は、あまりにも無情だった。藤宮の命は風ふう前ぜんの灯ともし火び。生きる道は、たったひとつ。

　最強の男、乾いぬい快晴相手に一本も取らせず、二本勝ち──。

　それでようやく全てが同値になり、代表戦に繫つなぐことができる。

　心を、視界を、闇が塗りつぶす。

　目元に溜たまった涙が頰を伝いそうになるが、面と籠手の存在が押さえることを許さない。

「水上」

　なのにそれは、すぐに乾いた。白線に沿って歩いた真っ暗闇の先、導く声に目を開ける。

「よくやった」

　そこに、炎が燃えていた。

　紅あかく、熱く、闇を力強く払うように。江坂仁は、右拳を掲げて笑っていた。

「お前は最高の後輩だ。いつも、俺を燃えさせる」

「……なに、言ってるんですか……」

「見上げた奴やつだと言っている。まさかこんなところで、俺を立ててくれるとは」

　──どこまで、どこまで、どこまで。どこまで馬鹿なら気が済むんだ！

　悠は歯を折るが如ごとく食いしばり、江坂を睨にらみながら竹刀の柄で試合結果を指した。

「……頭、悪いんですか。あれ見えないんですか。あんた、何見てるんだ！」

「次の試合だ」

　拳を交わさず、右の拳で胴の上から心臓を殴った。頭を下げて、すがりつくようにそのまま叫んだ。

「……分かってるんですか。部長は、快晴相手に──」

「ああ」

　頼りになる声に、顔を上げる。




「たったの二本でいいんだろう？」




　唯一自分の上に居て欲しいと仰ぐ男が、戦場で笑う。だから自分も、泣くわけにはいかない。

　目を見つめ、歯を出して笑い、熱く全てを込めた拳を掲げた。

「そうだ。それで最後は、俺が決める！」

「よし。それがお前だ」

　交わした拳が今、江坂の胸に最後の炎を点つけに行く。

「頼む。……俺たちの、大将！」

「ああ！」

　胴を叩たたかれ、江坂仁は歩き出す。白線上を沿って、己の全てを賭ける待望の戦場へ。

　全てはここから始まった。二年前この場所で二本で負けて、全てを失ったそのときから。

　人生を燃やしてきた。一度は無念で、一度は憎ぞう悪おで。そして最後は、夢で。

　お前は馬鹿だとみんなに言われた。それでもそこに在り続け、待ち続けることを選んだ。

　鏡に掲げた篝かがり火びの向こうに、蜃しん気き楼ろうのような夢を見て。

　けれど鏡は、もう必要ない。夢はもはやそこにない。

　己が何を見るべきなのかは、最後に彼女が、みんなが教えてくれた。







　昨日の最後の地稽古。面着けの号令をかけた後、誰より早く面を着けて立ち上がった。

　するとその肩を、乱暴な拳が叩たたいてくる。

　振り返ると牙を剝むき出だしにして笑う、何年も殴り合ってきた相棒の笑顔があった。

『やるわよ』『ああ』

　余計な言葉も遠慮もいらない。いつも時間を忘れて殴り合える。

　お前は恵まれているのだという言葉を嚙かみ締しめながら戦い、そして竹刀を納めた。

　ありがとうございましたとお互い頭を下げる。道場の一番最さい奥おう、キャプテンの位置で。

　言葉を交わそうと歩み寄ろうとするが、しかしそれを前に差し出された纏まといの籠手に止められた。

　きょとん、と立ち尽くす。やがて歩み寄ってきた彼女は、いつになく穏やかに言った。

『ねえ。あんたに、お願いがあるの』

『分かった。何だ？』

『……普通、聞いてから分かったって言わない？』

　首を振る。そんな問いかけは無駄なのだ。

『お前の頼みだ。何でも聞いてやる』

『……ほんっとにあんたは。最後まで、馬鹿なんだから』

　その言葉に、いつものような刺とげ々とげしさはなかった。

　治らない病気に、しかし寄り添うような優しい声こわ音ねで纏まといは言った。

『今日はあんた、ずっとここに居なさい。この一番高いところで、どしっと腕を組んでるの』

『……ここに？』

『ええ。あんたがこの部で、一番偉いの。……それからね。こっちの方が、もっと大事』

　竹刀を持ったまま、纏まといはこの高い肩に両手を伸ばしてくる。面金と面金をがちんとぶつけて、頼もしい笑顔が言った。

『あんたは今日、一度も頭を下げるな。相手が頭を下げてくるまで、絶対に』

『……それは、しかし』

『聞いて』

　首肯した。

　賢くてものが見えるのはどちらなのか、もう分かりきっている。

『あんたはずっと、ひとりで鏡見てやってきたでしょ。……でもね。あんた、自分がどう映ってるのか全然見えてない。ちゃんと最後に、あんたは自分の価値を分かるべきなの』

　肩から手を離して、首を少し傾けて。

　立たち花ばな纏まといは、宝物を自慢する少女のように笑った。

『あんたにもう、鏡はいらない。あんたがどんな風に映ってるかは、みんなが教えてくれる』

『……分かった』

　頷うなずき、纏まといが走り去っていく。

　すると入れ替わりに、もうひとりの戦友が駆けてきて、早速頭を下げてきた。

『よろしくおねがいしますっ！』

『……幸ゆき村むら』

『えへへ。二番目の女、登場。……やろうよ、江坂くん。今日のわたしは強いぞ！』

　お前はいつも強いよと、言ってやるのも別にいい。

　だが、そんな言葉は無粋だった。

『ああ。かかってこい！』

　三年間、二人だけだがいい仲間に恵まれた。それだけでも十分なはずだった。

『ぶちょー、次はうちとよろしくお願いします！』

『部長。宜よろしく、お願いします。……小さいからって、加減しないで』

『江坂部長。よろしくお願いします！　初心者だからって舐なめないでくださいね！』

　なのにこんなに強い剣道部の女たちが、他にも続々駆けて頭を下げてきて。ああきっとこれは、あの女の乱暴な人徳なのだろうと思っていた。

　けれど、違った。頭を下げてきたのは、女たちだけではなかった。

　風が吹きつける。熱い風が。

　それはまるで、篝かがり火びの向こうからやって来たようだった。

『部長。よろしくお願いします！』

『……八代』

『最後にはしねえ。明日は暴れるんで、部長の仕事はないッスからね！』

　来たときから既に熱かった男が、さらに燃えていて。

『仁サン。よろしくお願いします！』

『……城きの崎さき』

『オレさあ、いつか絶対仁サンみてーにカッコ良くなるから！　そこで見ててよ！』

　いつも上辺だけ気にして燻くすぶっていた男が、なりふり構わず燃えていて。

『部長。よろしくお願いします』

『……黒瀬』

『最初からそこでふんぞり返ってりゃいいんだよなぁ。そうすりゃおれが目立たねぇ』

　燻くすぶるどころか冷め切っていたはずの男が、燃えるその眼めを隠せていない。

　みんな馬鹿だった。頭を下げて、それでも上を見たいと言った。

　夢を見ている。こんなものはきっと、夢に違いない。

　こんな幸せな夢を見ていいほど、俺は何かを成し遂げてきたわけじゃない──。

『部長』

　そんな退路を、最後に断ってくれたのは。

『よろしくお願いします』

　今一度目の前で頭を下げた、悠はるか仰ぎ見るはずの夢だった。

『……なぜ、お前が。……なぜお前たちが、俺に頭を下げる』

『当たり前じゃないですか。部長は俺たちの上に立つ人なんだから』

　悠は笑って、この目を見上げてくる。誰よりも天に近いはずなのに、まだ上を見て。

『年上だからとか立場があるからとか、そういうことじゃない。部長には分からないんですか？』

『……分からないに決まっている。お前は誰より、一番上に立ちたいんじゃなかったのか？』

　そう返すと、悠は頷うなずくわけでもなく、否定するわけでもなく、ただ笑った。

『一番上に立ちたいって気持ちと、誰かに上に居てほしいって気持ちは一緒に持てます。あのとき、言ったじゃないですか。……俺たちは、部長にそこにいてほしい。どんな結果になったって、最後に戦うのは部長がいい』

　この剣を捧ささげてやると言うように、悠は竹刀を握った拳を差し出した。

『俺たちは、死ぬなら部長で死にたい。そう思えたんです。……明日、みんなで教えます』

『……何を』

『部長が藤宮を選んだのは、馬鹿だからじゃない』

　もう、鏡の中に夢を見る必要はない。

『最後に俺たちと勝つために、部長はここを選んだんです』

　夢は今、託された拳の中にある。

『馬鹿、め』

　そう言うと、それこそ鏡を見てこいと悠は笑った。

　見るまでもないが、顔を伏せる。

『そうしよう。……少し、顔を洗ってくる』

　道場の一番高い位置から一番低い位置に下り、すぐに面を外して道場を出る。手洗いの洗面所に駆け込んだ。

　今までどんなに厳しい練習からも逃げたことがなかった。頭を下げることも厭いとわなかった。いくら傷つき惨みじめでも、この目から涙がこぼれ落ちることはなかった。

『ふ、ふ……。すくえん、部活だ……』

　それなのに、最後の最後。もう惨みじめではない愛いとしい時間に、皆から頭を下げられて。

　この目からは、不思議と涙が止まらなかった。

『……ばかしか、おらん………………』

　言葉がなかった。今日のお前には不要だと言われた鏡を、ようやく見る。憎しみをぶつけ続けた鏡。そこには、滝のような涙を流して笑う、世界一幸せな馬鹿が映っていた。

『……正しかった』

　冷水を顔に浴びる。それでも心に燃える炎は消えない。袖で顔をぬぐって、強く笑った。

『選んだ道は、正しかった！』

　走り出し戦場に舞い戻り、戦衣を整えにやりとその男に向かって嗤わらった。

『待たせたな』

『顔洗って出直してきましたか？』

『ああ、格好良いだろう。ちゃんと見ろ！』

　さあ、胸を張れ。猛たけって叫べ。

　この背で見守る者たち全てに聞こえるように、最強の男へ名乗りを上げろ。

　今ここに、この胸に。皆の繫つなげた灯火は燃えている！




「俺が、藤宮おまえたちの大将だ！」




　背中に受ける想おもいは熱く、白線上の彼方かなたから貫く氷の視線にも、身体からだは微み塵じんも震えもしない。

　にやりと笑い、この眼めは乾いぬい快晴よりも上を見る。

　そこで乱暴な勝利の女神は、胴着姿で両腰に手を当て、さあ愉たのしませろと変わらず笑った。

『ねえ。賭けを、しない？』

『いいぞ。どんなだ？』

『お互い乾いぬいと勝負して、勝った方が勝ち。負けた方は、どんなお願いでも聞くってどう？』

『……ほう。何でもいいのか？』

『ええ、何でも』

　記憶の中で相棒が不敵に笑う。その顔を見ると、誰にも負ける気がしない。

『美人との約束よ。あんた馬鹿だから燃えるでしょ！』

　ああ、燃える──乾快晴こんなやつより断然と！

　今、煌こう々こうと掲げるものは、共に作った火の位。泥にまみれた大上段！




「行くぞ最強。最後に勝つのは、この俺だ！」




　一歩、二歩、三歩。繫つないだ炎を携えて、世界の中心で悠然と抜いて。

　立ち上がる前の一瞬、江坂は決意に目を開く。

　さあ、この背をしかと見届けろ。

　皆が捧ささげる、つるぎのかなた。

　ここに、今──。










　俺がいる！








×　×　×






「始めっ！」




　火種を起こす擦過音と共に、左足を前へ。左手に己の全てを賭とし、砕くような力を。

　みしりと燃えたぎる灼しやく熱ねつを掲げて描く菱ひし形がたが、今、蜃しん気き楼ろうで世界を歪ゆがませて。

「雄ぉォォオ───────────らああァァアあああッ！」

　腹に鉄軸を据え江坂が哮たける。大地を揺るがすように、左足を踏み鳴らしにかかる。

　しかしそれは、鳴らなかった。身体からだが止めた──凍りつく踵かかとを感じて。

　脊髄を、針が刺す。

　熱気を纏まとった肌が乾いてひび荒れ、面で縛ったはずの耳が冷たく痛い。

　感覚が無くなっていくその器官の中で、しかしひとつの音だけが大きくなっていく。

　どくん。どくん。どくん──。

　彼方かなたの存在が残像を従え、斜めに切っ先を傾ける。

　平ひら青せい眼がん──蒼あおく氷の眼めをした男が殺さつ戮りくの構えを取った瞬間、世界から音が消え。そして。




「殺ァぁああああァアアアああ─────────羅アあああアアアッ！」




　頂点が蠢うごめく。

　眠りから覚めた竜のような咆ほう哮こうが、飛び込めば即喰くわれる自分を想起させた。

　金縛りのように身体からだから自由が消えていく。この威圧、この寒気、この強さ。全てを嚙かみ締しめ、江坂は乾いていく面の中で小さく笑った。

　悠は言う。この男にはひとつ穴がある。なるほど、よく分からない。

　──一体、こいつのどこに打てばいいんだ。

　あまりに遠い。高い。届かない。

　だからこそ──嗤わらって吠ほえろ！　あの男のように！

「我ァぁああああァアアアああ─────────アあああアアアッ！」

　その背に彼の姿を従えて、金縛りを燃やし尽くす。江坂の一歩が前へ進んだ。吞のみ込こみ押し潰すような必殺半径を広げて、自分の間合いに持っていく。

　呼応するように、快晴も緩やかに右回りに動き出した。江坂はその動きに、一瞬たりとも気を抜くまいと構えを掲げ、今一度脳に叩たたき込こむ。共に練ってきた対策を。

　乾いぬい快晴には、打たない。寄らない。近寄らせない──この三つが大前提。

　一つでも欠けた瞬間に終わってしまう。構えた左手に思わず力が入る。

　瞬まばたきの一瞬で、快晴は既に近間に立っていた。「ッ！」

「らアぁああ────だあッ！」

　刹那に大地が二度揺れる。快晴の重たいフェイントに、しかし江坂は歯を食いしばって構えを下ろさない。発狂を催すほどの濃い殺意が近間に。首に。だが下ろすな、崩せば死ぬ！

　堪えると見た瞬間、平ひら青せい眼がんに構えた快晴の竹刀が動き出す。左籠こ手てに付けた竹刀が消えるような速さで喉元へ。突き──これも虚だ揺らぐな。看破した瞬間、快晴の剣先が右斜め上に電光石火の勢いで跳ね飛んだ。本命は逆小手か、弾け！　江坂の上段から右斜め下へ、諸もろ手てで振りかぶった竹刀が快晴の打突を根元から払いに行く。

　それがすり抜けた。

　幻を斬ったが如ごとく江坂が瞠どう目もくする。馬鹿な、なぜそこに──！

　竹刀を振り下ろした逆側に、快晴が左片手を抜いて右手一本で振りかぶっていた。

「小ォッ手ぇええェエエ─────────────殺ャあァァらあッ！」

　打突の瞬間、左手を強固に戻して爆風のような引き小手を江坂の右腕に放ち、快晴が後方へと消えていく。その美しい残心を、追うことはしなかった。

　白旗が上がる。一本、のみ。

　当然だ。近間過ぎて入るわけがない。だが──なんて奴やつだ。

　互いに位置は試合場の端と端。乾いぬい快晴の疾風の残心はそこまで下がった。構えを崩して左手を離して、挑発的に右手一本で平ひら青せい眼がんを作りながら、魔王のように悠々と歩いてくる。

　たった今行ったことを非情に突きつけ、これからお前は抗あらがいようもなく死ぬのだと言うように。江坂はそこでようやく、快晴が行った幻惑のタネを理解した。

　払いの起こりを見た瞬間、飛び込みを極小範囲に切り替え無理矢理止まり、踏んだ足で払いとは逆後方へ跳んだ。竹刀を空かすため左手を抜いて、右手一本を軸に後方から回した。そして戻して勢いと共に小手へ振り下ろした。それだけのことを、奴やつはあの刹那でやってのける。

　──フェイントを見破っても意味がない。

　この男は、後から手を変えられる。

　だがこの程度で、今更折れない。江坂は深く息を吐いて、再び上段に構えた。己もゆっくりと歩き、間合いをじっくりと詰めながら考える。

　構えを崩してはいけない。その瞬間に悠以上の連続攻撃が来て死ぬ。上段必殺の片手技を外してもいけない。どれだけリカバリしようと隙を作って見つけて奴やつが殺しに来る。

　そしてこの離れている状態とは反対に、密着することだけは何より避けなければならない。

　鍔つば迫ぜり合あい──乾いぬい快晴の絶対死の間合い。そこに入ったが最後、脳天を裂かれて終わる。

　八方塞がりだ。どこにも隙がないように見える。

　しかし、一つだけ滅め茶ちや苦く茶ちやで狭いが、無理矢理通れる道がある。

　江坂は笑い、今一度頭上に掲げた左手を強く握りしめる。

　同じタイミングで跳んで、奴やつより速い技を上から捻ねじ込む──悠と共に練ってきた決め技は、結局ひとつしかない。

　一週間前の出稽古、悠が道化を演じたお陰で乾いぬい快晴が一度も直接見ていない、この技。

　──片手面。一撃打って、必ず決める！

「雄ぉォォオ──────っタああァァアあああッ！」

　打たない。寄らない。寄らせない──必ず二本を取って俺が勝つ！

　そんな江坂の思いを踏み荒らすように、頂点が鳴動する。

「殺ァぁああああァアアアああ─────────やァアああアアアッ！」

　動き出す。抉えぐり出だす。

　悠の模倣とは比較にならない暴風の足あし捌さばきが、今江坂の間合いを壊しにかかる。ずだんと踏んだ快晴の止まりを捕まえにかかったその瞬間、もうそこから姿一個分下がっている。

　速い──！　右手に力を入れて江坂が竹刀を無理矢理止めた。

「たァァ────シゃあッ！」

　その右腕をもぎ取りにかかるように、快晴が遠間をものともせず一条の閃せん光こうと化す。居着いた右手をしかしなんとか逃すため、江坂は中心に掲げた左手を強引に右側に寄せる。構えがズレて快晴の逆小手は腕を叩たたいた。骨が、灼やけるように痺しびれる。しかし目を閉ざさずすかさず考える。打ってくるか、寄せた左手に！　だが、快晴はその隙を放置する。

　小手の残心が、近間へ。そのまま零距離に詰めてくる。

　吐き気を催す重力がその眼めから放たれ、息が凍り付く。

　江坂が、快晴の絶対の間合いへと吸い寄せられていく。鍔つば迫ぜりにされる──！

「メぇえ──────────んしゃアアぁっおらァッ、さああッ！」

　数秒もなく、大きな引き面が放たれた。

　江坂の竹刀から。しかし快晴は難なく受ける。

　この間合いで戦うな──！　江坂が残心で頭上に竹刀を掲げて下がる。右足前の摺すり足あしから左足前へと入れ替えて。高度な達人技を挟み込みながら、しかし練り上げた足あし捌さばきは土ど壇たん場ばで噓うそをつかない。右足前と変わらぬ速さで下がり逃れる摺すり足あしは、交錯を狙いそのときを待つ。追い打ちをかけて来い相面で殺す──！

　だが、快晴の眼めはいかなる動きも見落とさない。左前。右前より早く跳んで来る。打たない。追い込みを途中で止めた快晴と江坂は二足一刀になる。ここは江坂の間合い。上段の堅けん牢ろうな支配を構築すべく声と圧を強く放つが、通らない。快晴の足あし捌さばきが無慈悲にそれを吹き飛ばす。

「く──！」

　暴風が、炎を揺らす。

　面金の彼方かなたから放たれる蒼あおい曳えい光こうが空間を乱反射し、江坂の目を乱して暴れ回る。焦げ付く床の音はまるで踏みつけた死人の悲鳴のようだ。怨えん嗟さが聞こえる。手が伸びてくる。構えを下ろせ。構えを下ろせ。お前もここで死んでいけ──。

「雄ぉォォオぉぉおおおお──────らああ殺ャぁあアあああッ！」

　五月蠅うるさい喧やかましいお前が死ね──！

　江坂の構えは決して揺らがず、強固に開いた目も閉じない。引かずに足は前に出る。後退など知らない。不退転。不退転──入らせるな打たせるな、まだ打つな。突きに、小手に跳んでくるまで待ち続けろ！

　藤宮の命の砂時計が減り落ちていく。まだ一太刀も触れていない。二本取らなければならない。一本も取られてはならない。相手は最強の男──だが地味な間合いの張り合いを止めない。必殺半径は揺らがない。待ち続け攻め続けどんな視界の振りにも堪える。焦あせりなど鼻で笑ってしまえ。この程度のそよ風で、俺の三年が揺らぐと思うか──！

「雄ォおおお────────────らァアアアああぁぁッ！」

「殺ァぁああ────────────ヤぁああああアアアっ！」

　快晴が叫び、止まらないまま舌を打つ。打ってこない。勝つ気がないのかと思うほど。だがそれだけはない。快晴は高速の動きで一気に近間に入り、そこで急停止した。

「小ォ手っだああぁああ─────殺ャああラぁああッ！」

　流星のような諸もろ手て小手が今だとばかりに快晴の右手に振ってくる。速い。右手は抜けない。返し、擦り上げ。いずれも間に合わない──ならば受けて鍔つば迫りに持ち込み殺やる。

　江坂の巨体から重力が落ちてくる。受けた衝撃で竹刀が撓たわみ、世界が揺らぐ。快晴以外の世界が。江坂の体たい軀くさえも吹き飛ばしてみせると充実した気勢を、今こそ肉体に巡らせる。

「メぇえ──────────んしゃアアらああっ、りゃああッ！」

　しかし期待した展開はやはり訪れない。交差した竹刀が反発した瞬間江坂がまたしても引き面を打って逃げていく。追いすがるが──駄目だ、足が入れ替わっている！

「はああッ！」

　下ろせ。入ってこい。居着いてさっさと首を晒さらせ──快晴が刹那に三度踏むが、しかし構えに隙が生まれない。不動だ。それを見て快晴の認識が改まる。

　見上げた胆力だ。だが、この硬さはそれだけではない。

　──読まれている。叩たたき込こんできたな。

　江坂の背後に浮かぶ蜃しん気き楼ろうの男を、快晴は冷徹に見据える。なるほど二人で殺とりに来たのか。なんとも賢さかしらで愛いとしいことだ。

　快晴は攪かく乱らんの動きを止め、真っ正面から攻める。剣けん先せんを下げ、表情を凍り付かせて挑発した。ここで、必ず殺とる。引導を叩たたき付つけてやるために。

　──来い。何人束になったところで僕には同じだ！

「殺ァぁああああァアアアああ─────────やァアああアアアッ！」

「雄ぉォォオ──────っらああああァァアあああッ！」

　遠間を張り続けた江坂が、固かた唾ずを吞のむ。

　動きが変わった。勝負を誘っている。小手か突きか、いずれにせよ必ず跳んでくるだろう。真っ正面から、この火の位に。

　罠わな。慢心。それとも──絶対の自信。奴の思惑がいずれにせよ、選択肢は一つ。

　──打つならば、ここしかない！

　決意と共に彼方かなたを見据える。音が消えた。両者が動かず、時計の秒針だけが動く。

　かちり、かちり、かちり……。刻一刻と進んでいく、その時間の隙間。

「メぇえ──────────んしゃアアやああぁあああああああっ、おおォらぁああッ！」

　先に跳ぶことが出来たのは、永い時間、鏡と向き合い時を刻み続けて来た男。

　対する最強も、また、跳ぶ。刹那後おくれを取って選んだ技は、ひとつ──。

「メぇえ──────────んしゃアアやああぁあああああああっ、おおォらぁああッ！」

　鏡写しの、悪夢だった。

　二人の剣が今、交錯して光を散らす。勢いが中心で衝突した。面金と面金がぶつかり合う音が、刃をぶつけ合ったような轟ごう音おんと共に、会場中に広がる。

　江坂が、快晴が、そこにいる全員が。主審を仰ぎ見る。

　旗を上げて。そして審判は、叫んだ。




「止やめ！」




　紅旗と白旗、両方を真上に上げた後、審判が江坂に寄ってくる。そして言った。

「中なか結ゆいが切れています。竹刀を換えるように」

　一本ではない。反則でも。

　しかしそれは、江坂にとってあまりにも無情な宣告だった。

　快晴と互いに開始線で竹刀を構え、納刀の動作を行って礼をする。

　快晴はその場でしゃがみ、威風堂々と江坂が戻ってくるのを待つ。そして江坂は一旦、戦場を離れた。白線を出た瞬間、天を見上げる。化物のしでかした所業を嚙かみ締しめて。

　──切り落とされた。上から降ってくる、上段の面を。

　切れた中結がそれを物語る。奴やつはあえて後に跳び、試合も後半を過ぎたこのタイミングで、残して置いた一いち縷るの希望を完全に叩たたき折りに来た。

　上段相手に相面という、有利不利の摂理を全て無視する最凶最悪の選択肢で。

　──あの眼めに見られた。もはや、同じ技は通じまい。

　真一文字に唇を結び、下を見て、処刑台に向かう心持ちで白線に沿う。

　しかし、その線上の果て。大きな影が伸びていて、顔を上げる。

「部長」
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　そこに、炎が燃えていた。

　悠が面を外し、武装を解いた右手で己の刀を握りしめている。

　祈るように、託すように、捧ささげるように。悠が竹刀の鍔つば元もとを持って、それを突き出してきた。

　心が、震えた。燃えるような熱さで。

　江坂は壊れた自分の竹刀を悠に渡しながら、己の陣営を振り返る。

　そこには誰も、下を見る者は居なかった。

　誰もが灯火を渡した右の拳を握りしめ、仰ぎ見るようにこちらを見ている。

　ただ、それだけで良かった。

　それだけで真一文字に結んだこの唇は、どこかの相棒のように不敵につり上がった。

　下など見ない。折れるものか。諦めるものか。

　何度転んでも惨みじめでも、この身は必ず立ち上がり、最後の最後まで上を見る。

　夢は、いつもそこにある。

　──この背を見ていろ。最後に勝つのは、この俺だ！

　悠から、皆から捧ささげられた竹刀を力強く握りしめる。もう二度と、折られぬように。

　二人、視線を交わす。

　言葉は要らない。ただ互いに頷うなずくだけで、分かれた。

　江坂仁は悠然と、戦場へ再び歩き出す。胸は燃えて、しかし頭は冷静だ。

　考えろ。考えろ。考えろ。格下が格上に勝つ方法はたったひとつ、頭を使うことしかない。不可能なことなどない。現に橋倉だって、悠に食らいつくことができたのだ。

　天衣無縫の男の刀を握りしめながら、江坂はしかし考える。

　──そもそも水上は、どうして橋倉を仕留めることができなかった。

　しつこかったから。奴やつが粘れたから。そんなことはどうでもいい。

　最後の一瞬、橋倉は悠の巻き技と逆胴を破った。たまたまか。

　あり得ない。乾いぬいのような人外でない限り、あの技をその場で破ることなど不可能だ。ならばヤマを張ったか。最後は必ず必殺技で仕留めてくると。……馬鹿な。それこそあり得ない。

　水上悠も乾いぬい快晴も無慈悲な天才だ。その場その場で最適な技を選び、可能であれば開始三秒で必殺技を打ってくる。

　であれば、答えは一つ。あの瞬間、悠は狙って技を打ったのではない。

　悠は橋倉に、狙って技を打たされた。

　どうやって奴やつは最凶相手にそれをなし得た。どうやって自分は最強相手にそれをなし得る。

　思考の果てに、辿たどり着ついた線上で立ち止まる。天啓を得た。

　間違いを繰り返し、進み、ようやく辿たどり着ついた最後の場所で、求められることはひとつ。

　それは一度も間違わず、か細いたったひとつの正しい道筋を、恐れず選び続けること。

　皮肉なものだと笑い、戦場の中へ入った。何だ、造作もない。

　──一度も、間違わなければいいんだろう？

　相手に、審判に、江坂は深々と誰にも顔が見えないくらい頭を下げる。

　今に見ていろと、面金の中で舌を出して！




「始めっ！」




　立ち上がりのその瞬間、江坂は審判の声も消え去らぬうちに弾丸となる。

「突ッきィ─────────っしゃアあああアアアッ！」

　中段からの捨て身の諸もろ手て突き。しかし快晴は中心を譲ることなく、すっと剣先で竹刀の根元を押さえるだけで回避する。どんな手に出るかと思ったら最悪手──勝負を捨てたか、ここでくたばれ！

　始動する快晴が地を鳴らす。隙だらけとなった江坂に判断を迫る。

　鍔つば迫ぜりか、引くか。前へと来たら空かして引き面──来ないか。江坂は姿勢を急いで作った裏避けで庇かばって、右足を蹴って後ろへと駆けて逃げていく。

　摺すり足あしではない。先刻までの勇猛な上段は見る影もなかった。しかし、その無様な逃走に情けなどかけない。快晴は江坂の後走よりも速い摺すり足あしで追いつき、遠間を作らせない。機械のようにぴたりと、一足一刀を維持して守勢の江坂に圧をかける。

　首へ。首へ。首へ──さあ堪え切れずに上段に戻せ。その瞬間に突いて殺すか手首を落とす！

　冷徹な快晴の追尾に、ついに江坂は逃げ場をなくす。後二歩で後方の白線に辿たどり着つく。上段の構えに直すなら、今──だからこそ、江坂はその選択肢を選ばない。

　にやりと笑って下がった足の体重を移動。後ろ足の左を蹴って、守りの姿勢のまま前へ。

　その選択に、快晴も不敵に笑う。

　両手を上げていたら殺せていた。後ろに下がっていたら自滅していた。だから前へ。合理的。だが、その場所こそが最も死に近い。

　鍔つば迫ぜり合あい──二人の右拳が、ついに合わさる。

「雄ぉォォオ────────────らあァァアあああッ！」

「殺ァぁあああぁああァアア────────────羅アああぁあアアッ！」

　広大な世界の円が、吠ほえる快晴の一点に収束していく。

　狭く、重く、江坂に自由を許さない。締め上げるように圧をかけ、足を動かし凍らせ白線に追い込み、最後に一気に叩たたき割わる。

　風ふう前ぜんの灯ともし火びを勢いよく消すその一瞬、江坂の面金の中を睨にらむ。

　窮きゆう鼠そが、鬼の貌を覗のぞかせて嗤わらった。

「っ──!?」

「おォォ────しゃあぁあッ！」

　快晴の目が狂う。力が散る。そして江坂の姿がブレる。この足あし捌さばきは──悠の！

　瞠どう目もくするが、しかし快晴は動揺しない。すぐに頭が冷えて回っていく。

　誰よりも広く鋭く光る眼めがそれを捉え、身体からだに力が漲みなぎる。竜のように咆ほう哮こうを放った。

「おおおおォォ……────らあああッ！」

「ぐッ！」

　根を張ったように力強く、下から抉えぐり上げるような体当たりが体格差を無視して江坂を後方へと吹き飛ばす。あまりの強さに江坂は立っていることができず、背中から床に倒れ伏してしまった。どがん、と轟ごう音おんが鳴る。しかし快晴は止まらず、喉元に竹刀を──。

「止やめっ！」

　突き刺す前に、審判が止めた。

　江坂に手を差し出すことなく、ひとり開始線に戻って竹刀を構える。

　──できるのか。アレが。ではなぜ最初から近間を嫌った。

　頭を回し始める快晴。しかしそんな暇を与えるものかと、江坂はすぐに立ち上がる。無様。身体からだは壊れかけ。しかし、睨にらんで不敵に嗤わらう。お前の必殺の間合いは破った。もう二度と通じない──眼めでそう言い渡して、なおも戦場に立ち続ける。

　──馬鹿が、二度とできるかこんなもの。たかが数秒の付け焼き刃に惑わされていろ！

　そんな江坂に、審判が言い渡す。斜め下に突き刺した紅旗が、心臓を刺す。




「反則、一回！」




　また深々と、惨みじめに誰かに頭を下げる。

　場外反則。後がない。次に後ろに出たら、竹刀を落とせば、その瞬間に藤宮の命は途絶えてしまう。

　どくん。どくん。どくん──だからどうした。

　この構えは、元より不退転！




「始めっ！」




「雄ぉォォオ───────────ッ殺ゃあァァアあああぁあヤぁアアあッ！」

　不屈の火の位が、尚なおも煌こう々こうと頭上で命を燃やし始める。危機が迫って鬼気迫り、その表情は狂気を帯びた獣のように快晴を吞のみ込こみに行く。

「殺ァぁあああぁああァアア────────────羅アああぁあアアッ！」

　つきまとう炎を払うように快晴が吠ほえる。三つ殺意を込めて踏む。

　しかし、構えは、微み塵じんも揺らがない。ぎりっと歯が軋きしんだ。

　──なぜ、崩れない。こいつの中には重圧がないのか!?

　小手を放って楽になりたくなる。だが打てない。相手はそれを待っている。痺しびれを切らすのを待って、出頭技を張っている──！

　快晴が看破して右へと回ったその瞬間。

　運命が、動き出した。

「手ェ面ッ、しャ──────あああああっラああああぁッたァ！」

　平ひら青せい眼がんを揺らがす江坂の打突は諸もろ手て。小手を空撃、力強い面が快晴を襲う。その一本目を看破して相面を放ちに行くが、江坂の捻ひねった身体からだと諸もろ手ての回避がそれを相そう殺さい。二本目は近間で元打ちとなり当たらない！

　二人の間合いは再び鍔つば迫ぜり合あいに収束していく──。

「メぇえ────────────んしゃアアらああっ、りゃああッ！」

　再びそれを嫌った江坂が渾こん身しんの引き面をすぐに打つ。十字になって竹刀が交差、弾はじかれる。手品の種は一度切り──理解して江坂は下がり始める。足を切り替えて。乳酸漬けの左足は尚なおも力強く疾風の残心が後方へ。しかし、尚なおも王者は追いすがる！

「殺ァぁあああぁ羅アああぁあアアッ！」

　最強の威嚇はびりびりと、剣先の延長線を籠手から喉元へと変えて江坂を追い込む。

　両者は止まらず、ついにその場所は断崖へ。

　ぴたり、と快晴が止まる。

　江坂が余勢を殺せず止まれない。

　二足一刀──江坂の後ろ足が、白線の上へ。

　──終わりだ！

　快晴が、踏む。

　最高最速、乾けん坤こん一いつ擲てきの一刀を繰り出し跳び出す──その前。

　良すぎる耳が、己の足と重なる音を捉えた。

　江坂の左足が、ずしんと沈む。その眼めが今だと燃えさかる。

　篝かがり火びが今、二度揺らいで。

　江坂は、己の全てを賭けて吠ほえた。

　──入れ。

　生命を乗せた左手の剣が、泥沼を這はいずり回まわって鍛えた右足に支えられ、世界から落ちる。

　──入れぇッ！

　右手がその想おもいを力強く押し出し、拳となる。

　それは皆が継いできた、想おもいの形。




「突ッきィィ───────いイイイやあァアっしゃアアッ、らぁあああやぁッ!!」




　拳に宿った灯火が、今、快晴の最速の一刀を叩たたき落おとし。




「メぇぇええええええ───────ンッしャああぁあッ、オぉおおらぁあぁアアぁッ!!」




　ひとりの男が生涯掲げ燃やし続けた命の炎が、哮たけりと轟ごう音おんと共に、最強の男を吞のみ込こんだ。

　駆け抜けて、人生の価値を問うように振り返る。

　歓声で割れる場内に、焰ほのおのような真紅が三本、綺き麗れいに咲いていた。




「面あり！」




　快晴は、竹刀を下ろしてその場で立ち尽くす。煮にえ滾たぎったまま彼方かなたの江坂を睨にらんだ。

　──釣ったのか。命を餌に。

　正気の沙汰ではなかった。

　一本でも失えば即座に終了、相手は遥はるか格上。そんな状況で、奴やつはこの突き技を繰り出させるために、わざと場外を誘って反則を背負った。

　立ち上がりの諸もろ手て突きも幻惑の鍔つば迫ぜり合あいも釣り餌。惨みじめに逃げたのも、審判に無様に頭も下げたのも布石だ。

　最後、乾いぬい快晴が鍔つば迫ぜり合あいを起こすことなく、突き技で場外へ突き飛ばしにかかってくる。そんな状況を作り出すための。

　細く、常軌を逸した白刃の上での綱渡り。だが奴やつはそれを渡りきり、そして──。




『今の一本は貸しといてやる。最後に、勝てばいいからな』




　二度揺らいだ炎の蜃しん気き楼ろうの向こうに、かつて宿敵に打たれた小手の幻を見せてきた。

「……あのときに。……斬られてた、のか」

　忸じく怩じたる思いが、胸中で暴れる。己の詰めの甘さに。その程度で突きを一瞬躊躇ためらった、己の弱さに。快晴が嚙かんだ唇から血を垂らし、開始線に戻っていく。

　だがそれよりも早く、江坂は残心が終わった瞬間から開始線に駆けている。その表情に最強から一本を取った喜びも、緩みもない。同じく唇から血を垂らして心は叫ぶ。

　──あと一本。あと一本。あと一本！

　全てを賭とした後でなお、その男は燃え尽きない。中央で、竹刀が交差する。

　始め。

　審判は確かにそう言った。吠ほえる。掲げる。相手を睨にらむ──その、視界の端で。

　時計係が立ち上がる。右手に、終止符を持って。




「雄ォおおお────────────らァアアアああぁぁッ！」

「殺ァぁああ────────────ヤぁああああアアアっ！」




　獣が吠ほえ合う。睨にらみ合う。

　命の砂時計の、最後の一粒が落ちるまで。そして──

「ッきィ─────いイぃいいッ！」

　江坂の喉元に、快晴の諸もろ手て突きが再び伸びた、そのとき。

　笛から高く、高く、三年間の終わる音がした。

　快晴の竹刀が、理性を帯びて紙一重、喉元で止まる。

　時計が止まった。江坂仁の時間も、ここで止まった。

　しかしその火の位は、灰と燃え尽きる最さい期ごまで、揺らがず頂点を目指し天を衝ついていた。

　快晴が、眼めを閉ざす。

　敵方に炎の紅色がはためくのを見届けて。

「勝負あり！」

　敬服と共に竹刀を納め、この場に生涯を捧ささげた男に頭を下げる。

　最強の男に土を付けたのは、泥にまみれて最後に花開いた男の、美しい大上段だった。





×　×　×






　世界一強い後輩が世界一強かった後輩になって、右隣に面を着けたまま正座を突く。

　整列が終わった。

　橋倉も面や竹刀を片付けて、次の試合校に準備の場所を譲るべきだった。

　しかし、なぜかそうできない。

　おそらく、立ち上がりたくなかったのだと思う。

　橋倉もまた正座を突いて、両手を膝の上に置いて、戦いの喧けん噪そうの中に居座り続けた。

　初めて感じる、静かな気持ちだった。

　個人戦で快晴に負けたときとは違う。積み重ねた歳月が届かなかった悔しさでも、奴やつに一いつ矢し報いることができたという喜びでもない。

　ただ四年前のあの日から、腹の中に渦巻き続けていた黒い何かが、すうっと消えてしまったことだけは確かだった。

　橋倉は数秒まぶたを閉じて、隣に座る男を振り返る。

　面を、取っていなかった。握りしめた籠手に入った力が竹刀を軋きしませ、己への憎しみを込めた形ぎよう相そうが面金の中で燃えている。唇から血を滲にじませて、けれど涙は流さずに、口から言葉が漏れる。くそ、くそ、ちくしょう──。

　負けて悔しい。

　そんな当然の気持ちがこの男にもあるのだと気付くのに、これだけの年月を要した。

「……そうだよな」

　どれだけ強くても、人間なのだ。乾いぬい快晴は。

　あの日拳を交わし、背を押してやって頂点に挑んでいったのは、唯一自分が認めた後輩。そしてそこに在るために今も全てを賭けている、たったひとりの人間だ。

「……そうだよなあ」

　化物なんて、この世にいない。

　鬼なんて、最初からいなかったのと同じように。

　橋倉は今、全てを赦ゆるし、試合場を挟んだ彼方かなたに座す男に静かな笑顔を向けた。







「おめーも、人間だったんだなあ。……悠」
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　水上悠が、泣いている。

　正座のまま滂ぼう沱だと涙を流し、顔を上げることも立ち上がることもできずに、ただ己の無力を嚙かみ締しめて泣いている。両拳は破けんばかりに袴はかまを握りしめていて、面にかかった手拭いを摑つかめない。涙を拭うすべもなく、たったひとりの人間が打ちひしがれている。

　面を取った江坂が困ったように笑い、背中を叩たたいて何かを言う。それでも奴やつは顔を上げず、言葉を発さず、力なく何度も首を横に振っていた。

　橋倉は目を閉ざし、己の生涯を歪ゆがめた男に言葉を贈る。

「強えなあ、おめーは。……やっぱ、勝てねーわ」

　天衣無縫の鬼だと思っていた。凡人を嘲あざ笑わらい、勝って当たり前だとこちらを見下しているのだと。けれど違った。水上悠は、確かに人間だった。

　勝つために、何でもした。

　姑こ息そくに弱点を探って、駆け引きを用いて情報を引き出して、自分より弱い男から逃げて。きっと誰より居座りたいであろう場所を他人に譲り、そして最後は親友を罠わなではめた。

　どれほど身を切ったのだろう。どれほど心を灼やいたのだろう。他の四人が向けてきた、切っ先鋭い付け焼き刃に宿った息い吹ぶきが、その壮絶さを物語る。

　ひとりを選ぶこともできた。そうすれば、きっと奴やつはいくらでも美しく勝つことができる。

　それでも奴やつは、水上悠は、天衣無縫を泥で汚してでも、皆で勝ちに行く道を選んだ。

　鋭い刃だった。あと一歩で、常勝秋水は敗れ去っていた。

　その分ぶん水すい嶺れいとなったのは、自分との戦い。

　奴やつが最後、自分を斬り損ねた原因は、抜け目ない奴やつが犯したたったひとつのあの日の過あやまち。

　水上悠は、乾いぬい快晴に手を抜けなかった。だから巻き技と逆胴を打ってしまった。

　全てを捨てて勝つと選んでなお。奴やつは、それだけは手放せなかったのだ。

　己こそが最強でありたいという、たったひとつの大切な想おもいを。

「快晴。今の負け、忘れんなよ」

「……はい」

「次勝ちゃいいなんて、おめーには言わねー。乾いぬい快晴は、勝って当たり前なんだ」

　言葉で、その背に鞭むちを打つ。先に一年、この世界で生きてきた者として。

「おめーにはまだ、足りねーもんがある。分かるか？」

　情けも容赦も一切無く、お前は弱いと突きつける。

　そうしたら、後輩は静かに首を振った。喚わめくことなく、唇を嚙かみ締しめ。

　それでいい。認める強さが快晴にはある。だからもう、ひとつだけを追わなくていい。

　男という奴やつは、後から着いていったほうの負けなのだから。

　水上悠とは違う、乾いぬい快晴だけが選べる道が、きっと近くに隠れているから。……だから。

「自分で、見つけろ。俺っちは優しくねーからな」

　決してその背に触れず、手など繫つながず、暗闇の中へ蹴り落とす。それがはぐれた狼おおかみの愛情だ。

　きっとまた、登ってくる。

　新しい道を見つけられる眼めを、自慢の後輩は持っているのだから。

「……はい」

　快晴が、籠手を外して面を取る。

「僕はまだ、強くなります」

　その鋭い目は、下がらず、蔭かげらず、ただ上だけを見つめていた。

　高校総体予選男子団体の部、三回戦。

　藤宮高校　対　秋水大学付属高校。勝者数二対二、得本数三対四。

　勝者──秋水大学付属高校。
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　江坂仁はひとり、竹刀袋を片手に持ち、右脇に面を抱えて競技場の扉を出る。

　散乱している靴を踏み分け、裸足はだしで一階の廊下を歩いた。

　試合前は意識していなかった景色が、途端に見えるようになる。長机に道具を並べた出張の武道具店があった。壁かべ際ぎわに備え付けてある椅子に座り、談笑している大人たちがいた。制服の他校の生徒たちだっていた。見学だろうか。それとも、もう戦いを終えてしまったのだろうか。

　江坂は足を止める。壁かべ際ぎわの空いた椅子には座らないが、ガラス張りの壁から空を見上げた。

　噓うそのように晴れた青空が、少し可笑おかしい。

　三年間全てを道場に捧ささげて、ついにこの空には一度も縁がなかったのだから。

「終わったん……だろうか」

　実感がない。こんなことは初めてだった。

　いつも団体が終わると強烈な気持ちしかなかったものだから、どうしていいか分からない。

　最強の男に勝った。しかし夢は破れてしまった。もっと泣けたり笑えたりしてもいいはずだが、何もない。とうとう剣道のやり過ぎで壊れたか。

　鼻から息を吐き、面を左脇に移し替えて、右手で頭を搔かく。後ろから足音が聞こえた。

「部長」

　振り返る。そこにいたのは、悠でも纏まといでもなく、黒瀬だった。

　どうした、と笑いかけるよりも早く。弱々しい声と頭が、下に下がった。

「すみませんでした」

「……どうした。なぜ」

「すみま、せんでした……っ」

　深く下がった頭は、上がらない。水気を帯びた声が乱れていく。硬質な床に一滴、乾かない雫しずくが垂れた。江坂は一瞬だけ目を丸くし、そして笑った。

「なぜ謝る。お前は全てを尽くしたじゃないか」

「……んなの。……そんなの、どうだっていい。……結果が。結果が、全部だっ……」

　顔が上がる。眼鏡の奥から流れる涙を拭わずに、黒瀬は嗚お咽えつを抑えるために歯を嚙かみ合あわせていた。

「おれが、負けたから、負けたんだっ……」

「違う。お前は悪くない。……瀧たき本もとは強い。お前は、よくやった」

「だからっ！　そういうのはいいって、言ってんだろッ！」

　肩を叩たたきにいった手を払い、黒瀬は吠ほえる。

　そうやって泣き、吠ほえる男の姿に、どこか既視感があった。

「ひきわけで、よかったんだ。それだけで、勝ってたんだ！　おれがあの相面入れてれば、ひきわけで……。部長は、秋水に、勝てたのに。……おれは、できなかった。俊しゆんは、できたのに、おれにはできなかった！　……ばかだから。……おれには、まだ、できたこと、あったのに」

　この男は、自分で気付いていないのだ。

　最後の相面は、確かに瀧たき本もとに届いていたことに。

「わかってたんだ。……わかってたんだ。頭、さげれば、良かったのに……なのにっ……」

「……いい」

「おれの、下らない意地が、部長の夢を、こわしたっ」

「いいんだ」

「おれのせいだ。……おれのせいで、みんながっ……」

　払われても、江坂は肩を叩たたいて首を振る。

　どうしてこの男を、責めることなどできようか。

　賢い選択が分かっていたはずだ。誇りを捨てて、誰かの手を借りる道だって選べたはずだ。

　それが分からない男じゃない。

　それでも、たったひとつの意地を貫き通す道を、同じく選んでくれたこの男が愛いとしかった。

　愚者の聖火は継がれていくのだ。

　過去を重ねた背中を見せて、今、次の男の未来へと。

「……なんで。……なんで、笑ってるんですかっ……」

「……そうだなあ」

　ああ、こういうことだったのだなと江坂は笑う。答えが、ようやく見つかった。

「お前にも、いつか分かるさ」

　くっ、と喉を鳴らして、黒瀬が走り去っていく。その背中を、いつまでも見守っていた。

　きっと、これから泥を這はう。それでも折れず曲がらず進むはずだと、確信があった。

　胸の中の炎が、穏やかになっていく。

　それを見つけたように、後ろから声がかかった。「おい」

　振り返る。前には橋倉と、後ろには穏やかに腕を組んで見守る瀧たき本もとが立っていた。

「どうした？」

「……ちっ。あんまこーいうのは、ガラじゃねーんだけどよ」

　がしがしと焦げ茶の髪を右手で搔かいた後、橋倉は片目を瞑つむって苦々しく言った。

「強かったぜ。……おめーらは」

「……ああ。当たり前だ」

　かつては憎くて仕方がなかった男に笑顔を返す。

　すると奴やつは右拳を握り、突き出してきた。

　決して群れない男が、触れろと。

「俺っちらを、見てろ。一番上まで登ってく」

　燃える戦友の笑顔の向こうに、走そう馬ま灯とうのような過去を見る。

『こんな雑魚ざこども、蹴散らして当たり前なんだよ！』

　二年の歳月を経て、たった今。その言葉が花束になる。




「おめーらに勝てたんだ。他のどいつに負けるってんだ？」




「……ああ」

　拳から拳へ、次の男に灯ともし火びが渡る。江坂仁の戦いは、ここに終わり。

「それを聞いて、安心して終われる──」

　笑顔に一筋、透明な涙が流れた。
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　二週間前と同じ所に行けばきっと、その背中があるような気がしていた。

　カラスの声を聞きながら悠ゆうが歩いて行くと、やっぱりいた。体育館の二階屋外、壁の手すりに両手を乗せて、快かい晴せいは夕ゆう陽ひをぼうっと見つめている。

　気配を消して忍び寄ると、簡単に背後に立ててしまった。このまま竹刀しない袋ぶくろを振り下ろして暗殺するのもやぶさかでないが、やっぱり殴るなら正々堂々がいい。

　ぽん、と右肩を叩たたいて左側に回った。「よっ、元最強」

　右に一旦快晴の顔が振られて、それからこっちに戻ってくる。相変わらず素直な挙動をしてくれる親友だが、振り向いた顔はいつになく不機嫌に曇っていた。

「……何しに来たの」

「はは、その顔見に来たんだよ」

　隣に並んで手すりに両腕を置いて、にやにやしながら快晴の顔を見る。

「優勝、おめでとう」

「……君はもしかして、僕に嫌われたいの？」

　快晴の舌打ちなんて初めて聞く。声を出さずにくすくす笑って首を振る。

「今更だろ。嫌われるようなことは、もう全部やったよ」

　許してもらうつもりはなかった。正直、口を利きいてくれないくらいでもいい。

　そう思っていると、快晴はため息をついてからじとっとこちらを見た。目が冷たい。

「色々冷静に考えてみたんだよね。他の人に言われたこととかも。それで、思ったんだけど」

「……お、おう……」

「僕ってもうちょっと悠に怒っても良くない？」

　無機質な笑顔に、たじろぐ。そして快晴にそんな隙を見せると死亡確定なのだった。

「酷ひどいよね。勝手に剣道辞めるでしょ。人のこと待たせるでしょ。あと妹とデートするでしょ」

「い、妹と遊ぶのは良くない……？」

「良くない。それに地稽古で時限爆弾仕込んできたでしょ？　知らないとは言わせないよ」

「……申し開きもない」

　客観的な事実を並べ立てられると、改めて酷ひどい。人として問題がある。

　悠はうなだれて、髪もぺたんとなって、唇を結ぶ。

　絶交だろうな、と潰れそうになる心臓の辺りをぎゅっと押さえた。

「でもねー。全然怒る気になれないんだよね。これって僕がおかしいの？」

　ばっと、思わず顔を上げる。快晴は苦笑しながら首を傾かしげているだけだった。

　無理をしている様子もない。悠は太陽を直視してしまったように、片手で顔を隠した。

「……そうだよ。お前、おかしいよ。……眩まぶしくて、泣きそうだ……」

「え。そ、そんなにヘン!?　……でも、僕にはこれが普通だからなあ」

　手すりに預けていた身体からだを離し、快晴は真まっ直すぐに立ってこちらを見た。

「負けても、僕は僕なんだ。どんなに考えても変わらない」

「……ああ」

「結局、負けちゃう方が悪い。本当に強かったら、どんな小細工をされても負けないからね」

「……そうだな。俺も、本当のところはそう思ってる」

　悠も手すりから身体からだを離し、しゃんと立つ。

　鏡映しの苦笑を返すと、快晴は遠くの空を見始めた。

「君たちは僕に勝つために何でもした。だから僕は、君たちに負けないために何でもしなきゃいけなかった」

「……ああ」

「ねえ。試合の後、泣いてたね」

　無言で頷うなずき、悠もまた並んで遠くの空を見る。目を閉じると、今でも無力で胸が痛んだ。

「人生で初めて、負けて泣いたよ」

「……僕はあのとき、人生で初めて、勝って泣いた」

　快晴が自分の竹刀袋を強く握って、こちらを見る。

「でも僕は、たとえ君たちに負けたって泣けないと思う。……僕には、君の気持ちが分からない。足りないものがあるんだってさ」

「……ああ」

「だから僕は君なんかより、これからまだまだ伸びるんだよ」

　竹刀袋を突きつけて、ただひとりの挑戦者に戻った宿敵は不敵に笑う。つくづく、格好良い奴やつだと思った。

「もう、誰にも負けないよ。もちろん悠にだってね」

「……いや？　全国で俺に負けるけど？」

　手加減なしの片手突きが踏み込みと共に竹刀袋から繰り出される。それを、大きく首を左に傾けてひらりと避けた。

「下手くそ。だから部長に落とされんのさ」

「……くそっ。やっぱり今日ぶっ飛ばしたかったな、君は！」

　両手を顔の横で広げて舌を出し、馬鹿にして笑う。忸じく怩じたる思いを隠すために。そうやって少しずつ、表情も上手うまくなっていきたい。自分の下手なところを直して、誰よりも上に行くために。そして今度は誰かを、そこへと連れて行ってやるために。

「よし、元気出た。それじゃごめんなさいしてくるか。またな、快晴」

「……えっ、どこ行くの？　一緒に帰らないの？」

「帰らなーい。今から、女子の先輩のところに会いにいくから」

　さて、帰る前に一いつ矢し報いてやれ。相手の弱点を突くのは、基本だ。

「俺の友達は、別にお前だけじゃないんだ。羨ましいだろ。超かわいいぞ、うちの先輩」

「…………ぐ、ぬぅ……」

　効いている。主に前半が。竹刀袋を肩にかけて、快晴は拗すねたように言う。

「僕も、頑張って彼女とか作ったほうがいいのかなあ？」

「お前がー？　やめとけやめとけ、頑張ってとか言ってる時点で向いてないよ」

「……そんなこと言われると頑張りたくなるじゃん」

　さすが、水みな上かみ悠の親友。気に入ったから、最後は少しだけ優しくしてやる。

「お前ならそんなことしなくても、いつか女の子のほうから寄ってくるよ」

「……実績がある人の言葉だからね。信じてあげるよ」

　よく分からなくて、首を傾かしげる。そして笑顔で、手を振った。

「またな、快晴」

「うん。またね、悠」

　さあ、行こう。大口叩たたいたのに約束を破ったのだ。どんな厳罰でも受けてやる。

　歩きながら、夕ゆう陽ひに彩いろどられた入道雲を見上げて深く息を吐く。

「……お？」

　すると針のような小こ雨さめが、頰ほおを打った。燃えるような茜あかね空ぞらから降ってきたそれは、まるで想おもいが叶かなって流す涙のようで。悠は可笑おかしくて、空に向かって笑った。

「狐きつねの、嫁入りだ」
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　特に、言葉を交わして約束した訳でもない。

　それでも江え坂さかには、纏まといがどこにいるのか不思議と分かってしまった。

　体育館裏にある、ベンチと自販機と鉄時計しかない寂しい休憩スペースの真ん中に彼女は立っていた。防具袋と竹刀袋を傍そばに置いて、自分より背の高い女の子の両肩に手を置いている。

　寄ってみて、ようやく分かった。深ふか瀬せ史し織おりと話しているのだと。

　そして彼女はこちらの存在に気付くと、何やら纏まといに耳打ちしてから、長い髪をなびかせて反対側に走り去って行ってしまった。

「邪魔をしたか？」

「……んーん。あたしの仕事は今、終わった」

　振り返った彼女の笑みは穏やかで、下がった肩が華きや奢しやに見える。少しだけ、歳としをとったようにも見えた。蹴られるだろうから言わないが、その理由も少しは分かる。

「あんたの仕事は、終わったの？」

「……いや。あとひとつ、残っていてな。お前に伝えなければならないことがある」

　そう言うと纏まといは目を丸くし、急に制服の着装を整え出す。わざとらしく咳せき払ばらいした。

「な、なに？」

「うん。……三年間、ありがとう。世話になった」

　頭は下げず、ただ素直な気持ちを伝える。すると纏まといは固まって、目を閉じて、大きなため息をついた後、まさに失笑という言葉がふさわしいように笑った。

「知ってた。……何よ、今更改まっちゃって。そんな言葉で、あたしが泣くとでも思ったの？」

「なぜ、泣かせる前提なんだ……。お前が泣くところは見たくない」

　笑っていてほしい。ずっと、隣で不敵に。

　性格に問題がある。言動に問題がある。そんなものは百も承知で、やっぱり立たち花ばな纏まといは立花纏まといでいて欲しい。誰にも媚こびず、腕一本で生きていくというその燃える気概を誇って欲しい。

　何もない場所で、過酷な環境で、ひとりでよく頑張ったと皆は言う。

　けれど、皆は知らない。

　そんな場所だからこそ出会えた、強く美しく咲く花もあるのだということを。

「藤ふじの宮みやを、選んで良かった。お前がいてくれたから、最後に勝てた。……ありがとう」

　目を見て、真まっ直すぐと。振り下ろし続けた竹刀のように言葉を伝える。

　すると彼女もまた目を見て、腕を組んで微笑ほほえんでくれた。

「もう、頭は下げないんだ」

「ああ。男が下がる」

　防具袋を置いて、竹刀袋を置いて。長年向かい続けてくれた鏡のように、腕を組む。

「誰がなんと言おうと、今日は俺が、世界で一番格好良いからな！」

　さあ、憎まれ口を叩たたいてこい。蹴ってこい。今こそ竹刀を振り回してこい。

　世界で一番強い男が、全部受け止めてやる──。

「うん」

　しかし女め狐ぎつねはいつも、賢さかしらにこちらの思惑を読んで躱かわす。

　立花纏まといは両腕に組んだ腕を解き、全ての積み荷を肩から下ろして両腰に手を当て笑った。

　ただひとりの純粋な少女として、輝くように。




「ざまあみなさい！　やっぱりあんたが、世界で一番カッコいいのよ！」




「……ああ。……そうだな」

　愛いとしい炎を揺らす笑顔は、どんな打突よりも鋭く優しく胸に響いて。

「本当に、鈍い。……気付くまで、どれだけ時間をかければ気が済むんだ」

　気付かなかった理由は、どうしてだろう。馬鹿だからか。ずっと隣にいたからか。それとも他のものを、一心不乱に追いかけていたからか。だが、今更そんなことはどうでもいい。

　最後に、勝てばいいのだから。

「ところで立花。賭けの話は覚えているな？」

「……ぐ。……覚えてるわよ。女に、二言はないッ！」

　がっと大股を開いて、腰に当てていた右手を伸ばして人差し指を突きつけてくる。

「か、勝ったのはあんたなんだし……好きにしなさい！」

　全くどこまでも、男気のある奴やつだった。

「あ、待って。やっぱエロいのはなし。エロいのはなしなんだからね!?」

「……それは困る」

「はぁっ!?」

　そして少しだけ、かわいいところがある奴やつだった。

「噓うそだ」
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　愛いとしい人に、喉を鳴らして笑いかける。

　何回喧けん嘩かしただろう。何回受け止めてくれただろう。何回、助けてもらっただろう。

　一緒に歩み続けた三年間、とうとうこの女は、こんなに馬鹿で愚直な男を見限らなかった。

　彼女とはいつも睨にらみ合あって、上から思い切り竹刀を叩たたき下ろす仲だった。

　だから今からこれを、受け取ってくれるかは別として、感謝に添えて。




「お前が好きだ。俺と付き合ってくれ」




　最後くらいは下からそっと、笑顔で花束を捧ささげてやりたいと思った。

　燃やした炎を癒やすように、天から綺き麗れいな雨が降る。

　口実を頰に纏まとった女め狐ぎつねが、世界で一番美しい花嫁のようだった。





×　×　×






　一瞬だけ降った雨が止やむ頃に、悠はその場所に辿たどり着ついた。二週間前に自分が座っていたベンチ。そこに彼女が座っている。ばれないように後ろに荷物を置いてから、忍び寄る。

「だーれ、だ！」

「あっ、籠こ手てくさーい。水上くんでしょ」

　快晴の刺突なんて鼻で笑えるくらいの鋭利な言葉が、悠の心を一撃で突き刺した。

　涙目になりながら手を外すと、円まど香かは立ち上がり、にこりと笑って振り返った。

　短く切った髪はもうなびかない。そして同じく試合の後。

　なのに、円まど香かからは相変わらず柔らかくていい匂いがした。

「臭いって、言わないでほしい……。本当に傷つく……」

「えー？　だって水上くん、痛いの好きなんでしょう？」

「す、好きじゃないですよ！　どこ情報だそれは!?」

「でも江坂くんの面受けてるとき、あー痛いこれこれ、この感覚だよーって顔してるよ？」

「………………それは！　部長が！　上手うまくなったなって！」

　一瞬考えただけでもう駄目だった。円まど香かはその手で唇を押さえ、けらけら笑っている。

「水上くんは絶対、痛くない剣道があってもやらないと思うな。わたし」

「……それは剣道じゃないじゃん」

「あはは。老害みたいなこと言ってるー」

　二本目の刺突が胸に入った気がした。快晴どころか、亡なき祖父以上に勝てる気がしない。

　二の句を告げないでいると、円まど香かは間にあるベンチを横から回ってきて、正面に立った。

　細い人差し指で、心臓をとんと突いてくる。

「君は痛いのが好きだから。だからご褒ほう美びは、これでおしまい」

「……え？」

「怒られに来たんでしょう？　約束破ってごめんなさいって」

　にこりと笑う円まど香かの顔から、つい目をそらす。格好悪くて消えてしまいたかった。

「……はい。俺は──」

「うん。次頑張ってね！　絶対、怒ってなんてあげないから！」

　言葉を遮る大きな声に驚いて、悠は円まど香かのほうを見る。

　彼女はどこかの尊大な同級生みたいに両腰に手を当て、歯を見せて不敵に笑っていた。

「責められたいんでしょ。楽になりたいんでしょ。だったらそんなこと、絶対してあげないよ」

「……何を」

「約束、守ってよ。まさか途中でやめちゃうの？　こんなに弱いわたしだって、最後までやめずに続けたのに」

　しょぼくれた顔をはたくように、強い彼女は輝く笑顔で言い渡す。続けろ、と。

「今回はだめだったけど。でも、最後には絶対叶かなえてみせて。君にはまだ、続きがあるよ」

「……厳しいなあ。先輩は」

「あはは、当たり前じゃん。ここが何部か忘れたの？」

　剣道部、元、女子副部長、幸ゆき村むら円まど香かは悪魔のようににやりと笑う。

「君の刑期は、あと一年もあるんだよ。まだまだ苦しんでもらわなきゃ、わたしが面白くないじゃない」

　ついに悠は、苦笑する。下ろしていた剣と鎧よろいを、手に取って。

「全く。老害はどっちですか」

「あはは。いいもーん、老害上等。わたしはもう、終わったから！」

「……おつとめ、ご苦労様です」

　深く、深く、頭を下げる。今に見ていてくださいと、誰より格好良い顔を作るために。

「頑張ってね。わたしはずっと、最後まで見ててあげるから」

「……はい」

「絶対、逃げないでね。弱い男は、嫌いだよ！」

「……はい！」

　顔を上げる。この人の好みに合っているかどうか、今は分からないけれど。

　この人が見せてくれた厳しい優しさに、最後には見合うだけの男になってみせたい。

「見ててください。絶対、最後に勝ってみせるから」

「……うん」

　笑いかける。それがこの人から継いでいく強さなのだと、この胸に刻んで。

「俺は円香先輩みたいに、強くなるから。楽しんで見ててくださいね」

「……ぅんっ」

　円まど香かが、顔を伏せる。そのまま両肩を摑つかんできて、逆の方向を向けてくる。

　お前の次に行くべき所は、もう決まっているのだと背中を押すために。

「それじゃあ。……行って、こい！」

　ばしんと背を叩たたかれて、悠は力強く歩き出す。

　燃えるような夕日を背に負って待つ、誰より仰いだ男のもとへと。




　決意を整えるために両目を瞑つむると、解散前に五人、体育館前の茜あかね差す広場に集まった光景が脳裏に浮かぶ。

　五人で円になって、全員揃そろったことを確認すると、前振りなく江坂は言った。

『次の部長──キャプテンは、水上だ』

『はっ!?』

　ありえない、とつい叫んだ。

　こんな問題のある人間が、江坂のように人の上に立つなんてあまりにもおかしい。

　みんなも反対しろと促すように、辺りを見回す。

『文句ねえ』

　すると真っ先に、自分を煙たがっているはずの八や代しろがそう言った。

『水上先輩以外、ありえねえよ』

『……何、言ってんだ。八代』

『何言ってんだはあんたのほうだ。本気で分かんねぇんスか？』

　嚙かみつきもせず、八代は穏やかに笑った。その隣で、今度は城きの崎さきが動いた。

　カチューシャを外して、素のままの自分になって。また頭を下げて言う。

『頼むわ、悠。……オレらはさあ、やっぱお前がいいんだよ』

『だ、だから何でだ!?　俺は全然俊しゆん介すけみたいに、色んな奴やつと上手うまくやれない！』

『じゃあそーいうのは、オレがやってやるからさ。断る理由にはなんねーよな』

『部長』

　笑顔の城きの崎さきに怯ひるんでいると、黒くろ瀬せが真まっ直すぐと左手を上げる。

　眼鏡の奥の眼めはもはや濁らず、刃のように鋭く未来を見据えていた。

『副部長は、おれにやらせてください』

『……分かった。お前以外にないだろう』

　みんなが、無言で頷うなずく。そして黒瀬はこちらを見て少しだけ笑った。

『面倒な仕事はおれが全部やってやる。お前より、おれのほうが頭は回る』

『……クロ』

『また後から着いてくんのか？　負けたくねぇなら、今決めろ』

　挙げた左手を拳にして、黒瀬は心臓の前で強く握って睨にらんでくる。

『おれは、逃げねぇ。恥晒さらしたって続ける。ここで終わるくらいなら、死んだ方がマシだ』

　その言葉に、ぐっと悠も歯を食いしばる。同じように拳を強く握った。

『水上。お前はもしかして俺が、お前が一番強いから任せるんだと思っていないか？』

　意志を持った沈黙で、それを返事とする。しかし江坂は、苦笑して首を振った。

『ありえない。この部は俺の全てだ。ただ強いだけの人間に、この場を任せると思うのか』

『……じゃあ、どうして』

『お前が一番、部長に相応ふさわしい人間なんだ』

　江坂はもう頭を下げず、ただ右拳を前に突き出す。継げ、と諭すように。

『一番強い人間が部長をやるんじゃない。一番みんなのために血を流せる人間が、部長をやるんだ。……お前は、血を流した。その背を、みんなが見ていた』

　全員に見守られて、江坂が目の前に歩み寄る。

『水上』

　お願いしますでも、やってくれるかでもなく。たった一言、彼は言う。




『背負え』




『……分かりました』

　強く優しく笑う彼に、心の底から頭を下げる。

　向き合い続けよう。自分と。みんなと。剣道と。

　いつか鏡に映る自分の顔が、この人のように格好良くなるまで。

　鏡に映らない自分の背中が、この人のように厚くみんなに見えるまで。

『俺が、次の部長になる』

　絶対に逃げず、折れず、曲がらず。この道を歩み続けてみせよう。

　深く息を吸って、閉じた目を開いた。

　誓いと共に円まど香かが与えてくれた背中の痛みが、闘気を身体からだに漲みなぎらせる。

　鋭く尖とがらせた眼めで、前を見据えた。

　いつも、叩たたかれた背が痛い。それは、背負うもののないこの背中が薄いからだ。

　だから、これから自分は背負っていく。屈辱を。約束を。そして、戦友たちの想おもいを。

　悠が決意を込めた歩みの先に、広く分厚い、鋼のような男の背中が現れた。

　煌こう々こうと輝く聖火のような茜あかねを背負って、男は無言でその場に在り続ける。

　右側に防具袋を下ろし、左の手のひらで斜めに地へと刺した竹刀袋が、男の役目の終わりを告げる。しかし彼の胸の中にはまだ、きっとその火の位は燃え続けている。

　彼が心に掲げる篝かがり火びの向こうに、未いまだ鎧よろいを纏まとって剣を握る、剣士の背中を幻視した。

　悠は立ち止まる。その肩を、力強く言葉で叩たたいた。

「仁先輩」

　もう、部長と呼ばない。

　その名を、篝かがり火びを継ぐ者はここにいるのだと、決意と敬意を言葉でかざした。

「悠」

　男は応える。振り返らずに。

　燃える背中は聖火を継いで、未来を明るく照らし出す。

「頼んだぞ」

「……はい！」

　悠はるか茜あかね空ぞらの向こうへ、約束が轟とどろくように。

　夢を見せると、ここに誓った。


了









　あとがき




　みなさま、お久しぶりです。渋しぶ谷や瑞みず也なりです。

　というわけで二巻、いかがでしたでしょうか。野郎巻でしたね。ごめんなさいって。

　ただ、頭は下げても反省は全くしておりません。舌を出して笑っています。

　とても楽しんで作れて最高でした。

　愚者たちがそれぞれ掲げる聖火の物語、みなさまにも楽しんで頂ければ幸いです。

　さて、お話は変わりまして。

　私はこの『つるぎのかなた』でデビューしました。ライトノベル作家になるにあたり色々な変化がありましたが、一番衝撃だったこと、意識させられたことがあります。

　それは、十代の子たちが自分の本を読むということです。ライトノベルの主要購読層は十代の子たちなのだから考えてみれば当然なのですが、それを大人になった自分が書いて、大人たちに囲まれて送り出す側になると、つい忘れてしまいそうになります。

　十代の頃に読む本は、特別です。理屈じゃなく心に焼き付いてるんですよね。

　私の本がみなさんにとってそうなってくれるかは分かりませんが、この本を十代の子たちが、ひいては若い人たちが読むのだと考えたとき、伝わってほしいなと思うことがあります。

　それは、『大事なことは自分で選ぶ』ということです。

　これから先、みなさんは色んな選択を強いられることが増えてきます。辞めるとか続けるとか、色々です。しかも、どれを選んでも辛つらいみたいなことだってざらですし、合ってるのか合ってないのかだって最後まで分かりません。これで良かったのかなって何度も思うでしょう。

　そんな風に折れかけたとき、自分を一番支えてくれるのは、経験上他人じゃありません。

　その道を選ぶと最初に決めた自分が、何度でも自分を立ち上がらせてくれるのです。

　色んな人の意見を聞いたっていいし、迷ってもいい。けれど最後は、必ず自分で決めてください。そうしたら、どんな結果になったって後悔は生まれません。

　大丈夫です、大人は楽しい。だから安心して選んで進んで、素敵な大人になってくださいね。




　以下、宣伝と謝辞になります。

　現在カクヨムという小説サイトにて、各キャラが主役の短編集『つるぎのこなた』を掲載しております。同サイトには今巻で大活躍してくれた橋はし倉くら崇たか仁ひとの過去編『灰色に鳴る』も載っておりますので、是非読んでみてください。つるぎ[image: ]巻みたいに楽しんで頂ければ。

　そして担当編集の清瀬さん、舩津さん、イラストの伊い藤とう宗そう一いち先生。今巻もお世話になりました。電撃25期同期のうち、村むら谷たに由ゆ香か里りさん、冬ふゆ月つきいろりさん、野の宮みや有ゆうくん。夜中にテーマパークの設定ブレスト手伝ってくれてありがとうね。グッズが収益化したらスシローおごるよ。

　それではみなさま、ご縁があればまた。
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